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原民 喜 訳 


第 一 、 小人 国 (リリ パット) 


1 大 騒動 


私 はいろ く 不思議な 国 を 旅行して、 さまぐ の 珍 


しい こと を 見て きた 者です。 名前 は レミ ユエル. ガリ 

バ ー と 申します。 

子供のと きから、 船に 乗って 外国へ 行って みたい と 

思って いたので、 航海術 や、 数学 や、 医学な ど を 勉強 

しました。 外国語の 勉強 も、 私は大 へん 得意でした。 

一 六 九九 年の 五月、 私 は 『かもし か 号』 に 乗って、 

イギリスの 港から 出帆し ました。 船が 東インドに 向う 

頃から、 海が 荒れ だし、 船員た ちは大 そう 弱って いま 

した。 

十一月 五日の ことです。 ひどい 霧の 中 を、 船 は 進ん 

でい ました。 その 霧の ために、 大きな 岩が、 すぐ 目の 


前に 現れて くるまで、 気がつかなかった のです。 

ぁッ という 間に、 岩に 衝突、 船 は 真二つにな リ まし 

た。 それでも、 六 人 だけ はボ— トに 乗り移る ことが で 

きました。 私たち は、 くた くに 疲れて いたので、 ボ ー 

トを 漕ぐ 力 も なくなり、 た y 海の 上 をた y よってい ま 

した。 と 急に 吹いて 来た 北風が、 いきなり、 ボ— トを 

ひっくりかえして しまいました。 で、 それき り、 仲間 

の 運命 はどうな つたの か、 わかりませんでした。 

た  >、 私 は ひとり 夢中で、 泳ぎつ、 V けました。 何度 

もく、 試しに 足 を 下げて みました が、 とても 海底に 

はと、 V きません。 3 虱 はよう やく 静まって きました が、 


私 はもう 泳ぐ 力 も なくなって いました。 そして 私の 足 

は、 今 ひとりでに 海底に と > きました。 

ふと 気がつく と、 背が 立つ のです。 このと き ほど、 

うれしかった ことはありません。 そこから 一 マイルば 

かり 歩いて、 私 は 岸に たどりつく ことができました。 

私が 陸に 上った の は、 かれこれ 夜の 八 時 頃でした。 

あたりに は、 家 も 人 も 見あたりません。 いや、 とに か 

く、 ひどく 疲れて いたので、 私は睡 いばつ かしでした。 

草の 上に 横にな つた かとお もうと、 たちまち、 何も か 

も わから なくなりました。 ほんと に、 このと き ほどよ 

く 眠った こと は、 生れてから 今まで、 一度 もなかった 


, J とです。 

ほっと 目が さめる と、 もう 夜明けら しく、 空が 明る 

んで いました。 さて 起きよう かな、 と 思い、 身動きし 

ようとす ると、 どうした ことか、 身体が さっぱり 動き 

ません。 気がつく と、 私の 身体 は、 手 も 足 も、 細い 紐 

で 地面に、 しっかりく、 りつけ て あるので す。 髪の毛 

までく、 りつけ てあります。 これで は、 私 はた ゾ、 仰 

向けに な つ ている ほかはありません。 

日 はだん/^ 暑くな り、 それが 眼に ギラ/ \ します _ 

まわりに、 何 か ガヤ/ \ という 騒ぎが 聞え てきました 

が、 しばらく すると、 私の 足の 上 を、 何 か 生物が、 ゴ 


ソく 這って いるよう です。 その 生物 は、 私の 胸の 上 

あ *， - 

を 通って、 顎のと ころまで やって来ました。 

私 は そっと、 下目 を 使って それ を 眺める と、 なんと、 

それ は 人間な のです。 身長 六 インチ もない 小人が、 弓 

矢 を 手に して、 私の 顎のと ころに 立って いるので す。 

その あとに つ、 V いて、 四十 人 あまりの 小人が、 今ぞ 

ろく 歩いて 来ます。 いや、 驚いた の 驚かなかった の、 

私 はいきな り、 ヮッと 大声 を 立てた ものです。 

相手 も、 びっくり 仰天、 たちまち、 逃げて しまい ま 

した。 あとで 聞いて わかった のです が、 そのと き、 私 

の 脇腹から 地面に 飛びお りる ひょうしに、 四 五 人の 怪 


我人 も 出た そうです。 

しかし 彼等 はすぐ 引つ 返して 来ました。 一人が、 何 

か 鋭い 声で 訳の わからぬ こと を 叫ぶ と、 他の 連中が、 

それ を 繰り返します。 私 はどう も 気味が 悪い ので、 逃 

げ ようと 思い、 もがいて みました。 と、 うまく 左手の 

方の 紐が 切れた ので、 ついでに、 ぐいと 頭 を 持ち上げ 

て、 髪の毛 をし ばっている 紐 も、 少し ゆるめました。 

これで、 どうやら 首が 動く ようにな つたので、 相手 を 

つかまえて やろうと すると、 小人 は バタ/ \ 逃げ出し 

てし まう のです。 

そのと き、 大きな 号令と ともに、 百 幾 本の 矢が 私の 


左手め がけて 降り そ、 いで 来ました。 それ はまる で 針 

で 刺す ように チク/ \ しました。 そのうちに 矢 は 顔に 

向って 来る ので、 私 は 大急ぎで 左手で 顔 をお、 い、 ゥ 

ン くうな りました。 逃げよう とする たびに、 矢の 攻 

撃 は ひどくな り、 中には、 槍で もって、 私の 脇腹 を 突 

きに 来る もの もあります。 私 はとう/^、 じっと、 こ 

ら えてい る ことにしました。 そのうち 夜に なれば、 わ 

けなく 逃げられる だろうと 考えた のです。 

私が おとなしく なると、 もう 矢 は 飛んで 来 なくなり 

ました。 が、 前と はよ ほど 人数が ふえたら しく、 あた 

り は 一 段と 騒がしくな りました。 さきほどから、 私の 


耳から 二 間ぐ らい 離れた ところで、 何 かしきりに、 物 

を 打ち込んで いる 音が しています。 

そっと 顔 を そちら 側へ ねじむけて 見る と、 そこに は、 

高さ ーフ— ト 半ば かりの 舞台が 出来 上って います。 こ 

れは、 小人なら 四 人ぐ らい 乗れそう な 舞台です。 のぼ 

るた めに 梯子まで、 二つ 三つ か、 つてい ます。 今、 そ 

の 舞台の 上に、 大将ら しい 男が 立つ と、 大 演説 を やり 

だしました。 四 人のお 附 きをした がえ た、 その 大将 は、 

年 は 四十 歳ぐ らいで、 風采 も 堂々 としてい ます。 と 

いっても、 その 身長 は、 私の 中指ぐ らいでしょう。 声 

を 張り あげ、 手 を 振り まわし、 彼 はな かく 調子よ く 


しゃべる のです。 

私 も 左手 を 高く 上げて、 うや/^ しく、 答えの しる 

し をし ました。 しかし、 なにしろ 私 は、 船に いたと き 

食べた きりで、 あれから、 何 一 つ 食べて いません。 ひ 

もじ さに、 お腹が ぐ —/^鳴り だしました。 もう、 ど 

うに も 我慢が できない ので、 私 は 口へ 指 を やって は、 

何 か 食べさせて ください、 という 様子 をし ました。 大 

将は 私の 意味が よく わかった とみえて、 さっそく、 命 

令して、 私の 横腹に、 梯子 を 五六 本 かけさせました。 

すると、 百 人 あまりの 小人が、 それん \、 肉 を 一 ぱ 

い 入れた 籠 を さげて、 その 梯子 をの ぼり、 私の 口のと 


ころへ やって来る のです。 牛肉 やら、 羊肉 やら、 豚肉 

やら、 なかく 立派な 御馳走で したが、 大きさ は、 

ひばり 

雲雀の 翼 ほど もありません。 一口に 二つ 三つ は、 すぐ 

平げ る ことができます。 それに パン も大 へん 小粒な の 

で、 一口に 三つぐ らい わけない のです。 あとから く 

運んでくれ るの を、 私が ぺろリ と 平げ るので、 一 同 は 

ひどく 驚いて いるよう でした。 

私 は 水が 欲しくな つたので、 その 手 まね をし ました。 

あんなに 食べる の だから、 水 だって、 ちょっと やそつ 

とで は 足りない だろうと、 小人た ち は 一 番 大きな 樽 を 

私の 上に 吊し上げて、 ボンと 呑口 を あけて くれました。 


一 息に 私 は 飲み ほして しまいました。 な あに、 大 樽と 

いったって、 コップ 一 ぱい 分ぐ らいの 水な のです から、 

なんでもありません。 が、 その 水 は、 薄い 葡萄酒に 似 

て、 なんともい、 味の ものでした。 

彼等 はこん な ことが よほど うれし か つたので しょう。 

大喜びで、 はしゃぎ まわ リ、 私の 胸の 上で 踊り だし ま 

した。 下から は 私に 向って、 その 空 樽 を 投げお ろして 

くれと 手 まね をし ます。 私が 左手で 胸の 上の 樽 を 投げ 

て やる と、 小人た ち は 一せ いに 拍手し ました。 それに 

しても、 私の 身体の 上 を 勝手に 歩き まわって いる 大胆 

さ。 私の 身体 は 彼等から 見れば、 山 ほど も あるので す。 


それ を 平気で 歩き まわ つ ている のです。 

しばらく すると、 皇帝 陛下からの 勅使が、 十二 人ば 

かりのお 供 を つれて やって来ました。 私の 右足の 足首 

からの ぼって、 どん/ \ 顔の あたりまで やって来ます。 

その 書状 を ひろげた かとお もうと、 私の 眼の 前に 突き 

つけて、 何やら 読み上げました。 それから、 しきりに 

前方 を 指さし ました。 この 意味 は、 あとに なって わ 

かった のです が、 指さして いる 方向に、 小人 国の 都が 

あつたの です。 そこへ、 皇帝 陛下が、 私 を つれて 来る 

よう 言い つけられ たの だそう です。 

私 は、 どうか この 紐 を 解いて くださいと、 く、 られ 


ていない 片方の 手で、 いろくと 手 まね をして 見せ ま 

した。 すると 勅使 は、 それ はならぬ という ふうに、 頭 

を 左右に 振りました。 その代り、 食物 や 飲物に 不自由 

させぬ から 安心せ よ、 と 彼 は 手 まねで 答えました。 

勅使が 帰って ゆく と、 大勢の 小人た ちが、 私の そば 

にやって 来て、 顔と 両手に、 何 かひ どく 香りの い、、 

油の ような もの を 塗って くれました。 と 間もなく、 あ 

の 矢の 痛み は ケロリ となお りました。 

私 は 気分 もよ くな つたし、 お腹 も 一 ぱいだった ので、 

今度 は睡 くな りました。 そして 八 時間ば かり も 眠り 

つづけました。 これ も あとで 聞いて わかった のです が、 


私が 飲んだ、 あのお 酒に は 眠り薬が まぜて あつたので 

最初、 私が 上陸して、 草の 上に 何も 知らないで 眠つ 

ていたと き、 小人た ち は、 私 を 発見す ると、 大急ぎで 

皇帝に お知らせ しました。 そこで さっそく、 会議が 開 

かれ、 とにかく、 私 をし ばりつ けて おく こと、 食物と 

飲物 を 送って やる こと、 私 を 運搬す るた めに、 大きな 

機械 を 一 つ 用意す る こと、 こんな ことが 会議で 決まつ 

たらしい のです。 

で、 さっそく、 五 百 人の 大工と 技師に 言いつけて、 

この 国で 一 番 大きな 機械 を 持ち出す ことにな りました。 


それ は 長さ 七 フィ— ト、 幅 四 フィ— トの 木の 台で、 二 

十 一 一 箇の 車輪が ついています。 私が 眠り薬 のお かげで、 

ぐっすり 何も 知らないで 眠って いる 間に、 この 車が 私 

の 身体に ぴったり 横 づけに されて いました。 だが、 

眠って いる 私 を かつぎ 上げて、 この 事に 乗せる のは大 

へ んな ことだった らしい のです。 

まず 第一 に、 高さ 一 フ ー トの柱 を 八十 本立て、 それ 

から、 私の 身体 をぐ る/ \ま きにして いる 紐の 上に、 

丈夫な 綱 を かけました。 そして、 この 綱 を 柱に しかけ 

て ある 滑車で、 えんさ/ \ と 引き上げる のです。 九 百 

人の 男が 力 を そろえて、 とにかく 私 を 車台の 上に 吊し 


上げて 結びつけて しまいました。 すると、 千 五 百 頭の 

馬が、 その 車 を 引いて、 私 を 都の 方へ つれて 行き まし 

た。 もっとも、 これ は、 みんな あとから 人に 聞いて 知つ 

た 話な のです。 

車が 動きだしてから、 四時 間 もした 頃の ことです。 

何 か 故障の ため、 車 はしば らく 停まって いました が、 

そのと き、 二三の 物好きな 男た ちが、 私の 寝顔 は どん 

な もの か、 それ を 見る ために、 わざ/^ 車に よじのぼ つ 

て 来ました。 

はじめは、 そっと 顔の あたりまで 近づいて 来たので 

すが、 一人の 男が、 手に 持って いた 槍の 先 を、 私の 鼻 


の孔に グイと 突っ込んだ ものです。 こよりで、 つ、 か 

れ たような もので、 くすぐったくて たまりません。 思 

わず 知らず、 大きな くしゃみと 一 しょに 私 は 目が さめ 

ました。 

日が 暮れてから、 車 は 休む ことにな りました が、 私 

たいまつ 

の 両側に は、 それぐ 五 百 人の 番兵が、 弓矢 や 炬火 を 

か、 げて 取り囲み、 私が ちょっと でも 身動きしよう も 

のなら、 すぐ 取り 押えようと していました。 翌朝、 日 

が 上る と、 車 はまた 進み だしました。 そして 正午 頃、 

車 は 都の 近くに やって来ました。 皇帝 も、 大臣 も、 み 

んな 出迎えました。 皇帝が 私の 身体の 上に のぼって み 


たがる の を、 それ は 危険で ございます、 と 言って、 大 

臣 たち はとめて いました。 

ちょうど、 車が 停まった ところに、 この 国で 一番 大 

きい 神社が ありました。 こ、 は 前に、 何 か 不吉な こと 

があった ので、 今では 祭壇 も 取り除かれて、 中 はすつ 

かり 空つ ぼに なって いました。 この 建物の 中に、 この 

私 を 入れる ことにな つたので す。 北に 向いた 門の 高さ 

が 約 四 フィ— ト、 幅 は ニフィ ー ト ぐらい、 こ、 から、 

私 は 入り込む ことができます。 私の 左足 は、 錠前で と 

めら れ、 左側の 窓のと ころに、 鎖で つながれました。 

この 神社の 向 側に 見える 塔の 上から、 皇帝 は 臣下と 


一 しょに、 この 私 を 御 見物に なりました。 なんでも、 

その 日、 私 を 見物す るた めに、 十万 人 以上の 人出が あつ 

たという ことです。 それに、 番人が いても、 梯子 をつ 

たって、 この 私の 身体に のぼった 連中が、 一万 人 ぐら 

いはいました。 が、 これ は 間もなく 禁止され、 犯した 

もの は 死刑に される ことにな りました。 

もう 私が 逃げ出せない ことが わかった ので、 職人た 

ち は、 私の 身体に まきつい ている 紐 を 切って くれ まし 

た。 それで、 はじめて 私 は 立ち上って みたので すが、 

いや、 なんとも いえない 厭な 気持でした。 

ところで、 私が 立ち上って 歩き だした の を、 はじめ 


て 見る 人々 の 驚きと いったら、 これ また、 大 へんな も 

のでした。 足 をつな いでいる 鎖 は、 約 ニヤ ー ド ばかり 

あつたので、 半円 を 描いて 往復す る ことができました。 

立ち上って、 私 は あたり を 見 まわし ましたが、 実に 

面白い 景色でした。 附近の 土地 は 庭園が っゾ いている 

ようで、 垣 をめ ぐらした 畑 は 花壇 を 並べた ようです。 

その 畑の ところどころに、 森が まざって いますが、 一 

番 高い 木で まず 七 フィ— ト ぐらいです。 街 は 左手に 見 

えてい ましたが、 それ はちょう ど、 芝居の 町 そっくり 

でした。 

さきほどまで、 塔の 上から 私 を 見物して いた 皇帝が、 


今、 塔 をお りて、 こちらに 馬 を 進めて 来られました。 

が、 これ はもう 少しで 大 ごとになる ところでした。 と 

いうの は、 この 馬 はよ く 馴れた 馬でした が、 私 を 見て 

山が 動きだし たように、 びっくりした ものです から、 

たちまち 後足で 立ち上った のです。 しかし、 皇帝 は 馬 

の 達人だった ので、 鞍の 上に ぐっと 落ち着いて いられ 

る、 そこへ、 家来が 龃 けつけ て、 手綱 を 押える、 これ 

でまず、 無事にお リる ことができました。 

皇帝 は、 私 を 眺め まわし、 しきりに 感心され てい ま 

す。 が、 私の 鎖のと y くと ころへ は 近寄りません。 そ 

れ から、 料理人た ちに、 食物 を 運べと 言いつけられ ま 


す。 すると、 みんなが、 御馳走 を 盛った、 車の ような 

容れ もの を 押して 来て は、 私の そばに おいて くれます。 

容れ ものごと 手で つかんで、 私 は ぺロリ と 平げ てし 

まいます。 肉が 二十 車、 飲物が 十 車、 どれ もこれ も 平 

げて しまいました。 

皇后と 若い 皇子 皇女た ち は、 たくさんの 女官に 附き 

添われて、 少し 離れた 椅子のと ころに いました が、 皇 

帝の さきほどの 馬の 騒ぎのと き、 みんな 席 を 立って、 

皇帝のと ころに 集って 来ました。 こ、 で、 皇帝の 様子 

を、 ちょっと 述べて みましょう。 

皇帝の 身長 は、 宮廷の 誰よりも、 高かった のです。 


ちょうど、 私の 爪の 幅 ほど 高かった ようです。 が、 こ 

れ だけで も、 なかく 立派に 見えます。 男らしい 顔つ 

くちもと 

きで、 きりっとした 口許、 弓な りの 鼻、 頰は オリ ー ブ 

色、 動作 はもの 静かで、 態度に 威厳が あります。 年 は 

一 一十 八 年と 九 力 月と いう ことです。 

頭に は、 宝石 を ちりばめた 軽い 黄金の 兜 をいた、 V き、 

頂きに 羽根 飾りが ついてい ますが、 着物 は大 へん 質素 

でした。 手に は、 長さ 三 インチぐ らいの 剣 を 握って お 

られ ます。 その 柄と 鞘 は 黄金で 作られ、 ダイヤモンド 

がちり ばめ てあります。 

皇帝の 声 は キイく 声です が、 よく 開き とれます。 


女官た ち は、 みんな 綺麗な 服 を 着て います。 だから、 

みんなが 並んで 立って いると ころ は、 まるで、 金糸 銀 

糸の 剌繡の 衣 を 地面に ひろげた ようでした。 

皇帝 は 何度も 私に 話しかけられ ましたが、 残念な が 

ら、 どうもお 互に、 言葉が 通じません。 二 時間ば かり 

して、 皇帝 を はじめ 一同 は 帰って 行きました。 あとに 

残された 私に は、 ちゃんと 番人が ついて、 見張りして 

くれます。 つまり、 これ は 私 を 見に 押し かけて 来る や 

じ 馬の いたずら を 防ぐ ためです。 

やじ 馬 ども は、 勝手に 私の 近くまで 押しよ せ、 中に 

は、 私に 矢 を 射ようと する ものまで いました。 一度な 


ど、 その 矢が、 私の 左の 眼に あたる ところでした。 が、 

番人 はさつ そく、 その やじ 馬の 中の、 頭ら しい 六 人の 

男 をつ かまえて、 私に 引き渡して くれました。 番人の 

槍先で、 私の 近くまで、 その 六 人が 追い立てられて 来 

ると、 私 は 一度に 六 人 を 手で つかんで やりました。 

五 人 は 上衣の ポケットに ねじこみ、 あとの 一人に は、 

そら、 これから 食って やる ぞ、 というよ うな 顔つき を 

して 見せました。 すると、 その 男 は 私の 指の 中で、 

ヮ 1/^ 泣き わめきます。 

私が 指 を 口に もってゆ くと、 ほんと に 食われる ので 

はない かと、 番人 も 見物人 も、 みんな、 ハラく して 


いたよう です。 が、 間もなく、 私 はやさし い 顔つきに 

返リ、 その 男 を そっと 地面に 置いて、 放して やり まし 

た。 他の 五 人 も、 一人ず つ、 ポケットから 引っ張り出 

して、 許して やりました。 すると 番人 も 見物人 も、 ほつ 

として、 私の した ことに 感謝して いる 様子でした。 

夜になる と、 見物人 も 帰る ので、 ようやく 私 は 家の 

中に もぐりこみ、 地べたで 寝る のでした。 二週間ば か 

リは、 毎晚 地べたで 寝た ものです。 が、 そのうちに 皇 

帝が、 私の ために ベッド を こしらえて やれ、 と言われ 

ました。 普通の 大きさの ベッドが 六 百、 車に 積んで 運 

ばれ、 私の 家の 中で、 それ を 組み立てました。 


私の 噂 は 国中に ひろまって しまいました。 お金 持で、 

暇の ある、 物好きな 連中が、 毎日、 雲の ように 押し か 

けて 来ます。 

そのために、 村々 は ほとんど 空つ ぼに なり、 畑の 仕 

事 も 家の 仕事 も、 すっかりお 留守に なりそう でした。 

で、 皇帝から 命令が 出ました。 見物が すんだ 人 はさつ 


さと 帰れ、 無断で 私の 家の 五十 ャ— ド 以内に 近よ つて 

はいけ ない、 と、 こんな ことが 決められました。 

ところで、 皇帝 は 何度も 会議 を 開いて、 一たい、 こ 

れ はどうし たらい、 のかと、 相談され たそうです。 聞 

くと ころに よると、 朝廷で も、 私の 取り扱いに は、 だ 

いぶ 困って いたよう です。 あんな 男 を 自由の 身に して 

やる の も 心配で したが、 なにしろ、 私の 食事が とても 

大 へんな もので したから、 これで は 国中が 飢饉になる 

かもしれ ない、 というの です。 

いっその こと、 何も 食べさせないで、 餓死させる か、 

それとも、 毒矢で 殺して しまう 方が よかろう、 と言う 


もの も ありました。 

だが、 あの 男に 死なれる と、 山の ような 死体から 発 

する 臭が たまらない、 その 悪い 臭 は、 国中に 伝染病 を 

ひろげる ことになるだろう、 と 説く もの も ありました _ 

ちょうど、 この 会議の 最中に、 私が あの 六 人の やじ 

馬 を 許して やった ことが 伝えられました。 すると、 皇 

帝 も 大臣 も、 私の 行いに、 すっかり 感心して しまい ま 

した。 

さっそく、 皇帝 は、 勅命で、 私の ために、 村々 から 

毎朝 牛 六 頭、 羊 四十 頭、 そのほか パン、 葡萄酒な ど を 

供出す るよう、 命令され ました。 


それから、 六 百 人の ものが、 私の 御用 係に され、 私 

の 家の 両側に テント を 張つ て 寝と まリ する ことにな り 

ました。 それから 私の 服 を 作って くれる ために、 三百 

人の 仕立屋 が、 やとわれました。 

それから、 宮廷で 一番え らい 学者が 六 人、 この 国の 

言葉 を 私に 教えて くれる ことにな りました。 私 は 三 週 

間 ぐら いで、 小人 国の 言葉が しゃべれる ようになり ま 

した。 

皇帝 もときぐ 私のと ころへ 訪ねて 来られました。 

私 は 皇帝に ひざまずいて、 

「どうか、 私 を 自由な 身に してく ださい ご 


と 何度もお 願いし ました。 

すると 皇帝 は、 

「もうしば らく 待て ご 

と言われる のでした。 

「自由な 身に しても らうに は、 お前 はまず、 この 国と 

皇帝に 誓い をし なければ いけない。 それから、 お前 は 

いずれ 身体 検査 をされ るが、 それ も 悪く 思わない でく 

れ。 たぶん、 お前 は 何 か 武器な ど 持って いる こと だろ 

うが、 お前の その 大きな 身体で 使う 武器なら、 よほど 

危険な ものに ちがいな いご 

私 は 皇帝に 申し上げました。 


「どうか、 いくらでも 調べて ください。 なんなら、 す 

ぐお 目の前で 裸になって 御覧に も いれましょう し、 ポ 

ケット を 裏返して お 目に かけます から ご 

これ は 半分 は 言葉、 半分 は 手 まねで やって 見せ まし 

た。 すると 皇帝 は、 

「では、 二人の 士官に 命じて 身体 検査 を やらせる が、 

これ は 臣下の 生命 をお 前の 手に ゆだねる の だから、 な 

にぶん、 よろしく 頼む。 それから、 たとえ どんな 品物 

を 取り上げても、 お前が この 国 を 去る ときには、 必ず 

返して やる。 でなかったら、 い、 値段で 買い取って 

やっても い、 ご 


と言われました。 

さて、 二人の 士官が 身体 検査に やって来 ると、 私 は 

二人 をつ まみ あげて、 まず 上衣の ポケットに 入れて や 

り、 それから、 順次に ほかの ポケットに 案内して やり 

まし だ。 が、 どうしても、 見せたくない もの を 入れて 

いた ポケット だけ は、 見せなかった のです。 

二人の 男 は、 ペンと インクと 紙 を 持って、 見た もの 

を、 一 つ/ \ くわしく 書きと め、 皇帝の 御覧に いれる 

ために、 目録 を 作りました。 私 も あとに なって、 その 

目録 を 見せても らい ましたが、 それ は、 ざっと 次の 通 

りでした。 


「まず、 この 大きな 人間 山の 上衣の 右 ポケット をよ く 

検査した ところ、 た V 一枚の 大きな 布 を 発見し ました。 

大きさ は、 宮中の 大広間の 敷物く らいあります。 

次に 左 ポケットから は 銀の 蓋の ついた 大きな 箱の よ 

うな ものが 出て きました が、 二人に は 持ち上げる こと 

がで きませんでした。 私 ども は それ を 開けさせ、 一 人 

が 中に 入って みます と、 塵の ような ものが 一 ぱいつ 

まっていました。 その 塵が 私 どもの 顔のと ころまで 舞 

い 上った ときには、 二人とも 同時に 何度もく しゃみが 

出ました。 


次に、 チョッキの 右 ポケットから 出て きた もの は、 

人間 三人 分ぐ らいの 白い 薄い 物が、 針金で 幾 枚 も 重ね 

て 締めつ けて あり、 それに は、 いろんな 形が 黒く つい 

ていました。 これ はた ぶん 書物 だろうと 思います。 一 

字の 大きさ は、 私 どもの 手の 半分 ほど もあります。 

次に、 チョッキの 左 ポケットに は、 一種の 機械が あ 

りました。 宮殿 前の 柵に 似た 長い 二十 本ば かりの 棒が、 

その 背中から 出て いるので す。 これ は 人間 山が 頭の 髪 

をと く 道具と 思 え ま す。 

ズボンの ポケットから は、 長さ 人間 ほど も ある、 鉄 

の 筒が ありました。 これ は 何に 使う のか わかりません。 


右の 内側の ポケットから は、 一 すじの 銀の 鎖が 下がり、 

その 下の 方に は 一 つの 不思議な 機械が ついていました。 

私 ども は、 その 鎖に ついて いるもの を 引き出して みよ、 

と 言いました。 これ は 半分 は 銀で、 半分 は 透明な もの 

で 出来て います。 彼 はこの 機械 を、 私 どもの 耳の 傍 

へ 持って来ました。 すると、 水車の ように 絶えず 音が 

している のです。 これ は 不思議な 動物 か、 小さな 神様 

らしく 思えます。 人間 山の 説明で は、 彼 は 何 をす るに 

も、 いち/ \、 この 機械と 相談 するとい うこと です。 

次に、 彼 は 左の 内ポケットから、 漁夫の 使うよう な 

網 を 取り出しました。 これ は 財布 だそう です。 中には 


重い 黄色い 金属が いくつか 入って いました。 これが ほ 

ん との 金 だと すれば、 大した ものに ちがいありません。 

このよう にして、 私 ども は 陛下の 命令 どおり、 熱心 

に 彼の 持ち物 を 調べて みました が、 最後に、 彼の 腰の 

まわりに、 一 つの 帯が あるの を 見つけました。 それ は 

何 か 大きな 動物の 革で こしらえ たもので、 その 左の 方 

から は、 人間 五 人 分の 長さの 剣が 下って おりました。 

右の 方から は、 袋が 下って おりました。 

私 ども は 人間 山の 身体から 発見した もの を、 このよ 

うに、 書きと めて おきます。 人間 山 は、 陛下 を 尊敬し 

て、 礼 議 正しく、 私 ども を 待遇して くれました ご 


この 目録 は 皇帝の 前で 読み あげられました。 

皇帝 は、 ていねいな 言葉で、 その 目録に 書いて ある 

品物 を、 私に 出せと 言われました。 まず 短刀 を 出せと 

言われた ので、 私 は 鞘 ごと それ を 取り出しました。 こ 

のとき、 皇帝 は 三千の 兵士で 私 を 遠くから 取り囲み、 

いざと い えば、 弓矢で 射る よう に 用意 さ れ ていたので 

した。 が、 私の 目 は 皇帝の 方 だけ 見て いたので、 それ 

に は 少しも 気がつきませんでした。 

「その 短刀 を 抜いて みよ ご 

と 皇帝 は 言われました。 刀 は 潮水で 少し 鯖び てはい 


ましたが、 まだよ く 光ります。 スラリ と 抜き放つ と、 

兵士 ども は、 ぁッと 叫んで、 みんな 驚き 恐れました。 

振りかざして みせたら、 太陽の 反射で、 刀が ピ 力く 

光り、 兵士 は みんな 目が くらんで しまった のです。 が、 

皇帝 は それほど 驚かれませんでした。 それ をもう 一 度、 

鞘に おさめて、 鎖の 端から 六フィ ー ト ほどの 地上に、 

なるたけ 静かに 置け、 と 私に 命令され ました。 

次に 皇帝 は、 鉄の 筒 を 見せよ と言われました。 鉄の 

筒と いうの は、 私の ピストルの ことです。 私 は それ を 

取り出して、 その 使い方 を 説明し ました。 その ピスト 

ルに 火薬 を 詰めて、 


「今から 使って 見せます が、 どうか 驚かないで くださ 

いご 

と 皇帝に 注意して おいて、 ドンと 一発、 空に 向って 

打ちました。 

今度の 驚き は、 短刀 どころ の 騒ぎではありません。 

何百 人の 人間が 打ち殺され たように、 ひっくりかえり 

ました。 皇帝 はさす がに 倒れなかった もの、、 眼をパ 

チ/^ されて います。 私 は 短刀と 同じように、 この ピ 

スト ルを 引き渡しました。 それから、 火薬と 弾丸の 

入った 革袋 も 渡しました。 そして、 

「この 火薬 は 火花が 一 つ 飛んでも、 宮殿 も 何もかも 吹 


き 飛ばして しまい ますから、 どうか 火に 近づけないで 

ください ご 

と 注意して おきました。 

それから、 懐中時計 を 渡しました。 皇帝 はこの 時計 

を 非常に 珍しがり、 一番 背の 高い 二人の 兵士に、 それ 

を 棒に かけて、 かつがせました。 絶えず 時計が チ クタ 

ク 音を立て るのと、 時計の 長針が 動いて いるの を 見て、 

皇帝 は大 へん 驚きました。 この 国の 人た ち は、 私たち 

より 目が ぃゝ ので、 分針の 動いて いるのまで 見分けが 

つくので す。 一たい これ は 何だろう、 と 皇帝 は 学者た 

ちに お尋ねに なり ましたが、 学者た ちの 答え はま 


ちくで、 とんでもない 見当違い も ありました。 

くし  かぎ 

次に 私 は 銀貨と 銅貨 を 取り出し、 それから 櫛 ゃ嗅タ 

バコ 入れ、 ハンカチ、 旅行 案内な ど を、 みんな 渡し ま 

した。 短刀と ピストルと 革袋 は 荷車に 積んで、 皇帝の 

倉へ 運ばれ ましたが、 そのほかの 品物 は 私に 返して く 

れ ました。 私 は 身体 検査のと き、 見せなかった ポケッ 

ト があります。 その 中には 眼鏡が 一 つ、 望遠鏡が 一 つ、 

そのほか 二三の 品物が 入って いました。 これ は 失く さ 

れ たり 壊される と大 へんだ から、 わざ/ \ 見せなくて 

もよ かろうと 思 つ た のです。 


3 いろ/ \ な 曲芸 

私の 性質が おとなし いという ことが、 みんなに 知れ 

わたり、 皇帝 も 宮廷 も 軍隊 も 国民 も、 みんなが、 私 を 

信用して くれる ようになりました。 で、 私 は 近いう ち 

に 自由の 身に して もらえる のだろう、 と 思うよう にな 

リ ました。 私 は できるだけ、 みんなから 良く 思われる 

ように 努めました。 

人々 はもう 私 を 見で も、 だん/ がら なくなり ま 


した。 私 は 寝ころん だま、、 手の 上で 五六 人の 人間 を 

踊らせたり しました。 ときには、 子供た ちが やって来 

て、 私の 髪の毛の 間で、 かくれんぼう をして 遊ぶ こと 

もあります。 もう 私 は 彼等の 言葉 を 聞いたり、 話した 

りする ことに 馴れて いました。 

ある 日、 皇帝 は、 この 国の 見世物 を やって 見せて、 

私 を 喜ばして くれました。 それ は 実際、 素晴 しい 見 世 

物でした。 なかで も 面白かった の は、 綱渡りです。 こ 

れは 地面から 二 フィ— ト 十二 インチば かりに、 細い 白 

糸 を 張って、 その上で やります。 

この 曲芸 は、 宮廷の 高い 地位に つきたい と 望んで い 


る 人た ちが、 出て 演じる のでした。 選手た ち は 子供の 

ときから、 この 芸を 仕込まれる のです。 仮に、 宮廷の 

高官が 死んで、 その 椅子が 一 つ 空いた とします。 する 

と、 五六 人の 候補者が、 綱渡り をして 皇帝に 御覧に い 

れ ます。 中で 一番 高く 跳び 上って 落ちない 者が、 その 

空いた 椅子に 腰かけさせて もらえる のです。 

ときには 大臣た ちが、 この 曲芸 をして、 こんなに 高 

く 跳べます よと、 皇帝に 御覧に いれる こと もあります- 

大蔵大臣の フリム ナップな ど、 実に あざやかで、 高く 

跳び 上ります。 私 は 彼が 細い糸の 上に 皿 を 置いて、 そ 

の 上で とんぼ 返り をす ると ころ を 見ました。 


だが、 この 曲芸で はとき ぐ、 死人 や 怪我人 を 出す 

ことがあります。 私 も 選手が 手足 をく じいた の を 一 ニニ 

回 見ました。 中で も、 一番 あぶな いのは、 大臣た ちの 

曲芸です。 それ はお 互に 仲間の 者に 負けまい として、 

あんま リ 気張って やる ので、 よく 綱から 落っこちます。 

大蔵大臣の フリム ナップで さえ、 一度なん か、 も 少し 

で 頭の 骨 を 折る ところで したが、 下に 国王の クッシ ョ 

ン があった ので、 助かった という ことです。 

それから、 もう 一 つ、 ほかの 見世物が あります。 こ 

れは 皇帝と 皇后と 総理大臣の 前 だけで、 やらされる 特 

別の 余興な のです。 皇帝 はテ— ブルの 上に、 長さ 六ィ 


ンチの 細い 絹糸 を 三本 置きます。 一 つ は 青、 一 つ は 赤、 

もう 一 つ は 緑の 糸です。 皇帝 は、 特に 取り立て、 目 を 

かけて やろうと する 人た ちに、 この 賞品 を やる のです。 

まず 宮廷の 大広間で、 候補者た ち は、 皇帝から いろ 

んな 試験 をされ ます。 皇帝が 手に 一本の 棒 を 構えて い 

ると、 候補者た ちが 一 人ず つ 進んで 来ます。 棒の 指図 

にしたがって、 人々 は、 その上 を 跳び 越えたり、 潜つ 

たリ、 前へ 行ったり 後へ 行ったり、 そんな こと を 何度 

も 繰り返す のです。 

この 芸を 一 番 うまく 熱心に やった 者に、 優等賞と し 

て、 青色の 糸が 授けられます。 二等賞 は 赤 糸で、 緑が 


三等賞です。 もらった 糸 は、 みんな 腰の まわりに 巻い 

て 飾ります。 ですから、 宮廷の 大 官は大 がい、 この 帯 

をして います。 

軍隊の 馬 も 皇室の 馬 も、 毎日、 私の 前 を 引き まわさ 

れ たので、 もう 私 を 怖がら なくなり、 平気で 私の 足 許 

まで やって来る ようにな りました。 私が 地面に 手 を 差 

おど 

し 出す と、 乗手が 馬 を 躍らして ヒラリ と 跳び 越えます。 

大きな 馬に 打ち 乗って、 私の 片足 を 靴 ごと 跳び 越える 

の もい ます。 これ は 実に 見事な ものでした。 

ある 日、 私 は 非常に 面白い 余興 をして 見せて、 皇帝 

に ひどく 喜ばれました。 まず 私 は、 皇帝に、 長さ 二 


フィ ー ト、 太 さ 普通の 杖 ほどの 棒 を 取り寄せ ていたく 

きたい、 と 願い出ました。 すると 皇帝 は、 すぐ 山林 官 

に 命じられ たので、 翌朝、 六 人の 樵 夫が 六 台の 荷車 を、 

それぐ、 八 頭の 馬に 引かせて やって来ました。 

私 は 九 本の 棒 を 取って、 二 フィ— ト 半の 正方形が で 

きる ように、 地面に 打ち込みました。 それから 四 本の 

棒 を、 二 本ず つ 平行に 並べて、 地面から 二 フィ— トば 

かりのと ころで、 四隅 を 結びつけました。 そして 今度 

は、 ハンカチ を 九 本の 棒に しばりつけ、 これ を 太鼓の 

皮の ように、 ピンと 張りました。 すると 横に 渡した 四 

本の 棒 は、 ハンカチより 五 インチば かリ 高くな つたの 


で、 これ はちょう ど、 欄干の 代りにな りました。 これ 

だけ 用意が 出来た ので、 私 は 皇帝に 申し上げました。 

「騎兵の 馬 二十 四騎 を、 この 野原の 上で ひとつ 走らせ 

てお 目に かけましょう ご 

皇帝 はこの 申し出に すぐ 賛成され ました。 

私 は、 武装した 乗馬 兵 を 馬と 一 しょに、 一人々々 つ 

まみ 上げて、 ハンカチの 上に 置き、 それから 指揮官た 

ち も、 その上に 乗せました。 整列が 終る と、 彼等 は 敵 

味方に 分れ、 模擬戦 を やり はじめました。 

矢 を 射 かける やら、 剣を抜いて 追つ かけっこ する や 

ら、 進んだり 退いたり、 こんな 見事な 訓練 は、 私 もま 


だ 見た ことがありません。 横棒が 渡して あるので、 馬 

も 人 も、 舞台から 落っこちる 心配はありません。 

皇帝 は、 これが すっかりお 気に 召した ので、 何日 

も/^ この 余興 を やって 見せよ と 仰せになります。 一 

度な ど は、 御自身で ハンカチの 上に お上りに なって、 

しま 

号令 をお かけに なりました。 とう/^ 終い に は、 厭が 

る 皇后 を 無理に すかして、 椅子の ま、 私に 持ち上げさ 

せました。 私 は 訓練の 有様が よく 見える ように、 舞台 

からニ^ -— ド ばかりの ところに、 皇后の 椅子 を 持ち 上 

げたので す。 

幸いに も、 この 余興の 間、 故障 は 一 つも 出なかった 


のです。 もっとも、 た V 一度 だけ、 こんな ことがあ リ 

ました。 ある 隊長の 乗って いた あばれ 馬が、 あがき ま 

ひづめ 

わって、 蹄で ハンカチに 穴 を あけ、 足 を すべらし、 乗 

手 もろとも 転んだ のです。 すぐ 私 は 助け 起し、 片手で 

その 穴 をふさぎ、 片手で 一 人ず つ、 兵隊 をお ろし まし 

た。 転んだ 馬 は、 左 肩の 筋 をた がえ ましたが、 乗手の 

つくろ 

方 は 無事でした。 ハンカチの 穴 はよ く 繕い ましたが、 

私 はもう あぶない ので、 こんな 危険な 余興 はしない こ 

とに しました。 

私が 自由の 身に して もらえる 一 一 三日 前の ことでした _ 

宮廷の 人た ち を 集めて、 ハンカチの 余興 をして いると 


ころへ、 にわかに 一人の 使が 到着し ました。 

なんでも、 数人の 者が 馬で、 いっか 私が つかまった 

場所 を 通り か、 ると、 一 つの 大きな 黒い ものが 落ちて 

いるの を 見つけました。 非常に 奇妙な 形の もので、 縁 

が 円く ひろがって います。 その 広さ は、 陛下の 寝室ぐ 

らい あり、 真中のと ころ は、 人の 背 ほど 高くな つてい 

ます。 はじめ、 みんな は、 これ は 生き もの だろうと 思つ 

て、 何度も その まわり を 歩いて みました が、 草の 上に 

じっとし たき リ 動かない のです。 そこで、 お 互に 肩 を 

踏 台に して、 頂上に のぼって みると、 上 は 平べ つたく 

なって います。 足で 踏んで みると、 内 厠 は 空つ ぼ だと 


いう ことが わかりました。 そこで、 みんな は、 これ は 

どうも 人間 山の 物ら しいと 考えました。 

「馬 五頭 あれば それ を 運んで まいります ご 

と 使者 は 皇帝に 申し上げました。 

私に はすぐ、 は、 あ、 そうか、 とわ かりました。 そ 

して、 これ はい、 知らせ を 聞いた と 喜びました。 よく 

考えて みると、 ボ —  ！ ^を 漕いで いると きに、 私 は 紐で 

帽子 をし つかり 頭に 結びつけて いました。 それから、 

泳いで いると きも、 それ は 絶えず 頭に かむ つてい まし 

た。 ところが、 難船 後 はじめて 陸に たどりついた とき 

に は、 なにしろ 私 は ひどく 疲れて いたので、 何 かの 拍 


子に、 紐が 切れて 落っこち たの も 知らなかった のです。 

帽子 は 海で 失く した ものとば かリ 思って いました。 

私 は 皇帝に、 それ は 帽子と いう もの だとい うこと を、 

よく 説明して、 どうか さっそく それ を 取り寄せ てくだ 

さい、 とお 願いし ました。 すると 翌日、 馬車 引が それ 

をと y けて くれました。 帽子 はかなり、 ひどい こと を 

されて いました。 縁から 一 インチ 半ば かりのと ころに、 

かぎ 

穴 を 二つ あけ、 これに 鈎が 二つ 引っかけ てあります。 

その 鈎 を 長い 綱で 馬車に く、 リ、 こんな ふうに して 一 

マイル 半 以上 も 引きずって 来たので す。 た、 V、 この 国 

は 地面が 非常に 平な ので、 帽子の 傷 も それほど ではな 


かった のです。 

それから 二日た つと、 皇帝 は、 首府の 軍隊に 出動 を 

命じて、 また 途方もない 遊び を 思いつかれました。 私 

コ 口 ッサス 

に は できるだけ、 大股 を ひろげて、 巨人 像の ように 立 つ 

ていよ、 と 仰せられます。 それから 今度 は、 将軍 (こ 

の 人 は 何度も 戦場に 出た ことの ある 老将 軍で、 私の 恩 

人で もあります) に 命じて、 あの 股の 下 を 軍隊に 行進 

させて みよ、 と 仰せになる のでした。 

歩兵が 二十 四 列、 騎兵が 十六 列に 並び、 太鼓 を 鳴ら 

し、 旗 を ひるがえし、 槍 を 横たえ、 歩兵 三千、 騎兵 一 

千、 見事に 私の 股の 下 を 行進し ました。 


陛下 は 各 兵士に 向って、 行進 中 は 私に よく 礼儀 を 守 

る こと、 背けば 死刑に すると 申し渡されて いました。 

しかし、 それでも 若い 士官な どが、 私の 股の 下 を 通る 

とき、 ちょっと 眼 を あげて 上 を 見る の は 仕方が ありま 

せん。 私の ズボン は、 もう ひどく 綻びて いたので、 下 

から 見上げる と、 さぞ、 びっくりした ことでしょう。 

私 は 何回と なく 皇帝に 書面 を 送って、 「自由な 身に 

してく ださい ごとお 願いして いました が、 ついに 皇帝 

もこの 問題 を 大臣と 相談され、 議会の 意見 もお 求めに 

なりました。 議会で は 誰も 反対す る 者はなかった ので 

すが、 た y 一  人、 スカイ リツ シュ ，ボ ルゴ ラム だけが 


反対し ました。 ボ ルゴ ラム は、 何 か 私 を怨ん でい るら 

しく、 どうしても 絶対 反対 だ、 と 言い張りました。 し 

かし、 議会 は 私 を 自由にす る ことに 決め、 ついに 皇帝 

の 許可 も 出ました。 

この ボル ゴ ラムと いう 男 は、 この 国の 海軍 提督で、 

皇帝から も あつく 信任され てお リ、 海軍の ことに かけ 

て は、 なかく 専門家な のです が、 どうも 気 むずかし 

屋で、 苦虫 をつ ぶした ような 顔 をして います。 

けれども、 とう/^、 この 人 もみん なに 説き ふせら 

れて、 承知し ました。 それでも、 私 を 自由にす るに は、 

私に いろんな こと を 誓わせなければ ならない のです が、 


その 条件 は 俺が 書く の だ、 と、 あくまで 押しと おしま 

した。 その 誓約書 を 私のと ころへ 持って来 たの も、 こ 

の スカイ リツ シュ • ボ ルゴ ラムでした。 二人の 次官と 

数人の 名士 を つれて やって来 ましたが、 誓約書 を 読み 

あげる と、 私に、 いち/^ その実 行 を 誓え、 と 言い ま 

まず はじめに 私の 国の やり方に よって 誓い、 次に こ 

の 国の やり方で 誓わされ たのです が、 それ は 右の 足 先 

を 左手で 持ち、 右手の 中指 を 頭の 上に、 拇指 を 右の 

みみたぶ 

耳朶に おくのでした。 そのと きの 誓約書と いうの は、 

次の ような ものです。 


「この 宇宙の 歓喜 恐怖に も あたる、 リリ パット 国大 皇 

帝、 ゴル バスト—  • モマ レン • エブ レイム • ガ ー ディ 

ロウ • シ エフ イン • ムリ • ギュ— 皇帝、 領土 は 地球の 

端から 端まで 五 千 ブラ スト ラグに わたり、 帝王 中の 帝 

王と して、 人の子より 背が 高く、 足 は 地軸に と y き、 

頭 は 天 を 突き、 一度 首 を 振れば 草木 もな びき、 その 徳 

は 春、 夏、 秋、 冬に 通じる。 こ、 にこの 大 皇帝 は、 こ 

の 頃、 わが 神聖なる 領土に 到着した 人間 山に 対し、 次 

の 条項 を 示し、 厳粛に 誓わせ、 その実 行 を 求める もの 

である。 


第一 人間 山 は 朕の 許可 状な しに、 この 国土 を 離れ 

る こと はでき ない。 

第二 人間 山 は 朕が 特に 許した 場合でなくて は、 勝 

手に 首都に 入る こと はでき ない。 首都に 入る とき は、 

巿民は 二 時間 前に、 家の 中に 引っ込んで いるよう に 注 

意され る ことにな つてい る。 

第三 人間 山の 歩いても ぃゝ 場所 は 主要国 道 だけに 

限られて いる。 牧場 や 畠 地 を 歩いたり、 そこで 寝ころ 

んだ りする こと は 許されない。 

第 四 人間 山が 主要国 道 を 歩く 際に は、 朕の 良民、 


馬、 車な ど を 踏みつけ ないよう、 よく 注意す る こと。 

また 良民の 承知な しに 矢 鳕に人 をつ まみ あげて 掌に 乗 

せる こと はでき ない。 

第五 急用の 使が 要る 際に は、 毎月 一回、 その 伝令 

と 馬 を 人間 山の ポケットに 入れて 運ぶ こと。 また 場合 

によって は、 さらに これ を 宮廷に 送り返さ ねばならな 

ヽ o 

レ 

第 六 人間 山 は 朕の 同盟 者と なり、 ブ レフスキ ュ島 

の 敵 を 攻め、 朕の 国 をね らう 敵艦隊 を 打ち滅ぼす こと 

に 努力し なければ ならない。 

ひま 

第 七 人間 山 は 閑の ときには、 朕の 労役 者の 手 助 を 


して、 公園 その他 帝室 用 建物の 外壁に 大きな 石 を 運搬 

する の を 手伝わねば ならぬ。 

第 八 人間 山 は 二 力 月 以内に、 海岸 を 一 周して 歩き、 

その 距離 を はかり、 朕の 領土の 地図 を 作って 出す こと。 

第 九 これまで 述べた 条項 をよ く 謹んで 守るならば、 

人間 山 は 毎日、 朕の 良民 千 七 百 二十 四 人 分の 食料と 飲 

料 を 与えられ、 自由に 朕の 近くに 侍る こと を 許され、 

その他、 いろいろ 優遇され るであろう。 

ベル フ ァボ ラック 皇宮に て 

聖代 第 九十 一月 十二 日」 


私 は 大喜びで 満足し、 誓いの サイン をし ました。 

た、 V、 この 条項の 中には、 提督 ボル ゴ ラムが 悪意で 押 

しっけた もの も あり、 あまり 有り難くな いもの も あり 

ましたが、 それ はどう も 仕方のない ことでした。 

すぐに 私の 鎖 は 解かれました。 私 は 全く 自由の 身に 

なった のです。 この 儀式に は、 皇帝 も わざく 出席 さ 

れ ました。 私 は 陛下の 足 許に ひれふして 感謝し ました。 

すると 皇帝 は 私に、 「立て」 と 仰せに なり、 それから、 

たまわ 

いろくと 有り難い 言葉 を 賜りました。 国家 有用の 

人物と なり、 陛下の 恩に そむかない ようにして もらい 


たいとい うお 言葉でした。 


4 宮殿 見物 


鎖 を 解かれた ので、 私 は、 この 国の 首府 ミ レン ドウ 

を 見物 させて いた、 V けないで しょうか、 と 皇帝に お 願 

いしました。 皇帝 はすぐ 承知され ました。 た >、 住民 

や 家屋 を 傷つけ ないよう、 注意せ よ、 と言われました。 

私が 首都 を 訪問す る こと は、 前もって、 巿 民に 知ら 


されて いました。 街 を 囲んで いる 城壁 は、 高さ 二 

フィ— ト半、 幅は少 くと も 十一 インチあります から、 

その上 を 馬車で 走っても 安全です。 城壁に は 十フィ ー 

ト おきに、 丈夫な 塔が 築いて あります。 

西の 大門 を、 一 またぎで 越える と、 私 は そろつ と 横 

向きに なって、 静かに 歩き だしました。 上衣の 裾が、 

人家の 屋根 や 軒に あたる といけ ない ので、 それ は 脱い 

で、 手に か、 え、 チョッキ 一 つに なって、 歩いて 行き 

ます。 巿民は 危険 だから 外に 出て いて はいけ ない、 と 

いう 命令 は 前から 出て いたので すが、 それでも、 まだ 

街 中 をう ろ/ \ している 人 もい ます。 踏みつ ぶしで も 


すると 大 へんです から、 私 はとても 気 をく ばって 歩き 

ました。 

屋根の 上から も、 家々 の 窓から も、 見物人の 顔が 一 

ぱ いの ぞいて います。 私 もずい ぶん 旅行 はし ましたが、 

こんなに 大勢、 人の 集って いると ころ は 見た ことがあ 

りません。 巿街は 正方形の 形に なって いて、 城壁の 四 

辺 は それん \ 五 百フィ ー ト です。 全巿を 四つに 分けて 

いる、 十文字の 大通りの 幅 は 五フィ ー ト。 私 は 小路 や 

横町に は、 入れない ので、 た、 V 上から 見て 歩きました。 

街の 人口 は 五十 万。 人家 は 四 階 建から 六 階 建まで あり、 

商店 ゃ巿 場に は、 ながく、 いろんな 品物が あります。 


皇帝の 宮殿 は、 街の 中央の、 二つの 大通りが 交叉す 

ると ころに あります。 高さ ニフィ J ^の 壁で 囲まれ、 

他の 建物から、 二十 フィ ー ト 離れて います。 私 は 皇帝 

のお 許し を 得て、 この 壁 を またいで 越えました。 壁と 

宮殿との 間に は、 広い 場所が ぁリ ますから、 私 は そこ 

で、 あたり をよ く 見 まわす ことができました。 外苑 は 

方 四十 フィ— ト、 そのほかに 二つの 内苑が あります。 

一 番 奥の 庭に 御座所が あるので す。 

私 は そこへ 行って みたくて たまらなかった のです が、 

どうも これ は 無理でした。 なにぶん、 広場から 広場へ 

通じる 大門と いうの が、 たった 十八 インチの 高さ、 幅 


はわず かに 七 インチです。 それに、 外苑の 建物と いう 

の は、 みな 高さ 五 フィ— ト 以上で、 壁 は 厚さ 四 インチ 

も あり、 丈夫な 石で 出来て いますが、 それ を 私が また 

いで 行ったら、 建物が こわれて しまいそう なのです。 

ところが、 皇帝の 方で はしき りに、 御殿の 美し さ を 

見せて やろう、 と 仰せになります。 その 日 は 御殿 を 見 

るの は、 あきらめて 帰り ましたが、 ふと、 私 はい、 こ 

と を 思い つきました。 

翌日、 私は巿街から百^ -— ド ばか リ 離れた ところの 

林に 行って、 一番 高そう な 木 を、 五六 本、 小刀で 切り 

倒しました。 それで、 高さ 三 フィ— トの踏 台 を 二つ、 


私が 乗っても、 グラ つかない ような、 丈夫な 踏 台 を 作 

リ ました。 

これが 出来 上る と、 私 はまた 巿街 見物 を 皇帝に お 願 

いしました。 巿 民に は、 また 家の 中に 引っ込んで いる 

よう、 お 達しが 出ます。 

そこで、 私 は 二つの 踏 台 を か、 えて、 巿街を 通って 

行きました。 外苑の ほとりに 来る と、 私 は 一 つの 踏 台 

の 上に 立ち上り、 もう 一 つの 踏 台 は 手に 持ちました。 

そして、 手の 方の 踏 台 を 屋根 越しに 高く 持ち上げ、 第 

一 の 内苑と 第二の 内苑の 間にある、 幅 八フィ ー トの空 

地へ、 そっとお ろしました。 


こんな ふうに して、 私 は 建物 を またいで、 一方の 踏 

台から、 もう 一方の 踏 台へ、 乗り移って 行く ことが で 

きました。 乗り捨てた 方の 踏 台 は、 棒の 先につ けた 鈎 

で、 釣り 寄せて、 拾い上げる のです。 こういう こと を 

繰り返して、 私 は 一番 奥の 内庭まで 来ました。 そこで、 

私 は 横向きに 寝ころんで、 二三 階の 窓に、 顔 を あて、 

みました。 窓 はわ ざと 開け放しに されて いました が、 

その 室内の 立派な こと、 どの 部屋 も、 目が さめる ばか 

リの 美し さです。 

皇后 も 皇子た ち も、 従者た ちと 一 しょに、 それ，^、 

部屋に 坐って おられます。 皇后 は、 私 を 御覧に なると、 


やさしく 笑顔 を 向けられ、 わざく 窓から、 手 をお 出 

しになります。 私 は その 手 をう や/^ しくいた、 V いて 

キスし ました。 

私が 自由な 身に なつてから、 二週間ぐ らいた つた 頃 

のこと でした。 ある 朝、 宫 内大臣の レルド レザル が 

ひょっこり、 一人の 従者 を つれて、 私 を 訪ねて 来 まし 

た。 乗って 来た 馬車 は、 遠くへ 待た してお き、 彼 は、 

「 一 時間ば かりお 話が したいので すご 

と 私に 面会 を 申し込みました。 

私が しきりに 皇帝へ 嘆願書 を 出して いた 頃、 彼に は 

いろく 世話になった のです。 で、 私 はすぐ 彼の 申込 


み を 承知し ました。 

「なんなら 私 は 横にな りましょう か。 そうすれば、 あ 

なた の 口 は、 この 耳許に と くいて、 お 互に 話しい、 で 

しょう。」 

「いや、 それよりか、 あなたの 掌の 上に 乗せて くださ 

い。 その上で、 私 は 話します から ご 

私が 彼 を 掌に 乗せて やる と、 彼 はまず、 私が 釈放 さ 

れ たことの お祝い を 述べました。 

「あなた を 自由の 身に する について は、 私 も だいぶ 骨 

折った のです。 だが、 それ も 現在、 宮廷に いろ/ \ 混 

みいった 事情が あつたから こそ、 うまくい つたので 


すご 

と、 彼 は 宮廷の 事情 を 次のように 話して くれました。 

「今、 わが国の 状態 は、 外国人の 眼に は 隆盛に 見える 

かもしれ ません が、 内幕 は大 へんな のです。 一 つ は、 

国内に 激しい 党派 争いが あり、 もう 一 つ は、 ある 極め 

て 強い 外敵から、 わが国 はねら われて いて、 この 二つ 

の 大事 件に 悩まされて いるので す。 

まず、 国内の 争いの 方から 説明し ますが、 この 国で 

は、 こ、 七十 力 月 以上と いう もの、 トラ メク サン 党と 

ス ラメ クサ ン党 という、 二つの 政党が あって、 絶えず 

争って いるので す。 この 党派の 名前 は、 はいている 靴 


かかと 

の 踵 の 高さから つけられ たもので、 踵の 高い か、 低い 

かによ つて 区別され ています。 一般に わが国の 昔から 

のしき たりで は、 高い 踵の 方 をい、 としてい ました。 

ところが、 それな のに、 皇帝 陛下 は、 政府の 方針と 

して、 低い 踵の 方ば かり を 用いる ことに 決められ まし 

た。 特に 陛下の 靴な ど、 宮廷の 誰の 靴よりも ード ルル 

(ド ルル は 一 インチの 約 十四 分の 一 ) だけ 踵が 低い の 

です。 この 二つの 党派の 争い は、 大 へん 猛烈な もので、 

反対党の 者と は、 一 しょに 飲食 もしなければ、 話 もし 

ません。 数で は トラ メク サン、 すなわち 高 党の 方が 多 

数な のです が、 実際の 勢力 は、 われく 低 党の 方が 握つ 


てレ ます 

た y 心配な の は、 皇太子が、 どうも 高 党の 方に 傾い 

て いられる らしい のです。 その 証拠に は、 皇太子の 靴 

は、 一 方の 踵が 他の 一 方の 踵より 高く、 歩く たびにび つ 

こ を ひいて いられる のです。 

ところが、 こんな 党派 争いの 最中に、 われく はま 

た、 ブ レフスキ ュ 島からの 敵に ねらわれ、 脅かされて 

いるので す。 ブ レフスキ ュ というの は、 ちょうど この 

国と 同じぐ らいの 強国で、 国の 大きさから いっても、 

国力から いっても、 ほとんど 似たり よったり なのです _ 

あなたのお 話に よると、 なんでも、 この 世界に は、 


まだいろ/ \ 国 があって、 あなたと 同じぐ らいの 大き 

な 人間が 住んで いるそう です が、 わが国の 学者 は大ぃ 

に 疑って いて、 やはり、 あなた は 月の 世界 か、 星の 世 

界 から 落ちて 来られた もの だろうと 考えて います。 そ 

れ というの も、 あなたの ような 人間が 百 人 も いれば、 

わが国の 果実 も 家畜 も、 すぐ 食いつ くされて しまう で 

はありません か。 それに、 この 国 六 千 月の 歴史 を 調べ 

て みても、 リリ パットと ブ レフスキ ュのニ 大国の ほか 

に、 国が あるな どと は、 本に 書いて ありません。 

ところで、 この 二 大国の ことです が、 この 三十 六 力 

月間と いう もの、 実に しっこく、 実にうる さく、 戦争 


をつ V けて いるので す。 事の 起り というの は、 こうな 

のです。 もともと、 われ/^ が 卵 を 食べる ときには、 

その 大きい 方の 端 を 割る のが、 昔からの しきたり だつ 

たのです。 

ところが、 今の 皇帝の 祖父 君が 子供の 頃、 卵 を 食べ 

ようとして、 習慣 どおりの 割り方 をした ところ、 小指 

に 怪我 をされ ました。 さあ、 大 へんだ というので、 と 

きの 皇帝 は、 こんな 勅令 を 出されました。 『卵 は 小さ 

い 方の 端 を 割って 食べよ。 これに そむく もの は、 きび 

しく 罰す。』 と、 この こと は、 きびしく 国民に 命令され 

ました。 だが、 国民 はこの 命令 を ひどく 厭が りました。 


歴史の 伝える ところに よると、 このために、 六 回 も 内 

乱が 起り、 ある 皇帝 は、 命 を 落される し、 ある 皇帝 は 

退位され ました。 

ところが、 この 内乱と いうの は、 いつでも ブレ フス 

キュ 島の 皇帝が、 おだて、 やらせた のです。 だから 内 

むほん にん 

乱が 鎮まる と、 いつも 謀反 人はブ レフスキ ュに 逃げて 

行きました。 とにかく、 卵の 小さい 端 を 割る ぐらいな 

ら、 死んだ 方が まし だとい つて、 死刑に された ものが 

一万 一千 人から います。 この 争いに ついては、 何百 冊 

も 書物が 出て いますが、 大きい 端の 方が ぃゝと 書いた 

本 は、 国民に 読む こと を 禁止され ています。 また、 大 


きい 端の 方が い、 と 考える 人 は、 官職に つく こと もで 

きません。 

ところで、 ブ レフスキ ュ 島の 皇帝 は、 こちらから 逃 

げて 行った 謀反 人た ち を 非常に 大切に して、 よく 待遇 

する し、 おまけに、 こちらの 反対派 も、 こっそり これ 

を 応援す るので、 二 大国の 間に 三十 六 力 月に わたる 戦 

争が はじまった のです。 その 間に わが国 は、 四十 隻の 

大船と 多数の 小舟と、 それから、 三 万人の 海陸 兵 を 失 

いました。 が、 敵の 損害 は、 それ 以上だろう といわれ 

てレま す 

しかし、 今 また 敵 は 新しく、 大 艦隊 をと、 のえ、 こ 


ちらに 向って 攻め入ろうと しています。 それで、 皇帝 

陛下 は、 あなたの 勇気と 力 を 非常に 信頼され ている の 

で、 この こと を、 あなたと 相談して みてくれ、 と 言わ 

れ、 私 を 差し向けられ たのです ご 

宫 内大臣の 話が 終る と、 私 は 彼に こう 言いました。 

「どうか 陛下に そう 伝えて ください。 私 は どんな 骨折 

でもい といません。 しかし、 私 は 外国人で すから、 政 

党の 争いの ことに は 立ち入り たくありません。 が、 外 

敵に 対してなら、 陛下と この 国 を 守る ために、 命が け 

で 戦いましょう ご 


5 大手 柄 

ブ レフスキ ュ 帝国と いうの は、 リリ パットの 北東に 

あたる 島で、 この 国と はわず かに 八百^ -  — ドの 海峡で 

隔 つてい ます。 私 はま だ 一度 も その 島 を 見た こと はな 

かった のです が、 こんどの 話 を 聞いて から は、 敵の 船 

に 見つけられる といけ ない ので、 そちら 側の 海岸へ は、 

出て 行かない ように 努めました。 戦争に なって 以来、 


両国の 人々 は 行き来し てはいけ ない ことにな つてお リ、 

船が 港に 出入りす る こと も 皇帝の 命令で とめられ てい 

たので、 私の こと は、 敵側に はま だ 知られて いない は 

私 は 一 つの 計略 を 皇帝に 申し上げました。 

「なんでも 斥候の 報告で は、 敵の 全 艦隊 は、 順風 を 待つ 

て 出動しょう として、 今、 港に 錨 をお ろして いるそう 

ですから、 これ を 全部と つつか まえて 御覧に いれ ま 

しょう。」 

そこで、 私 は 水夫た ちに、 海峡の 深さ を 聞いて みま 

した。 彼等 は 何度も はかって みた ことがあ るので、 よ 


く 知ってい ましたが、 それによ ると、 満潮のと きが 真 

中の 深さが 七十 グラム グラム、 (これ はョ— 口 ツバ の 

尺度で 約 六 フィ— ト にあたり ます) そのほかの 場所な 

ら、 まず 五十 グラム グラム だとい うこと です。 

私 はちょう ど 正面に ブ レフスキ ュ 島が 見える 北東 海 

岸に 行きました。 小山の 陰に 腹這いに なりながら、 望 

遠 鏡 を 取り出して 見る と、 敵の 艦隊 は 約 五十 隻の 軍艦 

と、 多数の 運送船が 碇泊して いるので す。 

そこで、 私 は 家に 引つ 返す と、 リリ パットの 人民に、 

丈夫な 綱と 鉄の 棒 を、 できるだけ たくさん 持って来る 

ように 言い つけました。 綱 はまず 荷造り 糸ぐ らいの 太 


さ、 鉄棒 はおよ そ 編物 針ぐ らいの 長さでした。 だから、 

これ を もっと 丈夫に する ために、 綱 は 三つ をより 合せ 

て 一 つに しました。 鉄棒 も、 やはり 三本 をより 合せて 

一 本に し、 その 端 を 鈎 形に 折り まげました。 こうして 

できた 五十の 鈎 を、 一 クく， 五十 本の 綱に 結びつけ 

ました。 

それから、 また 海岸へ 引つ 返す と、 満潮になる 一時 

間ば かり 前から、 私 は 上衣と 靴と 靴下 を 脱いで、 革 

チョッキ のま、、 ジャブ/ \ 水の 中に 入って 行き まし 

た。 大急ぎで 海の 中 を 歩き、 真中の 深いと ころ を 三十 

^ -1 ド ばかり 泳ぐ と、 あと は 背が 立ちました。 三十 分 


もた、 ない うちに、 もう 私 は 敵の 艦隊の 前に 現れた の 

です。 

私の 姿に びっくりした 敵 は、 すっかり あわて、、 わ 

れ がちに 海に 跳び 込んで は、 岸の 方へ 泳いで 行きます。 

その 人数 は、 三 万人 をく だらなかった でしよう。 そこ 

へ さき 

で、 私 は 綱 を 取り出す と、 軍艦の 舳の 穴に、 一 つく 

鈎 を 引っかけ、 全部の 綱の 端 を 一 つに 結び合せました。 

こうして いるう ちに も、 敵 は、 何千 本と いう 矢 を、 一 

せいに 射 かけて きます。 

矢 は、 私の 両手 や 顔に 降り そ、 ぎ、 痛 いのも 痛い の 

です が、 これで は 全く、 仕事の じゃまに なって 仕方が 


ありません。 一 番、 心配した の は 目をやられる ことで 

す。 今につ ぶされ はすまい かと、 いら/^ しました。 

ところが、 ふと、 私 はい、 こと を 思い ついた ので、 やつ 

と 助かりました。 私に は、 あの 身体 検査のと き 見せな 

いで、 そっと ポケットに 隠して おいた、 眼鏡が ありま 

す。 その 眼鏡 を 取り出す と、 しっかり 鼻に かけました。 

これ さえ あれば、 もう 大丈夫、 私 は 敵の 矢な ど 気に か 

けず、 平気で 仕事 をつ > け ました。 眼鏡の ガラスに あ 

たる 矢 も だいぶあります が、 これ は、 眼鏡 を ちょっと 

グラ つかせる だけで、 大した ことはありません。 

どの 船に もみん な 鈎 を かけて しまう と、 私 は 綱の 結 


び 目 をつ かんで、 ぐいと 引っ張りました。 ところが、 

どうした ことか、 船 は 一 隻も 動きません。 見る と、 船 

は みんな 錨で、 しっかり とめて あるので す。 そこで、 

また、 やっかいな、 骨の 折れる 仕事が はじまりました。 

鈎の か、 つた ま、 の 綱 を、 一たん 手から 放し、 それ か 

ら、 小刀 を 取り出して、 錨の 綱 をズン /\ 切って ゆき 

ました。 このと きも、 顔 や 手に 二百 本 以上の 矢が 飛ん 

で 来ました。 さて、 私 は 鈎 を かけた 綱 を 手に 取り上げ 

ると、 今度 はすぐ 簡単に 動き 出しました。 こうして、 

私 は 敵の 軍艦 五十 隻を 引っ張って 帰りました。 

ブ レフスキ ュの 人た ち は、 私が 何 をしょう としてい 


るの か、 見当が つかなかった ので、 はじめの うち は、 

た、 V 呆れて いるよう でした。 私が 錨の 綱 を 切る の を 見 

て、 船 を 流して しまう のか、 それとも、 互に 衝突 させ 

るの かしら、 と 思って いました が、 いよく 全 艦隊が 

私の 綱に 引っ張られて、 うまく 動きだし たのに 気づく 

と、 にわかに 泣き叫び だしました。 彼等の 嘆き悲しむ 

有様と いったら、 まあ、 なんとい つてい、 のか わから 

ない ほどでした。 

さて、 私 は 一休みす るた めに、 立ち 停って、 手 や 顔 

に 一 ぱい 刺さって いる 矢 を 引き抜きました。 前に 小人 

きず 

からつ けて もらった、 矢の 妙薬 を、 その 疵 あとに 塗り 


込みました。 それから、 眼鏡 を はずして、 潮が 退く の 

をし ばらく 待ち、 やがて 荷物 を 引きながら、 海峡の 真 

中 を 渡り、 無事に、 リリ パットの 港へ 帰り 着いた ので 

海岸で は、 皇帝 も 廷臣 も、 みんなが、 私の 戻って 来 

るの を、 今 かくと 待って いました。 敵の 艦隊が 大き 

な 半月形 を 作って 進んで 来る の は、 すぐ 見え ましたが、 

私の 姿 は、 胸のと ころまで 水に つかって いたので、 見 

分けが つかなかった のです。 私が 海峡の 真中まで 来る 

と、 首 だけし か 水の 上に は 出て いなかつ たので、 彼等 

はしき りに 気 を もんで いました。 皇帝な ど は、 もう 私 


お ま 

は 溺れて 死んだ のだろう、 そして、 あれ は 敵の 艦隊が 

いま 押し寄せて 来る ところ だ、 と 思い込んで いました _ 

けれども、 そんな 心配 はすぐ 無用に なりました。 歩い 

て 行く うちに、 だん/ \ と 海 は 浅くな り、 やがて、 人 

声の 聞え ると ころまで 近づいて 来たので、 私 は、 艦隊 

をく 、りつけ ている 綱の 端 を 高く 持ち上げ、 

r リリ パット 皇帝 万歳！」 

と 叫びました。 

皇帝 は 大喜びで 私 を 迎えて くれました。 すぐ、 その 

場で、 ナ— ダック の 位 を 私に くれました。 これ はこの 

国で 最高の 位な のです。 ところが、 皇帝 は、 


「また そのうち、 敵の 艦隊の 残り も 全部 持って 帰って 

ほしい ご 

と 言いだ されました。 

王様の 野心と いう もの は、 かぎりの ない もので、 陛 

下 は、 ブ レフスキ ュ 帝国 を、 リリ パットの 属国に して 

しまい、 反対派 をみ な滅 し、 人民 どもに は、 すべて 卵 

の 小さい 方の 端 を 割らせる、 そして、 自分 は 全世界の 

た、 V 一  人の 王様に なろう、 というお 考えだった のです。 

しかし、 私 は、 

「どうも それ は 正しい ことではありません。 それに 

き つ と 失敗し ます ご 


と、 いろく 説いて、 皇帝 をい さめました。 そして 

私 は、 

「自由で 勇敢な 国民 を奴隸 にして しまうよ うな やり方 

なら、 私 はお 手伝いで きません ご 

と、 はっきり お断りし ました。 

そして、 この 問題が 議会に 出された とき も、 政府の 

中で 最も 賢い 人た ち は、 私と 同じ 考えでした。 ところ 

が、 私が あまり あけすけに、 陛下に 申し上げ たので、 

それが、 皇帝のお 気にさ わったら しいので す。 陛下 は 

議会で、 私の 考え を、 それとなく 非難され ました。 賢 

い 人た ち は、 た y 黙って いました。 けれども、 ひそか 


に 私 をね たんで いる 人た ち は、 このと きから、 私に ケ 

チを つけだしました。 そして、 私 を 快く 思って いない 

連中が、 何 かたくら み を はじめた ようです。 そのため、 

二 力 月と た、 ない うちに、 私 はもう 少しで 殺される と 

ころでした。 

さて、 私が 敵の 艦隊 を 引っ張って 戻って から、 二 週 

間ば かりす ると、 ブ レフスキ ュ 国から、 和睦 を 求めて、 

使が やって来ました。 この 講和 は、 わが 皇帝 側に 非常 

に 都合の よい 条約で、 結ばれました。 使節 は 六 人で、 

それに、 約 五 百 人の 従者が したがいました。 彼等が 都 

に 入って 来る ときの 有様 は、 いかにも、 君主の 大切な 


お使いら しく、 実に 壮観でした。 

私 も 彼等 使節の ために は、 何かと 宮中で 面倒 をみ て 

やりました。 条約の 調印が 終る と、 彼等 は 私のと ころ 

へ も 訪ねて 来ました。 私が 彼等に 好意 を 持って いた こ 

と は、 それとなく 彼等 も 聞いて わかった のでしょう。 

彼等 はまず、 私の 勇気と やさし さ を ほめ、 それから、 

「われく の 皇帝 も、 かねてから 噂で あなたの こと を 

聞いて います。 あなたの 力業 を、 ひとつ 実地に 見せて 

もらいた いと 言って います。 どうか ぜひ 一 度お 出かけ 

ください ご 

と言うの でした。 


私 も、 すぐ 承知し ました。 しばらくの 間、 私 は 使節 

たち を、 いろくと もてなし ましたが、 彼等 もす つか 

リ 満足し、 私に 驚いた ようです。 そこで、 私 は 彼等に 

こう 言つ てお きました。 

「あなた 方が お 国へ 帰られたら、 陛下に よろしく お伝 

えく ださい。 陛下の ほまれ は、 世界中に 知れ わたって 

いますから、 私 も イギリスに 帰る 前に、 ぜひ 一 度お 目 

にか、 リ たいと 存じます ご 

そんな わけで、 私 はリリ パット 皇帝に お 目に か、 る 

と、 さっそく こんなお 願い をし ました。 

「そのうち 私はブ レフスキ ュ 皇帝に 会いに 行きたい と 


思って いるので すが、 どうか 行かせて ください ませ ご 

皇帝 は 許して くれ ましたが、 ひどく 気の 乗らない 御 

様子でした。 これ はどうした わけなの か、 私に は その 

頃 わからなかった のです が、 間もなく、 ある 人から、 

こんな こと を 聞かされました。 

私が 使節た ちと 仲よ くす るの を 見て、 

「あれ は あ、 して、 いまに ブ レフスキ ュ 国の 味方に な 

るつ もりです ご 

と、 皇帝に 告げ口した 者が いたのです。 大蔵大臣の 

フリム ナップと 海軍 提督の ボ ルゴ ラムの 二人が それで 


こ、 で ちょっと ことわって おきます が、 私と 使節た 

ちとの 面会 は 通訳つ きで 行われた のです。 なにしろ 両 

国の 言葉 は ひどく 違って いるので したが、 リリパ ット 

の 方で も、 ブ レフスキ ュの 方で も、 自分の 国の 言葉 こ 

そ、 一番、 古くから あって、 美しく、 立派な、 力強い、 

言葉 だ、 と 自慢して いるので す。 そして、 お 互に 相手 

の 国の 言葉 は、 野蛮 だ、 と 軽蔑して いるので した。 

しかし、 リリ パットの 皇帝 は、 敵の 艦隊 を 捕虜に し 

たのです から、 鼻つ ばし が 強かった わけです。 使節団 

に は、 書類 も 談判 も、 みんな リリ パット 語 を 使わせ ま 

した。 もっとも、 この 両国 は、 絶えずお 互に 行ったり 


来たりして いるので、 両方の 国語で 話が できる 人 もた 

くさん います。 世間 を 見たり、 人情 風俗 を 理解す るた 

めに、 貴族の 青年 や、 お金 持た ちが、 互に 行き来して 

いました から、 貴族で も、 商人で も、 人夫で も、 海岸 

に 住んで いる 人々 なら、 大 がい、 両方の 言葉 を 知って 

いました。 

前に 私が 釈放して もら うとき、 あの 誓約書に は、 い 

ろ/^ 情ない 役目が 決められ ていた ものです。 ところ 

が、 私 は 今 この 国の 一番 高い 位の ナ— ダック になった 

のです から、 あんな 仕事 は 私に 似合いません。 皇帝 も 

もう、 そんな こと は 一度 もお 命じに ならなかった ので 


す。 ところが、 間もなく、 陛下に たいして、 大 へんな 

働き をし なければ ならない 事件が 起 つたので す。 

ある 真夜中の こと、 私 はすぐ 門口で、 数百 人の 人が 

大声で 何 か 叫んで いるの を 聞きました。 はっとして 眼 

を さました が、 私 も 多少び つくりし ました。 外で は、 

バ— ラム 

バ ー ラム 

という 言葉が 絶えず 聞え てきます。 と 思う と、 群衆 

を 押し分けながら、 宮廷の 人た ちが 私のと ころへ やつ 


て 来ました。 

「火事です。 宮殿が 火事です。 早く 来て ください ご 

聞けば、 皇后の 御殿で、 一 人の 女官が 本 を 読みな が 

らうた、 ねして いると、 いつのまにか 火が ついて、 大 

ごとに な つたと いうので す。 

私 はすぐ、 はね 起きました。 私の 通 リ路を あけろ、 

という 命令 は 前もって 出て いました。 月夜で 路は 明る 

かった し、 私 は 一人 も 人 を 踏みつけないで、 宮殿まで 

来ました。 見る と、 宮殿の 壁に は、 もう、 いくつ も梯 

子が かけられ、 バケツが 運ばれて います。 

でも、 なにぶん、 水 は 遠くから 運ばれて いるら しい 


のです。 人々 は どん/ \ バケツ を 私のと ころへ 持って 

来ます が、 バケツと いっても、 大きさ は 指 袋ぐ らいで 

すから、 これで は、 ちょっと、 あの 火 は 消せそう も あ 

りません。 私 は 上衣 さえ あれば、 すぐ 消して しまう の 

です が、 急いだ ので、 つい 着て くるの を 忘れた のです。 

着て いるの は 革 チョッキ だけでした。 これで は、 もう 

駄目 かな あ、 あ、、 あの 立派な 御殿が、 みすく 焼け 

る、 と 私 は 悲観し かけて いました。 

ところが、 ふと このと き、 私に は、 素晴 しい 考えが 

浮んで きました。 その 晚、 私 はグリ ミグ リムと いう、 

非常にお いしい、 お 酒 をたん と 飲んで いました。 火事 


騒ぎで、 動き まわって いると、 身体 は カツ 力と ほてつ 

て、 お 酒の き、 めが あらわれて きました。 私 は 今にも、 

おしっこが 出そう になった のです。 そこで、 私 は 思い 

きって、 火の 上に、 おしっこ を 振り かけて ゆきました。 

三分 間 もしない うちに 火事 はすつ かり 消えて しまい ま 

した。 これでまず、 綺麗な 宮殿 は、 丸焼けに ならない 

で 助かった のです。 

火事が 消えた とき、 もう 夜 は 明けて いました。 私 は 

皇帝に、 よろこびの 挨拶 も 申し上げないで、 家に 戻り 

ました。 私 は 消防 夫と して、 非常な 手柄 をた てた ので 

すが、 しかし、 皇帝が 私の やり方 を どう 思われる か、 


心配で たまらなかった のです。 この 国の 法律で は、 た 

とえ どんな 場合で も、 宮城の 中で、 立 小便 をす るよう 

な 者 は、 死刑に される ことにな つてい ました。 

しかし 私 は その後、 皇帝から、 特別に 罪 を 許す よう 

取り はからって やる、 と、 お 手紙 をいた y いたので、 

これで 少し 安心して いました。 けれども、 それ もや は 

リ 駄目でした。 皇后 は 私の した こと を、 大 へん 御 立腹 

になり、 

「今にき つ と 思い しらせて やる ご 

と、 おそば の 者に 言われた そうです。 そして、 もと 

の 建物 はもう 厭 だから、 修繕 させない ことにされて、 


宮中の 一 番 遠い 端へ 引っ越されました。 

さて、 私 はこ、 で、 リリ パット 国の 風俗 を 少し 説明 

してお きたいと 思います。 

この 国の 住民の 身長 は、 平均して、 まず 六 インチ 以 

下です が、 その他の 動物の 大きさ も、 これと、 正比例 

して 出来て います。 まず 一番 大きい 牛 や 馬で も、 せ 

いぐ 四 インチ か 五 インチぐ らい、 羊なら 一 インチ 半 

ぐらい、 鵞鳥なん か、 ほとんど 雀ぐ らいの 大きさです _ 

だん/ \ こんな ふうに 小さくな つて ゆきます が、 一番 

小さな 動物な ど、 私の 眼で は、 ほとんど 見えません。 


ところが、 リリ パット 人の 眼に は、 非常に 小さな も 

ので も、 ちゃんと 見える のです。 彼等の 眼 は、 こまか 

いものなら、 よく 見えます が、 あまり 遠い ところ は 見 

えません。 

雲雀 は 普通の 蠅ほ どもない 大きさで すが、 リ リパッ 

トの 料理人 は、 ちゃんと、 その 毛 をむ しる ことができ 

ます。 それから 私が 感心した の は、 若い 娘が、 見えな 

い 針に、 見えない 糸 を 通して いるので す。 この 国で 一 

番 高い 木 は 七 フィ— ト ぐらいで、 その 木 は 国立公園の 

中に あります が、 私が 握り こぶし を 固めても、 すぐ、 

て つ 。へんにと ゾ きます。 


ところで、 この 国で は、 学問 も 古くから 非常に 発達 

してい ますが、 たゾ、 文字の 書き方が、 実に 風 変り な 

のです。 ョ ー 口 ツバ 人の ように、 左から 右へ 書く ので 

もな く、 アラビア 人の ように、 右から 左へ 書く ので も 

なく、 中国人の ように、 上から 下へ 書く ので もな く、 

かとい つて、 下から 上へ 書く ので もありません。 リリ 

パット 人 は、 紙の 隅から 隅へ、 斜めに 字 を 書いて ゆく 

のです。 

リリ パットで は、 人が 死ぬ と、 頭の 方 を 下にして、 

逆さまに 土に 埋めます。 死人 は、 一万 一千 月た つと 生 

き 返る、 そのと き、 世界 は ひっくりかえって いるから 


逆さまに してお けば、 ちゃんと 立てる、 と 彼等 は 考え 

ている のです。 もっとも、 そんな 馬鹿な こと はない と、 

学者た ち は 笑って います。 

さ ぎ 

この 国で は、 盗みよりも 詐欺の 方が 悪い ことにな つ 

ています。 詐欺 を すれば 死刑です。 盗み は、 こちらが 

馬鹿で なく 用心 さえして いれば、 まず、 物 を 盗まれる 

という ことはありません。 ところが、 こちらが 正直の 

だま 

ために、 不正直な ものに、 騙される の は、 これ はどう 

も 防ぎよう がない、 だから、 詐欺が 一番い けない の だ、 

と、 リリ パットの 人た ち は 考えて います。 それから、 

忘恩 も 死刑に されます。 恩に 仇 を もってむ くいる とい 


うような こと をす る 人 は、 生きる 資格がない とされて 

レます 

人 を 官職に えらぶ 場合、 この 国で は、 才能より 徳義 

の 方 を 重く 見ます。 政治と いう もの は、 誰に も 必要な 

の だから、 普通の 才能が あれば ぃゝ とされて います。 

けれども、 徳義の ない 人 は、 いくら 才能が あっても、 

危険 だから、 そんな 人に 政治 はま かせられな いという 

のです。 

私 はこの リリ パット 国に 九 力 月と 十三 日間 滞在して 

いたので すが、 こ、 で、 ひとつ 私が その 間 どんな ふう 

にして 暮し たか、 それ をお 話しして みましょう。 


私 は 生れつき、 手先 は 器用で したが、 どうしても テ— 

ブルが 一 つ 欲しかった ので、 帝室 庭園の 一 番 大きな 木 

を 何 本 か 切って、 手頃な テ— ブルと 椅子 を こしらえ ま 

した。 

それから、 二百 人の 女 裁縫師が、 私の ために、 シャ 

ッとシ ー ッとテ —ブル 掛を 作って くれました。 それに 

は できるだけ 丈夫な 布 を 使って くれたので すが、 それ 

でも、 一番 厚い のが 紗ょリ まだ 薄い のです。 だから、 

何枚 も 重ねて 縫い 合わさねば なりませんでした。 

女 裁縫師た ち は、 私 を 寝ころばし ておいて、 寸法 を 

はかりました。 一人が 私の 首のと ころに 立ち、 もう 一 


人 は、 私の 足のと ころに 立ち、 そして 丈夫な 綱 を 両方 

から、 二人が 持って ピンと 張ります。 すると、 さらに 

もう 一人の 裁縫師が、 一 インチ ざしの 物 さしで、 この 

綱の 長さ を はかって ゆく のです。 私 は 自分の 古 シャツ 

を 地面に ひろげて 見せて やった ので、 シャツ は ピッタ 

リ 私の 身体に 合う のが 出来 上りました。 

私の 服 を こしらえ るに は、 また 三百 人の 洋服屋が、 

つききりで やってくれ ました。 今度 も その 寸法の 取リ 

方が、 また 振って いました。 私が ひざまずいて いると、 

地面から 首のと ころへ 梯子 を かけ、 一人が この 梯子に 

のぼって、 私の 襟首から 地面まで、 錘の ついた 綱 をお 


ろす、 それが ちょうど、 上衣の 丈になる のでした。 腕 

と 腰の 寸法 は、 私が 自分で はかりました。 いよく、 

出来 上って みると、 それ は、 寄 切 細工の ように 妙な 服 

でした。 

食事 は、 私の ために、 三百 人の 料理人が ついてい ま 

した。 彼等 は それぐ、 私の 近所に 小さな 家 を 建て、 

もらって、 家族 もろとも、 そこで 暮 していました。 そ 

して、 一人が 二 皿ず つ、 こしらえて くれる ことにな つ 

て いました。 

私 はまず、 二十 人の 給仕 人 をつ まみ 上げて、 テ— ブ 

ルの 上に 乗せて やります。 すると、 下に は 百 人の 給仕 


が 控えて いて、 肉の 皿 や 葡萄酒 や 樽 詰な ど を、 それぐ 

肩に かついで 待って います。 私が 欲しい という 品 を、 

上に いる 給仕 人が テ— ブルから 綱 をお ろして、 うまく 

引き上げて くれる のです。 肉の 皿 は 一 皿が  一 口にな り、 

酒 一 樽が 私に はまず 一息に 飲めます。 こ、 の 羊の 肉 は 

あまり 上等で ない が、 牛肉 はな かくお いしかった の 

です。 三 口ぐ らいの 大きさの 肉 はめった にありません。 

召使た ち は、 私が 骨 もろとも ポリ/ \ 食べて しまう 

の を 見て、 ひどく 驚いて いました。 それから、 鵞鳥 や 

七面鳥 も、 大 がい  一口で 食べられ ますが、 これ はィギ 

リスのより ずっとい、 味です。 小鳥なん か は、 一度に 


二十 羽 や 三十 羽 は、 ナイフの 先です くいあげて 食べる 

のでした。 

ある 日、 皇帝 は 私の 食事 振り を 聞かれて、 では 自分 

も 皇后、 皇子、 皇女た ちと 一 しょに、 私と 会食が して 

みたい と 望まれました。 そこで 彼等が 来る と、 私 はみ 

んなテ ー ブルの 上の 椅子に 乗せて、 ちょうど 私と 向き 

合うよう に 坐ら せました。 その まわりに は、 見張りの 

兵 もつ いていました。 

大蔵大臣の フリム ナップ もこの 席に 一 しょに 来て い 

ましたが、 どういう もの か、 彼 はと きん \、 私の 方 を 

見て は、 苦い 顏を します。 しかし 私 は、 そんな こと は 


気にしないで、 ひとつみん なを 驚かして やれと 思って、 

思いき りたく さん 食べ て やりました。 これ は あとで 気 

づ いたので すが、 大蔵大臣 は、 かねてから 私に 反感 を 

持って いたので、 この 会食の あとで 陛下に 言ったら し 

いのです。 

「あんな もの を 陛下が 養って おられて は、 お金が 

かゝ つて 大 へんです。 できるだけ 早く、 い ゝ折を 見て、 

追放な さった 方が、 国家の 利益で ございま しょうご 

と、 こんな こと を 言った ものと みえます。 


6 ハイ さようなら 

私 はこの 国 を 去る ようにな つたので すが、 それ を述 

ベる 前に、 まず、 二 力 月 前から、 私 を ねらって いた 陰 

謀の こと を 語ります。 

私が ちょうど ブ レフスキ ュ 皇帝 を 訪ねようと、 準備 

している ときの ことでした。 ある 晚、 宮廷の、 ある 大 

官が やって来ました。 (この 大官 が、 以前、 皇帝の 機嫌 

を 損じた とき、 私 は 彼のた めに 大いに 骨折って やった 

ことがある のです) 彼 は 車で、 こっそり、 私の 家を訪 


ねて 来たので す。 

ぜひ、 内証で お話ししたい ことがある と言うので、 

従者た ち は 遠ざけました。 私 は 彼 を 乗せた 車 を ポケッ 

トに 入れ、 召使に 命じて 戸口 をし つかり 閉めさせ まし 

た。 それから、 テ ー ブルの 上に 車 を 置いて、 その 側に 

坐りました。 一 通リ 挨拶 をす ませてから、 相手の 顔 を 

見る と、 非常に 心配そう な 顔色 をして いるので す。 

「一たい どうした のです。 何 か 変った ことで も あるの 

です 力 」 

と 私 は 尋ねました。 

「いや、 なにしろ、 あなたの 名誉と 生命に か、 わる 問 


題です から、 これ はどう か 、ゆっくり 聞いて くださ いご 

と 言って、 彼 は 次のように 話し だしました。 

「まずお 知らせした いのは、 あなたの ことで、 近頃、 

秘密の 会議が 数回 ひらかれ ましたが、 陛下が、 いよく 

決心され たの は、 つい 二日 前の ことです。 

御存知の とおり、 ボ ルゴ ラム 提督 は、 あなたが この 

国に 到着 以来、 あなた を ひどく 憎んで います。 どうし 

て そんなに 怨む のか は、 私に はよ くわから ない のです 

が、 あなたが、 ブ レフスキ ュで 大手 柄 をた てられて 以 

来、 彼の 提督と しての 人気が 減った ように 考え、 それ 

からい よ/ \ 憎 みだした のでしょう。 この 人と 大蔵 大 


臣の フリム ナップ、 それから まだあります、 陸軍 大将 

リム トツ ク、 侍従長 ラル コン、 高等 法 院長 バル マツ フ、 

これらの 人々 がーし よに なって、 あなた を 罪人に しょ 

うとして、 弾劾 文 を 書きました ご 

こ、 まで 彼の 話 を 聞いて いると、 私 はむしゃ くしゃ 

してきた ので、 

「何 だって、 みんな は 私 を 罪人に しょうと する のか、 

私 はそんな に …… 」 

と 言い かけました。 

「まあ、 黙って 聞いて いてく ださい ご 

と、 彼 は 私 を 黙らせました。 


「私 はい つかあな たの 御 恩に なった ので、 こんな こと 

を 打ち明け るので すが、 もしかすると、 そのために 私 

まで 罪になる かわかり ません。 が、 それ も 覚悟で お 知 

らせ する のです。 こ、 に、 その 弾劾 文の 写し を 手に入 

れ ています から、 今 それ を 読み あげてみ ましょう。 

人間 山に 対する 弾劾 文 

第一 条 

カリン • デフ ァ— • プリ ュ ー ン 陛下の 御代に 作られ 

た 法律に よると、 宮城の 中で 立 小便 をした 者 は、 死刑 

にされ る ことにな つてい る。 それな のに、 人間 山は皇 


后の 御殿が 火事のと き、 火 を 消す こと を 口実に して、 

ふらち 

不埒 千万に も、 小水で 宮殿の 火 を 消しと めた。 

第二 条 

人間 山はブ レフスキ ュ 国の 艦隊 を 引っ張って 持って 

戻った が、 その後、 陛下 は 残りの 敵 も 全部 捕えて 来い 

と 命令され た。 陛下 はブ レフスキ ュ国を 征服して 属国 

にして しまう、 お考えだった。 すると 人間 山 は 不忠に 

も、 陛下のお 考えに 反対し、 その 命令に 従わなかった。 

罪のない 人民の 自由 や 生命 は 奪えません、 と、 こんな 

こと を 言う ので あ つ た。 

第三 条 


ブ レフスキ ュ 国から 講和の 使節が やって来た とき、 

その 使節 は 敵国の 皇帝の 使で ある こと を 知ってい なが 

ら、 人間 山 は、 まるで 叛逆 者の ように、 これ を 助けた 

リ 慰めたり した。 

第四条 

人間 山 は 近頃、 ブ レフスキ ュ 国へ 渡ろうと して 航海 

の 準備 をして いる。 陛下 はた ゾ、 口先で、 ちょっと 許 

可され ただけ なの だ。 それ をい、 ことにして、 彼 は 敵 

国の 皇帝と 会い、 敵国 を 助けようと 企んで いる。 

ザ J の ほかに もま だ あるので すが、 主な と， ，- ろ を 今 読 


みあげて みたので す。 

ところで、 あなたの 罪状に ついて、 この 弾劾 文 をめ 

ぐって、 何度も 議論が 行われた のです が、 陛下 は、 あ 

なた が これまで 立派な 手柄 をた て、 いられる ので、 ま 

あ、 大目にみ て 罪 は 軽く してやれ、 と言われる のです。 

しかし、 大蔵大臣と 提督の 二人 は、 夜中に あなたの 家 

に 火 をつ けて、 焼き殺して しまった 方が い、、 と、 ひ 

どい こと を 言う のです。 それから、 陸軍 大将 は、 その 

ときには 毒矢 を 持った 二 万の 兵 を ひきいて、 あなたの 

手 や 顔 を 攻撃す る、 と、 こんな こと を 言う のです。 

それから また、 あなたの 味方の 宫 内大臣 レルド レザ 


ルは、 こんな こと を 言います。 殺す の は、 どうも ひど 

すぎる から、 た >、 あなたの 両方の 眼 をつ ぶす ことに 

したら どうで しょうか、 と、 こんな こと を 陛下に 申し 

上げた のです。 すると、 これに は 議員た ちがみ な 反対 

しました。 

君 は 叛逆 者の 生命 を 助けよう とする のか、 と、 ボル 

ゴ ラム は どなり だしました。 皇后の 御座所の 火事 を 立 

小便で 消す ことので きる ような 男なら、 いつ 大水 を 起 

して 宮城 を 水浸しに してし まう かも わからない、 それ 

に、 敵艦隊 を 引っ張って 来た あの 力で は、 一たん 何 か 

腹 を 立て、 暴れ だしたら 大 へんな ことになる、 と、 ボ 


ルゴ ラム は 死刑 を 説く ので す。 

大蔵大臣 も、 あんな 男 を 養って いて は、 間もなく 国 

が 貧乏に な つ てし まう と 言って、 死刑 を 主張し ました。 

しかし、 陛下 は どこまでも、 あなた を 死刑に はした く 

ない お考えでした。 

両方の 眼 をつ ぶした だけで は、 刑が 軽す ぎる という 

のなら、 食物 を 減して、 だん/ \ やせ 衰えさせ ると い 、 

でしよう、 身体が 半分 以上 も 小さくな つて 死ねば、 死 

骸 から 出る 臭 だって、 そう 恐ろしく はない し、 骸骨 だ 

け は 記念物と して 残して おけます、 と、 宫 内大臣 は 言 

いました。 


そんな わけで、 とにかく、 みんなの 意見 はまと まり 

ましたが、 この、 あなた を 餓死 さす、 計画 は、 ごくく 

秘密に されて いるので す。 

あと 三日す ると、 あなたの 味方の 大臣が こゝへ 訪ね 

て 来る でしよう。 そして、 弾劾 文 を 読んで 聞かせ、 そ 

れ から、 陛下のお かげで、 あなたの 罪 は 両眼 を 失く す 

る だけです むこと になった、 と 告げる ことにな つてい 

ます。 陛下 は、 あなたが よろこんで、 この 刑に 服す だ 

ろうと 思つ て いられます。 そこで 外科医 一 一十 名が 立 会 

のうえ で、 あなた を 地面に 寝かせ、 あなたの 眼球に、 

鋭く 尖った 矢 を、 何 本 も 射 込む 手 害に なって います。 


私 はた ゾ、 ありの ま、 を、 あなたに お知らせ したの 

です が、 どうか、 そのつ もりで いてく ださい。 あまり 

長居 をして いると、 人から 疑われ ますから、 これで 失 

礼いた します ご 

そう 言って、 大官は 帰って ゆきました。 あとに 残さ 

れた私 は、 どうした らい、 のか しらと、 いろく 悩み 

ました。 

とう/ \ 私 は 逃げ出す ことに 決心し ました。 三日が 

来ない うちに、 私は宮 内大臣に 手紙 を 送り、 明日の 朝 

ブ レフスキ ュ 島へ 出発す るつ もり だ、 と 言って やり ま 

した。 もう 返事な ど 待って はいられません。 その ま、 


海岸の 方へ 歩いて 行きました。 

そこで 大きな 軍艦 を 一隻つ かまえ、 綱 を 結びつけ、 

錨 を 上げる と、 裸になって、 着物 は 軍艦に 積み込み ま 

した。 それから、 その 船 を 引っ張って、 歩いたり 泳い 

だり しながら、 ブ レフスキ ュの 港に 着きました。 

向う では 私の 来る の を 待ち かねていた ところです。 

二人の 案内 者 をつ けて、 首都まで 案内して くれました。 

私 は 二人 を 両手に 乗せて、 城の 近くまで 行き ましたが、 

こ、 で、 誰か 大臣に 知らせて きて くれ、 と 頼みました。 

しばらく 待って いると、 皇帝 御自身が 私 を 出迎えに 

なるとい うこと でした。 私 は 百^ -— ド ばかり 歩いて 行 


きました。 皇帝と その 従者た ち は、 馬から おりられ ま 

した。 皇后 は 馬車から おりられました。 みんな、 少し 

も 私 を 怖がって いる 様子はありません。 私 は 地面に 横 

になって、 陛下の 手に キスし ました。 それから、 いつ 

かの 約束 どおり、 リリ パット 皇帝の 許し を 得て、 今 こ 

のとお リブ レフスキ ュ 大帝に お 目に か、 りに 来ました、 

私の 力で できる ことなら 何でもい たします、 と、 私 は 

こう 申し上げました。 

私が ブ レフスキ ュ 島へ 来てから 三日 目の ことでした。 

島の 北東の 岸 をぶ らく 歩いて 行って みると、 沖の 

方に ボ— ト のよう な 物の ひっくりかえつ ている のが 見 


えます。 さっそく、 靴 を 脱いで、 二三 百 4. -— ド 海の 中 

を 歩いて 行って みると、 その物 は 潮に 乗って、 だんく 

近づいて 来る ように 見えます。 よく 見る と、 ほんとの 

ボ ー ト です。 たぶん、 これ は 嵐に あって 本船から 流さ 

れ たのでしょう。 

私 はすぐ 首府へ 引つ 返して、 皇帝に お願いして、 二 

十隻の 軍艦と 三千 人の 水兵 を 借りて きました。 それ か 

ら私は 海に 入って、 ボ— トの ところへ 泳いで 行き まし 

た。 水兵た ちが 軍艦から 綱の 端 を 投げて くれたので、 

それ をボ ー トの 穴に 結びつけ、 もう 一方の 端 は、 軍艦 

に 結びつけました。 さらに 私 は 泳ぎながら いろ/ \ 骨 


を 折って、 九隻の 軍艦に ボ— トの綱 を 結びつけました。 

ちょうど 風向き もよ かった ので、 私はボ 1„ ^を 押し、 

水兵 は 引っ張り、 こうして、 とうく 海岸に 来ました。 

それから 十日ば かり か、 つて、 ォ ー ルを こしらえ、 

それで やっと、 ブ レフスキ ュの 港へ、 ボ— トを 漕いで 

入った わけです。 私が 港へ 着く と、 大 へんな 人出で、 

なにしろ、 あんまり 大きな 船な ので、 すっかり 仰天し 

ていました。 私 は 皇帝に 向い、 

たすけ 

「天の 祐で、 ボ ー 卜が 手に入りました。 これに 乗つ 

て 行けば、 私の 故国へ 帰れる ところまで 行ける でしよ 

う。 つきましては、 出発の 許可 をいた ゾ いて、 いろく 


準備す る こと をお 許しく ださい ご 

とお 願いし ました。 

皇帝 は 思いと 、>- ま つ て はどう かと 言われ ましたが、 

ついに 喜んで 許して くださいました。 

さて、 リリ パット 国で は、 私が ブ レフスキ ュ国 皇帝 

のと ころへ 行った の は、 それ はた だ、 前の 約束 を はた 

すため に 行った ので、 一 ニニ 日 すれば 帰つ て 来る だろう、 

と 思って いました。 ところが、 いつまで たっても、 私 

が 戻らない ので、 とうく やきもきして、 大臣 一同が 

会議 を 開きました。 その 相談の あげく、 一  人の 使者が、 

リリ パット 皇帝の 手紙 を 持って、 ブ レフスキ ュ 皇帝に 


会いに やって来ました。 その 手紙 は、 私の 手足 をし 

ばって、 リリ パットへ 送り返して くれと いうので した。 

その 返事 はこうでした。 私 をし ばって 送り返す こと 

など、 とてもで きない こと は、 すでに リリ パット 皇帝 

も 知られる とおり だし、 それに 間もなく、 私はブ レフ 

スキュ 国 を 去る ことにな つてい るので、 御 安心く ださ 

い、 というの でした。 

とにかく、 私 はなるべく 早く 出発し ようと 思い まし 

た。 宮廷の 方で も 一日 も 早く 行っても らいたい のでい 

ろ/^ 手助け をして くれます。 五 百 人の 職人が か、 つ 

て、 ボ —， ^につける 二 枚の 帆 を こしらえました。 私の 


指図に したがい、 一番 丈夫な 布 を、 十三 枚 重ねて 縫い 

合わせました。 私 は 一番 丈夫な 太い 綱 を、 十本、 二十 

本、 三十 本と、 一生懸命に、 ない 合わせました。 それ 

から 海岸 を 探し まわって、 錨の 代りにな りそうな、 大 

きな 石 を 見つけました。 ボ— トに 塗ったり、 そのほか 

いろんな ことに 使うた め、 三百 頭の 牛の 脂 を もらい ま 

した。 何より 骨の 折れた の は、 ォ ー ルと マストに する 

ため、 大きな 木 を 伐り 倒す ことでした。 しかし、 これ 

は 陛下の 船大工が 手伝って くれて、 私が た、 V 粗け ずり 

すれば、 あと は 大工が 綺麗に 仕上げて くれました。 

一月 もす ると、 準備 はすつ かり 出来 上りました。 私 


はいよ く 出発の 許可の 御 命令が いた y きたい、 と陛 

下に 願いました。 陛下 は 皇族た ちと 一 しょに 宮殿から、 

わざく 出て 来られました。 私 は 皇帝の 手に キスし よ 

うとして、 うつ 伏せに 寝ました。 

陛下 は 快く 手 を 貸して くださいます。 皇后 も、 皇子 

たち も、 みな 手に キス を 許して くださいました。 それ 

から、 皇帝 は 二百 ス プラグ 入りの 金袋 を 五十 箇と、 陛 

下の 肖像画 を 私に くださいました。 肖像画の 方 は、 い 

たまない ように、 すぐ 片一方の 手袋の 中に しまって お 

きました。 

私 はボ— トの 中に、 牛 百 頭、 羊 三百 頭の 肉と、 それ 


に 相当す る パンと 飲物 を 積み込みました。 それから 四 

百 人の コックの 手で と、 のえ て くれた 肉な ども 積み込 

みました。 それから、 生きた 牝牛 六 頭と 牡牛 を 二 頭、 

それから 牝羊六 頭と 牡羊 一 一頭 を、 これら は 国へ 持って 

帰って、 飼って みょうと 思いました。 船の 中で 食べさ 

せる ために、 乾草 を 一 袋と 麦 を 一 袋、 用意し ました。 

私 はこの 国の 人間 も、 十 人ば かり、 つれて 行きた かつ 

たのです が、 これ はどうしても、 陛下が お許しに なり 

ません。 それ どころ か、 私の ポケット をす つか リ 調べ 

られ、 たとえ 志願す る 者が あっても、 人民 は 決してつ 

れて 行かない と 誓わされました。 


そんな ふうに、 できるかぎりの 準備 をと、 のえ、 い 

よく、 一七 〇 一年 九月 二十日の 朝 六 時、 私 は 出帆し 

ました。 風 は 南東だった ので、 北へ 向けて 四リ ー グば 

かり 行く と、 ちょうど 午後 六 時 頃、 小さな 島の 影が 見 

えてき ました。 ぐん/ \ 進んで 行って、 その 島の そば 

で、 ボ ー トの錨 をお ろしました。 こ、 は 誰も 住んで い 

ない 無人島ら しいので す。 私 は 軽い 食事 をす ませ、 

ぐっすり 眠りました。 六 時間 も 眠った 頃、 目が さめ、 

それから 二 時間ば かりす ると、 夜が 明けました。 日の 

出前に 朝飯 をす まし、 錨 を 上げて、 風向 もよ かった の 

で、 羅針盤 をた よりに、 昨日と 同じ 進路 をつ y けて 行 


きました。 私の 考えで は、 ヴ アン 二 アイ— メンズ • ラ 

ンドの 北東に ある 群島の、 どれ か 一 つに、 たどりつ こ 

うと 思って いたのです。 だが、 その 日 はついに 何も 見 

えません でした。 

翌日、 午後 三時 頃、 ブ レフスキ ュ から 二十 四リ ー グ 

ばかり も 来た かと 思える 海上で、 一隻の 帆船 を 見つけ 

ました。 船 は 南西に 向って 進んで います。 私 は 大声で 

呼んで みました が、 返事して くれません。 しかしち よ 

うど、 風が ffl いだので、 私の 船 はだん/ \ 向 うへ 近づ 

いて 行く のでした。 私 はありつ たけの 帆 を 張りました。 

半時 間 もす ると、 向う の 船で も 気がついて、 合図に 旗 


を 出し 鉄砲 を 打ちました。 

私 はもう 一 度、 故国が 見られ、 あの 懐し い 人た ちと 

も 会える のかと 思う と、 うれし さが こみあげて きまし 

た。 船 は 帆 を ゆるめました。 それで 私 は その 船に 追い 

つきました。 その 時刻 は 九月 二十 六日の 夕方の 五 時 か 

六 時 頃でした。 私 は イギリスの 国旗 を 見た だけで、 胸 

が ワクく しました。 牛と 羊 を 上衣の ポケットに 入れ 

ると、 私 は 食料の 小さな 荷物 を 抱えて、 向う の 船に 乗 

リ 移りました。 

この 船 は イギリスの 商船で、 北海、 南海 を 通って、 

日本から 帰る 途中でした。 船長の ジョン \ピ デル は 


デッ トフ ォッド 生れで、 大 へん 親切な 男でした。 乗組 

員 は 五十人ば かりい ましたが、 そのな かに 私の 以前の 

仲間の ウィリアムが いたのです。 この ウィリアムが 私 

のこと を 船長に 大 へんよ く 言つ て くれました。 

船長 は 私 をよ くもて なして くれました。 一 たい、 ど 

こから 来て、 どこへ 行く つもりだった か、 話して くれ 

と 言う の で 、 私 は 今 ま での こと を ご く 簡単に 話し ま し 

た。 だが、 船長 は、 私の 頭が どうかし ている、 と 思つ 

たようです。 いろんな 危険に 会った ので、 気が 変に 

なった と 思って、 ほんと にして くれません。 そこで 私 

は ポケットから 黒い 牛 や 羊 を 出して 見せて やりました。 


これに は 船長 も 非常に 驚いて、 私の 言う ことが 噓 でな 

いと 納得した ようです。 それから 私 は、 ブ レフスキ ュ 

皇帝から もらった 金貨 や 肖像画 や、 その他い ろ/ \ 珍 

しい 品 を 取り出して 見せました。 私 は 二百 ス プラグ 入 

りの 金袋 を 船長に やりました。 

船 は 無事に おだやかに 進み、 一七 〇 二 年 四月 十日、 

私たち は ダウン スに 着きました。 ただ、 途中で ちょつ 

と 不幸な 事件が 起きました。 それ は 船に いる 鼠 どもが、 

私の 羊 を 一頭、 引いて 行って しまった ことです。 きれ 

いに 肉 を むしりとられた 羊の 骨 は、 穴の 中で 見つかり 

ました。 


残りの 家畜 は みんな 無事に イギリスへ 持って 戻り ま 

した。 私 は それ を グリニッジの 球場の 芝生に 放して や 

りました。 こ、 の 草で も 食べる かしら、 と 心配でした 

が、 放して みると、 家畜た ち は、 こゝの 草が 綺麗な の 

で、 喜んで 食べる のでした。 

私が 長い 航海の 間、 この 家畜 を 無事に 飼った の は、 

全く 船長のお かげでした。 私 は 船長から 特別 製の ビス 

ケット を 分けても らい、 それ を 粉に して 水で こねて、 

家畜に 食べ させて いたのです。 イギリスに しばらく 滞 

在して いる 間に、 私 はこの 家畜 を 見世物に して、 かな 

りお 金 をもう けました。 が、 また、 私 は 航海に 出る こ 


とに なって、 六 百 ポンドで 売り払いました。 

私が 妻子と 一し よに 暮 したの は、 たった 二 力 月で し 

た。 もっと/ \ 外国 を 見たい という 気持が うず/ \ し 

て、 どうしても、 私 は 家に じっとして いられ なくなり 

ました。 そこで、 私 は 商船 『アド ベンチ ユア 号』 乗組 

員に なりました。 この 航海の 話 は、 次の 『大人 国』 を 

読んで ください。 


第二、 大人 国 (ブ ロブ ディン ナグ) 


1 つまみ 上げられた 私 


私 は イギリスに 戻って 二 力 月 もす ると、 また 故国 を 

あとに、 ダウン スを 船出し ました。 私の 乗った 船 は、 

『アド ベンチ ユア 号』 でした。 

船が マダ ガス カル 海峡 を 過ぎる 頃まで は、 無事な 航 

海でした が、 その 島の 北 あたりから、 海が 荒れ だし ま 

した。 そして 二十日 あまり は、 難儀な 航海 をつ ゾけま 

した。 が、 そのうち 風 もやむ し、 波 も おだやか になつ 

たので、 私たち は大 へん 喜んでい ました。 ところが、 

船長 は、 この辺の 海の こと をよ く 知っている 男でした。 

暴風雨が 来る から、 すぐ、 その 用意 をす るよう 命令し 


ました。 はたして、 次の 日から 暴風雨が やって来 まし 

た。 

船 は 荒れ狂う風と 波に もまれ、 私たち は 一 生 懸命、 

奮闘し ましたが、 なにしろ、 恐ろしい 嵐で、 海 はまる 

で 気 狂の ようでした。 船 はずん く 押し流されて、 ど 

こに 自分た ちがいる の やら、 もう 見当が つか なくなり 

ました。 

私たちの 船 は、 どこと もしれ ない 海の 上 を、 陸 を 求 

めて 進んで いました。 まだ、 船に は 食糧 も 充分 あるし、 

船員 は みんな 元気で したが、 た y 困る の は 水でした。 

ある 日、 マストに 上って いた 少年が、 


「陸が 見える！」 

と 叫びました。 

それが 一七 〇 三年 六月 十六 日の ことでした。 翌日に 

なると、 何 か 大きな 島 か 陸地ら しい ものが、 みんなの 

目の前に 見えて きました。 その 南側に 小さな 岬が 海に 

突き出て いて、 浅い 入江が 一 つ 出来て いました。 

私たち は、 その 入江から ーリ— グ ばかり 手前で、 錨 

をお ろしました。 みんな 水 を 欲しがって いたので、 船 

長 は 十二 人の 船員に、 水 桶 を 持たせて、 ボ ー トに 乗せ 

て、 水 探しに 出しました。 私 も その 国が 見たい のと、 

何 か 発見で も あり はしない かと 思った ので、 一し よに 


その ボ— トに 乗せても らいました。 

ところが、 上陸して みると、 川 もなければ、 泉 もな 

く、 人 ひとり 住んで いる 様子 もない のでした。 船員た 

ち は、 どこか 清水が ないかと、 海岸 を あてもなく 歩き 

まわって いました が、 私 は 別の 方角へ 一 マイルば かり、 

一 人で 歩いて みました。 だが、 あたり は 石ころば かり 

の 荒 地でした。 面白そう な もの も 別に 見つから ないし、 

そろく 疲れて きたので、 私 は 入江の 方へ ブラく 

引つ 返して いました。 海が 一目に 見 わたせる ところ ま 

で 来て みると、 船員た ち は、 もう ちゃんと ボ— トに乗 

り 込んで、 一生懸命に、 本船め がけて 漕いで いるので 


お— い 待って くれ、 と 私 は 大声で 呼びかけ ようとし 

て、 ふと 気がつきました。 恐ろしく 大きな 人間が グ 

ン/^ 海 を 渡って、 ボ —  ， ^を 追つ かけて いるので す。 

膝の あたりし かない 海の 中 を、 その 男 は 恐ろしい 大股 

で 歩いて 行きます。 だが、 ボ ー トは 半リ— グ ばかり も 

先に 進んで いたし、 あたり は 鋭い 岩 だらけの 海だった 

ので、 この 怪物 も、 ボ— トに 追い つく こと はでき なか つ 

たのです。 

もっとも、 これ は あとから 聞いた 話な のです。 その 

ときの 私 は、 そんな もの を 見て いる どころ では ありま 


せん。 もと 来た 道 を 夢中で 龃 けだし、 それから 私 は、 

け わ 

とにかく、 嶮 しい 山の 中 を よじのぼ りました。 山の 上 

にの ぼって みると、 あたりの 様子が、 いくらか わかり 

ました。 土地 は 見事に 耕されて いますが、 何より 私 を 

驚かした の は、 草の 大きい ことです。 そこらに 生えて 

いる 草の 高さが、 二十 フィ— ト 以上 ありました。 

やがて、 私 は 国道へ 出ました。 国道と いっても、 実 

は、 麦畑の 中の 小路な のでした が、 私に は、 まるで 国 

道の ように 思えた のです。 しばらく、 この 道 を 歩いて 

みました が、 両側と も、 ほとんど 何も 見えない のでし 

た。 とりいれ も 近づいた 麦が、 四十 フィ— ト からの 高 


さに、 伸びて います。 一時間ば かり もかゝ つて、 この 

畑の 端へ 出て みると、 高さ 百 二十 フィ— トも ある 垣で、 

この 畑が 囲まれて いるの がわ かりました。 だが、 樹木 

など は、 あんまり 高い ので、 私に は 見当が つきません 

でした。 

この 畑から 隣り の 畑へ 通じる 段々 が あり、 それが 四 

段に なって いて、 一番 上の 段まで 行く と、 一つの 石 を 

またぐ ようになって いました。 一段の 高さが 六 フィ— 

ト もあって、 上の 石 は 二十 フィ ー ト 以上 も あるので、 

とても 私に は、 そこ は 通れませんでした。 

どこか 垣に 破れ目で もない かしら、 と 探して いると、 


隣り の 畑から、 一人の 人間が こちらの 段々 の 方へ やつ 

て 来ました。 人間と いっても、 これ は、 さっき ボ ー ト 

を 追つ かけて いたのと 同じ くら いの 大きな 怪物です。 

背の 丈 は、 塔の 高さく らい はあり、 一歩 あるく 幅が、 

十^ .>— ド から ありそうです。 私は胆 をつ ぶし、 麦畑の 

中に 逃げ込んで、 身 を 隠しました。 

そこから 見て いると、 その 男 は 段々 の 上に 立ち上つ 

て、 右 隣り の 畑の 方 を 振り向いて、 何 か 大声で 叫び ま 

した。 その 声の もの 凄い こと、 私 はは じめ 雷 かと 思つ 

たくらい でした。 

すると、 手に く 鎌 を 持った、 同じような、 七 人の 


怪物が、 ぞろ/ \と 集って くるではありません か。 鎌 

といっても、 普通の 大鎌の 六 倍から あるの を 持って い 

るので す。 が、 この 七 人 は、 あまり 身なり もよ くない 

ので、 召使ら しく 思えました。 はじめの 男が 何 か 言い 

つける と、 彼等 は 私の 隠れて いる 畑 を 刈り だしました。 

私 は、 できるだけ 遠くへ 逃げようと しました が、 こ 

の 逃げ路が、 なかく 難儀でした。 なにしろ、 株と 株 

との 間が 一 フィ— ト しかない ところ もあります。 これ 

では、 私の 身体で も、 なかく 通りに くいので した。 

どうにかこう にか 進んで いるう ちに、 麦が 風雨で 倒れ 

てし まっている ところへ 出ました。 もう、 私 は 一歩 も 


前進で きません。 茎が いくつ も 絡み合つ ていて、 潜り 

抜ける こと もで きないし、 倒れた 麦の 穂先 は、 ナイフ 

のように 尖って いて、 それが、 洋服 ごしに、 私の 身体 

を 突き刺しそう なのです。 

そうこう している うちに、 鎌の 一 首 は、 百^ .>— ド とな 

い 後から、 近づいて 来ます。 私 はすつ かり、 へたばつ 

て、 もう 立って いる 力 も なくなりました。 畝と 畝との 

間に 横になる と、 いっそ、 このま、 死んで しまいたい、 

と 思いました。 私 は、 残して きた 妻 や 子供た ちの こと 

が、 眼に 浮んで きました。 みんなが とめる の もき かな 

いで、 航海に 出た のが、 今にな つて 無念でした。 ふと、 


私 はリリ パットの こと も 思い出しました。 あの 国の 住 

民た ち は、 この 私 を、 驚くべき 怪物と して、 尊敬して 

くれたし、 あの 国で なら、 一 艦隊 を そっくり 引きずつ 

て 帰る こと だ つてで きたので す。 

だが、 こ、 では、 こんな、 とてつもない、 大きな 連 

中に 会って は、 この 私 はまる で 芥子 粒みたい な もので 

す。 今に 誰か この 大きな 怪物の 一 人に つかまったら、 

私 は  一 口に パク リと 食われて しまう でしよう。 しかし、 

この 世界の果てに は、 リリ パットよ リ、 もっと 小さな 

人間 だってい るか もしれ ないし、 その 世界の果てに は、 

今 こ、 にいる 大きな 人間より、 もっと/ \ 大きな 人間 


だってい るか もしれ ない と、 私 は 恐怖で 気が 遠くな つ 

ていながら、 こんな こと を 思いつ y けて いました。 

そのうちに、 刈 手の 一人が、 私の 寝て いる 畝から、 

十^ -— ドの ところまで、 近づいて 来ました。 もう、 こ 

の 次に は、 足で 踏みつ ぶされ るか、 鎌で 真二つに 切ら 

れる かも わかりません。 その 男が 動き かける と、 私 は 

大声で わめきち らし、 助け を 求めました。 

巨人 は 立ち どまって、 しばらく、 あたり を 見 まわし 

てい ましたが、 ふと、 地面に ひれふし ている 私 を、 見 

つけました。 この 小さな、 危険な、 動物 を、 騒がれな 

いように、 嚙 まれない ように、 つかまえ るに は、 どう 


したら い、 のか しら、 といった 顔つきで、 彼 はし ばら 

く 考えて いました。 私 も イギリスで、 いたち や 鼠 をつ 

かまえる ときには、 ちょっと こんな ふうに した もので 

とうく、 彼 は 思いきって、 人差指と 親指で、 私の 

腰の 後の方 をつ まみ あげる と、 私の 形 を もっとよ く 見 

るた めに、 目から三，^ -  — ドの ところへ、 持って ゆき ま 

した。 私 は、 彼のして いる ことが よく わかった ので、 

安心して 落ち着いて いました。 こうして、 地上から 六 

十フィ —， ^の 高さに つまみ 上げられ ている 間 は、 じつ 

としてい よう、 と 思いました。 ただ、 苦しかった の は 


私 を 指から す ベリ 落すまい として、 ひどく、 脇腹 をし 

めつ けられて いる ことでした。 

私 はた ゾ、 天 を 仰ぎ 両手 を 合せながら、 お願いす る 

ように、 哀れつ ぼい 調子で、 何かと 言って みました。 

というの は、 私たちが 厭な 虫な ど 殺す 場合、 よく 地面 

にパッ とた、 きつける ものです が、 あれ を 今 やられ は 

すまい かと、 心配で ならなかった のです。 

だが、 幸いな ことに、 彼に は 私の 声 や 身振りが 気に 

入った ようでした。 私が はっき リ 言葉 を 話す ので、 そ 

の 意味 は 彼に はわから なかった のです が、 ホウ、 もの 

が 言える のか、 と 驚いた ような 顔つきで、 彼 は 珍しげ 


に 私 を 眺める のでした。 私 は、 彼の 指で、 脇腹 をし め 

つけられ ている のが 苦しくな つたので、 うめいたり、 

泣いたり して、 一生懸命、 そのこと を 身振りで 知らせ 

ました。 

すると、 彼に も その 意味が わかった らしく、 上衣の 

垂れ をつ まみ 上げて、 その 中に、 そっと 私 を 入れ まし 

た。 それから 大急ぎで、 主人のと ころへ 龃 けつけ て 行 

きました。 主人と いうの は、 私が 最初に 畑で 見た 男で 

した。 

その 主人 は、 召使が 話す の を、 じっと 聞いて いまし 

たが、 杖 ほど も ある 藁す ベ を 取って、 それで、 私の 上 


衣の 垂れ を、 めくり あげました。 この 洋服 は、 私の 身 

体に、 生れつきく つついて いるものと 思った のでし よ 

う。 それから、 私の 髪の毛に、 フ— と 息 を 吹き かけて、 

髪 を 分ける と、 顔 をし げく 眺めました。 それから、 

(これ は あとに なって、 わかった のです が) 召使た ち を 

呼び集め ると、 これまで こんな 小さな 動物 を 畑で 見た 

ことがあ るかと、 みんなに、 尋ねました。 それから、 

私 を、 そっと、 四つ 這いの ま、 の 恰好で、 地面に おろ 

して くれました。 

私 はすぐ に 立ち上って、 逃げ出す つもりの ない こと 

を 見せる ために、 ゆる/ \ と あたり を 歩き まわり まし 


た。 すると、 みんな は、 私の 動きぶ り をよ く 見ようと 

して、 私 を 囲んで、 坐り込んで しまいました。 私は帽 

子 を 取って、 百姓に ていねいに、 おじぎ をし ました。 

それから、 ひざまずいて、 両手 を 高く 差し上げ、 天 を 

仰いで 大声で、 二言、 三 言 話しかけました。 そして、 

ポケットから、 金貨の 入った 財布 を 取り出して、 う 

やくしく 彼のと ころへ 持って行きました。 

彼 は それ を 掌で 受け取って くれ ましたが、 目の そば 

へ 持って行って、 何だろう かと、 眺めて いました。 袖 

口から ピン を 一本 抜き取って、 その 先で 何度も、 掌の 

上の 財布 を ひっくりかえして いました が、 やはり、 何 


だか わからない ようでした。 

そこで、 私 は 手 まねで、 その 掌の 財布 を 下に 置いて 

くれ、 と 言いました。 財布が 下に 置かれる と 私 は それ 

を 手に 取って、 中 を 開いて、 金貨 を みんな 彼の 掌の 上 

にばら まきました。 四 ピストルの スペイン 金貨が 六 枚 

と、 ほかに 小銭が 二三 十 枚 ありました。 見る と 彼 は 小 

指の 先 を 舌で 濡 して は、 大きい 方の 金貨 を 一枚々々 つ 

まみ 上げて いました が、 やはり、 それが 何だか、 さつ 

ぱリ わからない らしい のです。 

彼 は 手 まねで 私に、 もう 一度 これ を 財布に おさめて、 

ポケットに 入れて おけ、 と言うの でした。 私 は 何度も、 


そのお 金 を 彼に 差し出して みました が、 やはり、 彼の 

言う とおりに、 おさめて おきました。 

そのうちに、 もう 百姓に は、 私が 理性的な 生物 (人 

間) だ、 という ことが、 わかって いたのです。 彼 は 何 

度 も 私に 話しかけ ましたが、 その 声 は、 まるで 水車の 

響の ようで、 私の 耳 は 破れそう でした。 私 も、 知って 

いるかぎ りの いろんな 外国語 を 使って、 カー ぱいの 大 

声で、 話しかけて みました。 すると 向う は、 耳 をす ぐ 

私の そばに 持って来て、 聞いて くれる のです が、 駄目 

でした。 私たちの 言い合つ ている 言葉 は、 お 互に 意味 

が 通じない のでした。 


召使た ち はまた 麦 刈に 取り か 、りました が、 主人 は 

ポケットから、 ハンカチ を 取り出し、 二つ 折りに して、 

左手の 上に ひろげ、 その 掌 を 地面の 上に 差し出して、 

この 中に 入って 来い と、 手 まねで 私に 合図 をし ます。 

その 掌の 厚さ は 一 フ— ト ぐらいで したから、 私 も、 ら 

くに のぼれる のです。 今 はとに かく 主人の 言う とおり 

にして いようと 思いました。 

それで、 私 は 落っこちな いように 用心しながら、 ハ 

ンカチ の 上に 長くな つて 寝ころびました。 すると、 彼 

は ハンカチの 端で、 私の 頭のと ころ を 大切そう にくる 

ん でしまい、 その ま、、 家に 持って行きました。 


家に 帰る と、 彼 はさつ そく、 細君 を 呼んで、 ハン 力 

チの 中の もの を 見せました。 ちょうど、 イギリスの 女 

が、 ひきがえる やく も を 見た ときの ように、 「きゃあ… 

〜」 と 叫んで、 細君 は 跳びの きました。 しかし、 しば 

らく そばで 見て いるう ちに、 主人の 手 まねで 私が いろ 

んな こと をす るの を 見て、 細君 はすつ かり 感心して し 

まいました。 そして 今度 は、 だん/ \ と 私に やさしく 

して くれる ようになりました。 

正午 頃になる と、 一人の 召使が、 食事 を 持って来 ま 

した。 それ はいかに も、 お 百姓の 食事ら しく、 肉 をた つ 

ぶり 盛った 皿が、 た y 一  つ だけ 出された のでした。 し 


かし、 それ は 直径が 二十 四 フィ— トも ある、 大きな お 

皿でした。 

食堂に は 主人と 細君と、 子供が 三人、 それに、 年寄 

の 祖母が やって来ました。 みんなが テ ー ブルに 着く と、 

主人 は 私をテ ー ブルの 上に あげて、 少し 彼から 離れた 

ところに 置きました。 その テ ー ブル は 高さ 三十 フィ ー 

トも あるので すから、 私 は 怖くて たまらな いのです。 

落っこちな いように、 できるだけ、 真中の 方へ よって 

行きました。 

細君 は 肉 を 少し、 小さく 刻んで、 それから、 パン を 

こな，^ に 砕く と、 それ を 私の 前に 置いて くれました。 


そこで、 私 は 細君に 向って、 ていねいに、 おじぎ をし 

て、 ポケットから、 ナイフと フォ— クを 取り出して 食 

ベ はじめました。 みんな は、 私の 有様が 面白くて たま 

ら ないようでした。 

細君 は 女中 を 呼んで、 小さな コップ を 持って来させ 

ました。 小さい といっても、 三 ガロン (約 五 升) は 入 

りそうな コップで すが、 それに 飲物 を 注いで くれ まし 

た。 それ を 私 はやつ と 両手で か、 え あげる と、 まず、 

英語で、 できるだけ 大きな 声 を 張り上げて、 細君の 健 

康を 祝し ました。 それから、 うや/ \ しく コップ を 頂 

戴し ました。 すると、 みんな はお 腹 を か、 えて 笑いだ 


しました が、 その 笑い声の もの 凄 さ、 私 は 耳が つんぼ 

になる ばかりでした。 

この 飲物 はサ イダ ー のよう な 味なので、 私 はおい し 

く、 いただきました。 しばらく すると、 主人 は 私 を 手 

まねで、 彼の 皿のと ころへ 来い、 と 招きました。 しか 

し、 なにしろ 私 はテ— ブルの 上 をビク /\ しながら 歩 

つまず 

いている のでした から、 パンの 皮に 躓く と、 うつ 伏せ 

に、 ぺ たんと 倒れて しまいました。 けれども、 怪我 は 

なかった のです。 すぐに 起き 上リ ましたが、 みんなが 

ひどく 心配して くれる ので、 私 は 小脇に か、 えていた 

帽子 を 手に 取り、 頭の 上で 振りながら、 「万歳！」 と 叫 


びました。 これ は 転んでも、 怪我はなかった という こ 

と を、 みんなに 知っても らうた めでした。 

そのと き、 主人の 隣り に 坐って いた、 一番 下の 息子 

で、 まだ 十ば かりの いたずら 児が、 私の 方へ 手 を 伸し 

たかと おもうと、 いきなり、 私の 両足 をつ かまえ、 宙 

に 高く ぶら下げました。 私 は 手 も 足 も、 ブル- ふる 

えつ y けました。 しかし、 主人 は 息子の 手から、 私 を 

取り上げ、 同時に 彼の 左の 耳 をピシ ャリと 殴りつ け ま 

した。 それ は、 ョ ー 口 ツバの 騎兵なら、 六十 人ぐ らい 

叩きつ けて しまい そうな 殴り 方でした。 それから 主人 

は崑 子に、 向う へ 行って しまえ、 と 命令す るので した _ 


しかし 私 は、 この 子供に 怨 まれ はしない かと、 心配 

でした。 私 は イギリスの 子供た ち も、 雀 や、 兎 や、 小 

猫 や、 小犬に、 よくいた ずら をす るの を 知っています。 

そこで、 私 は 主人の 前に ひざまず い て その 息子 を 指さ 

しながら、 どうか、 許して あげてく ださい、 と 手 まね 

で、 私の 気持 を 伝えました。 私 は 息子のと ころへ 行き、 

その 手に キスし ました。 主人 は その 息子の 手 を 取って、 

私 を やさしくな でさせました。 

ちょうど この 食事の 最中に、 細君の 飼って いる 猫が 

やって来て、 細君の 膝の 上に 跳び 上りました。 私 はす 

ぐ 後の方で、 何 か 十 人 あまりの 職人が 仕事で も はじめ 


たような 物音 を 聞きました。 振り返って みると、 この 

猫が 咽喉 を ゴロく 鳴らして いるので す。 細君が 食物 

を やったり、 頭 をな でて いる 間に 私 は そっと、 その 猫 

を 眺めて みました が、 その 大きさ は、 まず、 牡牛の 三 

倍 はありそう でした。 私 は 五十 フィ— トも 離れて、 猫 

から 一番 遠い ところに、 立って いたので すが、 そして、 

細君 は、 猫が 私に 跳び かゝ つたり、 爪 を 立てたり しな 

いように、 しっかり 猫 を 押えて いて くれたので すが、 

それでも、 私 は そのもの 凄い 顔が 恐ろしくて ならな 

かった のです。 しかし 危険な こと は 起らなかった ので 


主人 はわ ざと、 私 を 猫の 鼻の 先 三^ -— ド もない とこ 

ろに 置きました。 しかし、 猫 は 見向き もしません でし 

た。 猛獣と いう もの は、 こちらが 逃げ出したり、 怖が 

ると、 かえって 追つ かけて 来て 跳び か、 る もの だ、 と 

いう こと を 私 は 前に 人から 聞いて 知っていました。 そ 

れで、 私 は 今い くら 恐ろしくても 知らん顔 をして いよ 

う、 と 決心し ました。 

私 は、 猫の 鼻先 を わざと、 五六 回、 行ったり来たり 

してや リ ました。 それから、 ずっと 側まで 近づいて 

行って みました。 と、 かえって 猫の 方が 怖そう に 後し 

ざり する のでした。 そのと きから、 私 はもう、 猫ゃ大 


を 怖がら なくなりました。 犬 も、 この 家に は、 三 四 頭 

ばかりい たのです。 それが 部屋の 中に 入って 来ても、 

私 は 平気でした。 一 匹 は マス ティ フで、 大きさ は 象の 

四 倍ぐ らい ありました。 もう 一 匹 は、 グレイ ハウンド 

で、 これ はとても 背の 高い 犬でした。 

食事が しまい 頃になる と、 乳母が 赤ん坊 を 抱いて 

やって来ました。 赤ん坊 は、 私 を 見つける と、 玩具に 

欲しがって、 泣き だしました。 その 赤ん坊の 泣 声 は、 

なんとも もの 凄い 声でした。 母親 は 私 をつ まみ 上げて、 

赤ん坊の 傍に 置きました。 赤ん坊 は、 いきなり、 私の 

腰の あたり を 引つつ かんで、 頭 を 口の 中に 持って ゆき 


ました。 私が ヮッと 大声で うめく と、 赤ん坊 はび つく 

りして、 手 を 離します。 そのと き 細君が 前掛を ひろげ 

て、 うまく 受けて くれたので、 私 は 助かりました。 で 

なかったら、 首の 骨ぐ らい 折れた でしよう。 

乳母 は ガラく を 持って来て、 赤ん坊の 機嫌 をと ろ 

うとし ました。 その ガラ くと いうの は、 空罐に 大き 

な 石 を 詰めた ような もので、 それ を 綱で 子供の 腰に 結 

びつ ける のでした。 でも、 赤ん坊 はま だ 泣きつ、 V けて 

いました。 それで、 とう/ \ 乳母 は 胸 を ひろげて、 乳 

房 を 出し、 赤ん坊の 口に 持って ゆきました。 私 は その 

乳房 を 見て、 びっくり しました。 


大きさと い、、 形と い、、 色合いと い、、 とても 気 

味の 悪い ものでした。 なにしろ、 六 フィ— トも 突き出 

ている ので、 まわり は 十六 フィ —， ^ぐらい あるで しょ 

う。 乳首 だって、 私の 頭の 半分ぐ らいあります。 それ 

に、 乳房 全体が、 あざ やら、 そばかす やら、 おでき や 

らで、 しみ だらけな のです。 見て いると、 気持が 悪く 

なる くらいでした。 乳母 は 乳 を 飲まし い、 ような 姿勢 

で、 赤ん坊 を 抱いて いますが、 私 はテ— ブルの 上に い 

るので、 その 乳房 はすぐ 目の前に はっきりと 見える の 

でした。 

それで 私 はふと、 こんな ことが わかりました。 ィギ 


リスの 女が 美しく 見える の は、 それ は 私たちと 身体の 

大きさが 同じ だからな のでしょう。 もし 虫眼鏡で のぞ 

いて 見れば、 どんな 美しい 顔に も 凸凹 やしみ が 見える 

にち がいありません。 

そういえば、 リリ パットに 私が いた 頃、 あの 小人た 

ちの 肌の 色 は、 とても 美しかった の を、 私 はよ くお ぼ 

えてい ます。 リリ パットの 友達 も、 この 私の 顔が、 小 

人の 目から 見る と、 どんなに 見える か、 教えて くれた 

ことがあります。 私の 顔 は、 地上から はるかに 見上げ 

ている 方が、 美しい そうです。 私の 掌に 乗せられて、 

近くで 見る と、 私の 顔 は 大きな 孔 だらけで、 髯の根 は 


いのし、 の 毛の 十倍ぐ らい も 堅そう で、 顔の 色の 気味 

の 悪い こと、 い つたらない そうです。 

ところで、 いまこの テ ー ブルに 坐って いる 巨人た ち 

は、 なにも 片輪な どで はない のです。 顔 だち は みんな 

よくと、 のって いました。 ことに 主人な ど、 私が 六十 

フィ— トの 高さから 眺めて みると、 なかなか 立派な 顔 

つきでした。 

食事が すむ と、 主人 は 仕事に 出かけて 行きました。 

彼 は 細君に、 私の 面倒 をみ て やれ、 と 命令して いるよ 

うでした。 その 声 や 身振りで、 私に は それが わかった 

のです。 私は大 へん 疲れて、 睡く なりました。 すると 


細君 は、 私の 睡 そうな 顔に 気がつき、 自分の ベッドに 

寝かして、 綺麗な 白い ハンカチ を 私の 上に かけて くれ 

ました。 ハンカチと いっても、 軍艦の 帆より まだ 大き 

いくらいで、 ゴッ/ \し ていました。 

私 は 二 時間ば かリも 眠りました。 私 は 国へ 帰って 妻 

子と 一し よに 暮 している 夢 をみ ていました。 ふと 目が 

さめて、 あたり を 見 まわす と、 私 は、 広さ 一 一三 百フィ ー 

ト、 高さ 二百 フィ 1„ ^以上 も ある、 がらんと した、 大 

きな 部屋に、 たった 一人、 幅ニ十^ -1 ドも ある 大きな 

ベッドで、 寝て いるのに 気がつきました。 すると、 私 

はなんだ か 悲しくな つてし まいました。 


細君 は 家事の 用で 外に 出て 行ったら しく、 姿が 見え 

ません。 私 は 錠 をお ろした 部屋に、 一 人、 とじこめら 

れ ている のです。 この ベッド は 床から 八^ -— ドも あり 

ます。 私 は 下へ おりたかった のです が、 声 を 出して 叫 

ぶ 元気 も なくなって いました。 しかし、 たとえ 呼んで 

みても、 とても 私の 声で は、 この 部屋から 家族の いる 

台所まで は、 と V かなかった でしよう。 

とば リ 

ところが、 そのと き、 鼠が 二 匹、 ベッドの 帷を のぼつ 

て 来る と、 ベッドの 上 を あちこち 嗅ぎ まわって、 ちょ 

ろく 走り出しました。 一 匹な ど は、 も 少しで、 私の 

顔に 這いの ぼろうと したので す。 私 はび つくりして 跳 


び 起きる と、 短 剣を抜いて、 身構えました。 だが、 こ 

の 恐ろしい 獣 ども は、 左右から ドタ /\ と おそい 

か、 つて 来て、 とう/ \、 一匹 は 私の 襟首に 足 を かけ 

ました。 しかし、 私 は 幸運に も、 彼に 嚙 みつかれる 前 

に、 彼の 腹に、 プスリ と 短剣 を 突き刺して いました。 

たちまち、 彼 は 私の 足 許に 倒れて しまいました。 も 

う 一匹の 方 は、 仲間が 殺された の を 見る と、 あわて、 

逃げ出しました。 逃げよう とすると ころ を、 私 は 肩に 

一刀 浴せ かけた ので、 タラく 血 を 流しながら 行って 

しまいました。 この 大 格闘の あとで、 私 は ベッドの 上 

を あちこち 歩きながら、 息をしず め、 元気 を 取り戻し 


ました。 鼠と いっても、 大きさ は マス ティ フ 種の 犬ぐ 

どうもう 

らいあって、 それに、 とても、 すばしこくて、 獰猛な 

奴でした。 もし 私が 裸で 寝て いたら、 きっと 八つ裂き 

にされ て 食べられた でしよう。 

死んだ 鼠の 尻尾 を はかって みると、 ニ^ -1 ド ぐらい 

ありました。 まだ 血 を 流して 横にな つてい る 死骸 を、 

ベッドから 引きずり おろす の は、 実に、 厭な ことで し 

た。 それに、 まだ、 少し 息が 残って いるよう でした が、 

これ は、 首のと ころへ 深く 剣 を 突き刺して、 息の根 を 

とめて しまいました。 

それから 間もなく、 細君が 部屋に 入って 来ました。 


私が 血 まみれに なって いるの を 見て、 細君 は K けよ つ 

て、 抱き上げて くれました。 私 は 鼠の 死骸 を 指さし、 

そして、 笑いながら、 怪我はなかった と 手 まねで 教え 

ました。 細君 は 大喜びでした。 女中 を 呼ぶ と、 死骸 を 

火箸で はさんで、 窓から 捨てさせました。 それから、 

彼女 は 私をテ ー ブルの 上に 乗せて くれました。 私 は 血 

だらけの 短剣 を 見せ、 上衣の 垂れで 拭いて 鞘に おさめ 

ました。 


2 見世物に された 私 


この 家に は 九つになる 娘が いました。 年の わりに は、 

とても 器用な 子で、 針仕事 も 上手 だし、 赤ん坊に 着物 

を 着せたり する こと も、 うまい ものでした。 この 娘と 

母親の 二人が 相談して、 赤ん坊の 揺籃 を 私の 寝床に 作 

たんす 

りなお して くれました。 私 を 入れる 揺籃 を 箪笥の 小さ 

な 引出に 入れ、 鼠に 食われな いように、 その 引出 をつ 

るし 棚の 上に 置いて くれました。 私が この 家で 募して 

いる 間 は、 いつも これが 私の 寝床でした。 もっとも、 

私が この 国の 言葉が わかる ようになり、 ものが 言え る 


ようにな ると、 私 はいろ- (^と 頼んで、 もっと 便利な 

寝床に なおしても らいました。 

この 家の 娘は大 へん 器用で、 私が  一 二度 その 前で 洋 

服 を 脱いで みせる と、 すぐに 私に 着せたり 脱がせたり 

する ことができる ようになりました。 もっとも、 娘に 

手伝って もらわな いとき は、 私 は 自分 ひとりで、 着た 

リ 脱いだり していました。 彼女 は 私に シャツ を 七 枚と、 

それから 下着な どをこしら えて くれました。 一 番 やわ 

ら かい 布地で こしらえて くれたので すが、 それでも、 

ズックより もっと ゴッ/ \ していました。 そして、 そ 

の 洗濯 も 彼女が して くれる のでした。 


彼女 は 私の 先生に なって、 言葉 を 教えて くれました。 

何でも、 私が 指さす もの を、 この 国の 言葉で 言って く 

れ ます。 そんな ふうに して 教えられ たので、 二三 日 も 

すると、 私 はもう 欲しい もの を 口で 言える ようになり 

ました。 

彼女 は大 へん 気 だての ぃゝ 娘で、 年の わりに 小柄で、 

四十 フィ— ト しかなかった のです。 彼女 は 私に、 グリ 

ルド リツ グ という 名前 をつ けて くれました。 やがて 家 

の 人々 も、 この 名 を 使うよう になる し、 後に は 国中の 

人が みな、 私の こと をそう いって 呼びました。 この グ 

リル ドリ ッグ という 言葉 は、 イギリス でなら、 マ ニキ 


ン (小人) という 言葉と 同じ 意味でした。 

私が この 国で 無事に 生きて いられた の は、 一 つに は、 

この 娘のお かげでした。 私たち はこ、 にいる 間 じゅう、 

決して 離れなかった ものです。 私 は 彼女の こと を、 グ 

ラム ダルク リッチ (可愛い お 乳母さん) と 呼びました。 

彼女が 私に つくして くれた、 親切の かずく は、 特に、 

こ、 に 書いて おきたい と 思います。 私 はぜ ひ、 折が 

あったら、 彼女に 恩返しし たいと、 心から 願って いる 

のです。 

さて、 私の 主人が 畑で 不思議な 動物 を 見つけた とい 

う 噂 は、 だん/^、 ひろがって ゆきました。 


その 動物の 大きさ は、 スプラ クナク (この 国の 綺麗 

な 動物で、 長さ はおよ そ 六 フィ— ト ほど) ぐらいで、 

形 はまる で 人間と 同じ 形 だし、 動作 も 人間と そっくり、 

何だか 可愛い 言葉 を しゃべる し、 それに この 国の 言葉 

も 今 は 少し おぼえた よう だし、 一 一本 足で まっすぐ 立 つ 

て 歩く し、 おとなしくて、 すなおで、 呼べば 来る し、 

言いつけ たこと は 何でもす るし、 とても、 きゃしゃな 

手足 を 持って いて、 顔色 は 三つになる 貴族の 娘より、 

もっと 綺麗 だ、 などと、 私の 評判 は、 だんく、 ひろ 

まって いました。 

ところで、 主人の 親友の 農夫が、 この こと を 聞く と、 


ほんと かどう か、 見に やって来ました。 私 はさつ そく 

つれ 出されて、 テ ー ブルの 上に 乗せられました。 私 は 

言いつけ どおりに、 歩いて 見せたり、 短 剣を抜いたり、 

おさめた りして 見せました。 それから、 お 客に 向って、 

うや- (^しく、 おじぎ をして、 

「よくい らっしゃ いました。 御機嫌 はいか、 V です かご 

と、 可愛い 乳母さん から 教えられた とおりの 言葉 で 

言つ て やりました。 

そのお 客 は 年寄で 目が よく 見えない ので、 もっとよ 

く 見ようと 眼鏡 を かけました。 それ を 見る と、 私 は 腹 

を か、 えて 笑わないで はいられ なくなりました。 とい 


うの は、 彼の 目が、 二つの 窓から 射し 込む 満月の よう 

に 見えた からです。 みんな は、 私のお かしがる わけが 

わかる と、 一し よに なって 笑いだ しました。 すると、 

老人 はムッ として 顔色 を 変えました。 

この 老人 は、 けちんぼう だとの 評判で したが、 や は 

リ そうでした。 そのため、 私 はとんだ 目に会う ことに 

なりました。 こゝ から 二十 二 マイルば かり、 馬で なら、 

半時 間 か、 る、 隣り の 町の 市日に、 私 を つれて 行って、 

ひとつ 見世物に する がい、、 と、 彼 は 主人に す、 めた 

のです。 

主人と その 男 は、 とき，^、 私の 方 を 指さして、 長 


い 間、 ひそ/^ とさ、 やき 合って いました。 私 は それ 

を 見て、 これ は 何 か 悪い こと を 相談し 合って るな、 と 

思いました。 じっと 気をつけて いると、 とき-^、 も 

れて 聞え る 一 一人の 言葉 は、 なんだか 私に も わかる よう 

な 気がしました。 しかし、 ほんとの こと は、 次の 朝、 

グラム ダルク リッチが 私に 話して くれたので、 それで、 

すっかり わかった のでした。 

私が 見世物に される という こと を、 グラム ダルク 

リッチ は、 母親から 聞き出した のでした。 彼女 は 私と 

別れる こと を、 大 へん 悲しがり、 私 を 胸に 抱きしめて 

泣き だしました。 


「見物人た ち は、 どんな 乱暴な こと をす るか わかり ま 

せん。 あなた を 押しつ ぶして しまう かもしれ ないし、 

もしかすると、 手 を 取って、 あなたの 手足 を 一本 ぐら 

い 折って しまう かも わかりません ご 

と、 彼女 は 私の こと を 心配して くれる のでした。 

「あなた は 遠慮ぶ かい、 おとなしい、 そして、 気位の 

高い 人でしょう。 それな のに、 見世物なん かにされ て、 

お金の ために、 卑しい 連中の 前で なぐさみに されるな 

んて、 ほんとうに 口惜しい ことでしょう。 お父さん も 

お母さん も、 私に グリル ドリ ッグを あげる と 言つ て 約 

束した くせに、 今にな つて、 こんな こと をす るので す。 


去年 も 子羊 を あげる と 言って おきながら、 その 羊が 肥 

えてく ると、 すぐ 肉屋に 売り払って しまった、 あれと 

同じような こと をしょう としてる のです。」 

と、 彼女 は 私の こと を 嘆く のでした。 

しかし、 私 は、 この 乳母さん ほどに は、 心配して い 

なかった のです。 いっか は、 きっと 自由の 身に なって 

みせる と、 私 は 強い 希望 を 持って いました。 それに、 

私が 怪物と して、 あちこちで 見世物に されても、 私 は 

この 国に は 知人 ひとり ある わけで はなし、 私が ィ ギリ 

スに 帰って から も、 何も、 この こと は 非難され る はず 

がない と 思います。 イギリスの 国王で も、 今の 私と 同 


じょうな ことにな つたら、 やはり、 これく らいの 苦労 

はする だろう、 と 私 は 思いました。 

主人 は 友達の 意見に したがって、 私 を 箱に 入れて、 

次の 市日に 隣り の 町まで 運んで 行きました。 私の 可愛 

い 乳母さん (娘) も、 父親の 後に 乗って、 一し よに つ 

いて 来ました。 私の 入れられた 箱 は、 四方と も 塞がれ 

ていて、 たゾ、 出入口の 小さな 戸口の ほかに は、 空気 

さり 

抜きの ため 錐の 穴が 二つ 三っつけ て ありました。 娘 は 

私が 寝られる ように、 箱の 中に 赤ん坊の 蒲団 を 敷いて 

くれました。 

この 箱の 旅 は、 たった 半時 間の 旅行で したが、 身体 


が ひどく 揺られた ので、 私 はくた くになって しまい 

ました。 なにしろ、 馬 は 一歩に 四十 フィ— トも 飛んで、 

しかも 非常に 高く 跳ねる ので、 私の 箱 は、 まるで 大暴 

風雨の 中 を、 船が 上ったり 下ったり する ような もので 

した。 

さて、 町に 着く と、 主人 は、 行きつ けの 宿屋の 前で 

馬 をお り、 しばらく、 宿の 亭主と 相談して いました。 

それから、 いろんな 準備が 出来 上る と、 東西屋 を やと つ 

て、 町中に 触れ 歩かし ました。 

「さあ、 いらっしゃい、 いらっしゃい、 世に も 不思議 

な 生物、 身の 丈 は スプラ クナク (この 国の 綺麗な 動物) 


ほど もない のに、 頭の てっぺんから 足の 先まで、 身体 

は 人間に そっくり その ま、、 言葉が 話せて 面白い 芸当 

をいた します ご 

と、 こんな ふうな こと を しゃべらせ たのです。 

私 は 宿屋で、 三百 フィ ー ト 四方 も ありそうな、 大広 

間に つれて 行かれ、 テ ー ブルの 上に 乗せられました。 

私の 乳母 は、 テ— ブルの そばの 腰掛の 上に 立って、 私 

の 面倒 をみ たり、 いろ- (^と 指図 をして くれる のでし 

た。 そのうちに、 見物人が ぞ ろくと 押し かけて 来 ま 

したが、 あまり 混雑す るので、 主人 は 一回に 三十 人 だ 

け 見せる ことに 決めました。 


私 は 乳母の 言い つけ どおりに、 テ— ブルの 上 を 歩き 

まわったり、 私に もの を 言わそう として、 彼女が い 

ろく 質問 をす ると、 私 は カー ぱいの 声で、 それに 答 

える のでした。 それから、 何度も 見物人の 方 を 振り向 

いて、 ていねいに おじぎして、 「よくい らっしゃ いまし 

た ご と 言ったり、 そのほか、 教わった とおりの 挨拶 を 

ゆびぬき 

します。 そして グラム ダルク リッチが、 指貫に 酒 を 注 

いで 渡して くれる と、 私 は みんなの ために 乾盃 をして 

やります。 かとお もえば、 短 剣を抜いて、 イギリスの 

剣術 使の まね をして、 振り まわします。 私の 乳母が、 

藁の 切れつ ぱしを 渡して くれる と、 私 は それ を 槍の つ 


もりに して、 若い 頃 習った 槍の 術 をして 見せます。 

その 日の 見物人 は、 十二 組あった ので、 私 は 十二 回 

も、 こんなく だらない まね を 繰り返さ ねばなら なかつ 

たのです。 そうく、 私 は 疲れて 腹が立って、 すつ か 

り、 へばって しまいました。 

私 を 見た 連中が、 これ は素晴 しいと いう 評判 を 立て 

たもので すから、 見物人 は どっと 押し かけて、 大入満 

員でした。 主人 は、 私の 乳母 以外に は、 誰に も 私に 指 

一 本 さわらせません。 そのうえ、 危険 を 防ぐ ために、 

テ— ブルの まわり を、 ぐるりと ベンチで 取り囲んで、 

誰の 手に もと、 V かないよう にしました。 


それでも、 いたずらの 小学生が、 私の 頭 を ねらって 

榛の実 を 投げつ けた ものです。 あたらなかった ので 助 

かりまし たが、 もし あたったら、 私の 頭 は 滅茶苦茶に 

された でしよう。 なにしろ 榛の 実と いっても、 南瓜ぐ 

らいの 大きさ だし、 それに 猛烈な 勢で 飛んで 来たので 

す。 しかし、 このいた ずら 小僧 は、 なぐられて 部屋 か 

ら 追い出されて しまいました。 

巿日 がすんで、 私たち は 家に 戻り ましたが、 主人 は 

この 次の 巿日 にも、 また この 見世物 を やる という 広告 

を 出しました。 そして、 それまでに、 私の ために もつ 

と 便利な 乗り物 を 用意して くれました。 だが、 それ は 


あたりまえの ことで、 なにぶん この 前の 旅行で、 私 は 

非常に 疲れ、 八 時間 も ぶっとおしに 見世物に された の 

で、 へト /\ になって しまいました。 私が 元気 を 取り 

返す に は、 少く とも 三日 はか ゝ りました。 

ところが、 私の 評判 を 聞いて、 あちこちの 紳士た ち 

が、 百 マイル も 先から、 今度 は 主人の 家に 押し かけて 

来ました。 私 は 家で も 休め なくなりました。 毎日々々 

私 は ほとんど 身体の 休まる 暇はなかった のです。 

これ はもう かりそう だ、 と 主人 は、 今度 は 私 を 街 か 

ら 街へ つれ 歩いて 見世物に する こと を 思いつきました 

長い 旅行に 必要な 支度 をと、 のえ、 家の 始末 をつ ける 


と、 細君に 別れ を 告げて、 一七 〇 三年の 八月 十七 日 (こ 

れは 私が この 国へ 着いて からち ようど 一 一力 月 目で し 

た) に 出発し ました。 主人 は、 この 国の ほ、 V 真中に あ 

る、 首都 をめ ざして 行く のでした が、 家から そこまで 

は、 三千 マイルの 道のりでした。 

主人 は 娘の グラム ダルク リッチ を 自分の 後に 乗せ ま 

した。 私 は 箱に 入れられ、 その 箱 は 娘の 腰に 結びつけ 

て ありました。 彼女 は 箱の 内側 を 一 番 やわらかい 布地 

です つかり 張って くれ、 下に は 厚い 敷物 を 入れて、 そ 

の 上に 赤ん坊の 寝台 を 置いて くれました。 私の 下着 や 

シャツなん かも、 みんな、 彼女が と、 のえ て くれ、 何 


不自由な くして くれました。 私たちの 後から、 家の 小 

僧が 一人、 荷物 を 持って ついて 来ました。 

主人の 考えで は、 この 旅 は 途中の 町で 見世物 を 開き、 

客の ありそうな 村 や、 貴人の 家に は、 五十 マイル や 百 

マイル は、 寄り道す るつ もりだった らしい のです。 私 

たち は 毎日わず かに 百 四 五十 マイルぐ らいず つ 進み、 

大 へんら くな 旅 をし ました。 グラム ダルク リッチが 私 

を 庇うた めに、 馬の 揺れです ぐ 自分の 方が 疲れて しま 

うと 言って くれた からです。 私が 頼む と、 彼女 はた 

びく、 箱から 出して は、 外の 空気 を 吸わせて くれた 

り、 景色 を 見せて くれました。 そんなと き、 彼女 は 紐 


でしつ かり 私 を 引っ張つ ていて くれる のでした。 

私たち は ナイル 河 や ガン ジス 河よりも、 何 倍 も 大き 

な 河 を、 五つ 六つ 越した のです。 ロンドンの テムズ 河 

みたい な、 小さな 川 は 一 つもない のです。 この 旅行 は 

十 週間 かゝ りました。 私たち は 十八の 大都市に 立ち寄 

り、 それから 村々 や、 貴人の 家で、 何十 回と なく、 見 

世 物に なりました。 

十月 二十 六日に、 いよ/^、 私たち は 国 都に 着き ま 

した。 その 国 都の 名 は 口— ブ ラル グラット といわれ、 

これ は 『世界の 誇』 という 意味でした。 主人 は 宮殿 か 

ら 程遠くない、 目抜きの 大通りに 宿 をと りました。 そ 


して、 この 私の こと を、 くわしく 書いた ビラ を、 あち 

こちに 貼り 出しました。 それから、 方 三 四百 フィ ー ト 

も ある、 大きな 部屋 を 借りて、 そこに、 私の 舞台と し 

て、 直径 六十 フィ— ト ばかりの テ— ブル を 置きました。 

そして、 私が 落っこちな いように、 テ— ブルの 縁から 

三フィ J ^入った ところに、 高さ、 三フィ ） ^の 柵 を 

めぐらしました。 

私 は 毎日、 十回ず つ 見世物に され ましたが、 人々 は 

すっかり 感心して、 大 満足の ようでした。 私 はこの 頃、 

もうかな りう まく 言葉が 使えて、 話しかけられる 言葉 

なら、 何でも わかる ようになって いました。 そのうえ、 


家に いると きも、 旅行 中 も、 いつも グラム ダルク リツ 

チが 私の 先生に なって くれたので、 この 国の 文字 もお 

ぼえ、 ちょっとした 文章なら 説明す る ことができ るよ 

うにな りました。 彼女 は ポケットに 小さな 本 を 入れて 

いました。 それ は 若い 娘た ちに よく 読まれる 本で、 宗 

教 のこと が 簡単に 書いて あります。 その 本 を 使って、 

彼女 は 私に 字 を 教えたり、 言葉 を 説明して くれる ので 

した。 


3 箱の 中の 私 


私 は 毎日、 忙しく 動き まわらされ たので、 二三 週間 

もす ると、 とうく 身体の 調子が 変にな りました。 主 

人 は 私のお かげで、 もうければ もうける ほど、 ます/^ 

欲ば りに なりました。 私 はまる で、 食事 も 欲しくな く 

なり、 骸骨の ように 痩せ細りました。 主人 は それ を 見 

ると、 これ は 死んで しまう にちがいない、 と 考え、 こ 

れが 生きて いるう ちに、 できるだけ もうけて おこう、 

と 決心した ようです。 

ちょうど、 彼が こんな こと を 考えて いると ころへ、 


宮廷から 一人の 使者が やって来ました。 王妃と 女官た 

ちのお 慰みに する の だから、 すぐ 私 を つれて 来い、 と 

いう 命令な のです。 これ は、 女官た ちの 中に もう 私 を 

見物した ものが あって、 私の 振舞いの 美しい こと、 賢 

いこと など、 いろく 珍しい 話 を 申し上げて いたから 

です。 

さて 宮廷に 私が 引き出され ると、 王妃 や 女官た ち は、 

私の 物腰、 態度 を 見て、 大 へん 面白がりました。 私 は 

さっそく ひざまずいて、 王妃の 御 足に キスす る こと を 

お願いし ました。 しかし、 慈 深い 王妃 は、 手の 小指 を 

差し出されました。 私 はテ— ブルの 上に 置かれて いた 


ので、 その 小 指 を 両腕で か、 えて、 その 先にう やく 

しく 唇 を あてました。 

王妃 はまず、 私の 国 や 旅行に ついて、 いろく 質問 

されました。 私 は できるだけ 簡単に、 はっきり とお 答 

えしました。 それから 王妃 は、 宮廷に 来て 住む 気 はな 

いか、 と 聞かれました。 そこで、 私 はテ— ブルに 頭 を 

すり つけて、 

「只今 は 主人の 奴隸 でございますが、 もし、 お許しが 

出る のでしたら、 私 は 陛下に 一 身 を 捧げて お仕えした 

いと 存じます ご 

と 答えました。 


すると、 王妃 は 主人に 向って、 これ をい、 値段で 売つ 

て はくれ ないか、 とお 尋ねに なりました。 主人の 方で 

は、 私が とても あと 一月と は 生き ていまいと 思って い 

たと ころです から、 

「それで は、 お譲りい たします が、 金貨 一千 枚 頂戴い 

たしたい と 存じます ご 

と 言いました。 

王妃 は その 場で、 すぐお 金 を 渡されました。 そのと 

き、 私 は 王妃に 次のように、 お願いし ました。 

「これから 陛下に お仕えす るに つきまして、 お願いし 

たいこと がご ざいます。 それ は、 今日まで 私の こと を 


よく 気 を つけて 面倒 を みてくれて いた グラム ダルク 

リッチの ことです。 あの人 も ひとつ 宮廷で お召し使い 

になり、 これから もずつ と 私の 乳母と 教師に させて い 

ただけ ないで しょうか ご 

王妃 はこの 私の 願い をす ぐ 許されました。 が、 父親 

の 方 もこれ はわけ なく 承知し ました。 自分の 娘が 宫廷 

に 召し出される こと は、 彼に は 願っても ない 喜びで し 

た。 娘の 方 も、 うれし さは 包み きれないよう でした。 

そこで 旧主人 は 私に 別れ を 告げ、 

「よい 御 奉公 をす るの だよ ご 

と 言いながら 出て 行きました。 


私 は 軽く おじぎした だけで、 返事 もして やらな かつ 

たのです。 王妃 は、 私の この 冷淡 さに 気がつかれ、 ど 

うした のか、 とお 尋ねに なりました。 そこで、 私 は あ 

りの ま、 を 申し上げました。 

「私 は あの 主人に 畑の 中で 見つけ 出された のです が、 

そのと き、 頭 を 打ち砕かれなかった こと だけが、 まあ 

有り難かった のです。 主人 は 私 を 見世物に したりして、 

さんざ 大 もうけし たのです から、 私 は 主人の 恩に は充 

分 報いて いる はずです。 これまで 私の 送って きた 生活 

は、 私より 十倍 強い 動物で も、 死んで しまい そうな、 

そんな、 ひどい ものでした。 毎日つ、 V け ざまの 骨折 リ 


のた め、 私の 身体 は 非常に 弱って いました。 主人 はも 

う 私が 長生き しないと 思 つたから、 陛下に 売り払 つ た 

のです。 

けれども 今では、 自然の 光、 世界の 愛人、 人民の 喜 

び、 天地の 不死鳥で あらせられる 陛下に 保護され まし 

たので、 もう 私 は 悪い 扱い をされ る 心配 もな くな リま 

した。 陛下のお 顔 を 眺めさせ ていた ゾ くだけで も、 私 

はもう、 ひとりでに 元気の 湧いて くる 気が いたし ま 

すご 

私 は ざっと、 こんな ふうに 王妃に 申し上げました。 

王妃 は 私の 挨拶 を 聞かれる と、 とにかく、 こんな 小さ 


な 動物に、 こんな 智 恵と 分別が あるの を、 すっかり 驚 

かれました。 そこで、 王妃 は 掌の 中に 私 を 入れて、 国 

王 陛下の 部屋のと ころへ、 つれて 行かれました。 

国王 陛下 は、 非常にい かめし く、 おもく しい 顔つ 

きの 方でした が、 はじめは、 私の 恰好が、 よくお わか 

りに ならな か つ たらしく、 

「い つから スプラ クナク など 可愛が つてる の だね ご 

と、 王妃に お聞きに なりました。 

これ は 私が、 王妃の 右手の 中に うつ 伏してい たので、 

国王 は、 てっきり 私 を スプラ クナク (この 国の 動物) 

だと 思われた のでしょう。 


ところが、 王妃 は 非常に 気の きいた、 面白い ことの 

好きな 方でした。 私 を そっと 書き もの 机の 上に 置く と、 

ひとつ 国王に 身の上 話 をして あげなさい、 と 仰せられ 

るので す。 私 はごく 簡単に 話しました。 そのと き、 戸 

口まで ついて 来て、 私から 目を離さなかった グ ラムダ 

ルク リッチが 部屋の 中に 入って 来ました。 彼女 は、 私 

が 彼女の 父の 家に 来てから 以来の こと を、 全部 残らず、 

陛下に 説明して 聞かせました。 

国王 は、 この 国 一番の 学者で、 哲学 や 数学に くわし 

い 方でした。 はじめ、 私が まだ もの を 言わないで、 まつ 

すぐに 立って 歩いて いるの を 御覧に なった とき、 これ 


は 誰か 器用な 職人が 工夫して 作った、 ぜんまい 仕掛の 

人形だろう、 とお 考えに なりました。 けれども、 私の 

声 を 聞き、 私の 言う ことが、 一 つ 一 つ 道理に 合って い 

るの を 御覧に なると、 さすがに びっくりされ たようで 

しかし、 国王 は、 どうして 私が この 国へ 来た か、 そ 

れ だけ は、 私の 説明で は、 どうも 満足され なかった よ 

うです。 これ は グラム ダルク リッチと 父親が で つ ち あ 

げた 作り話だろう、 よい 値段で 売りつ ける ために、 二 

人で 言葉 を 教え込んだ のだろう、 という ふうに お考え 

になり ました。 それで 陛下 は 私に 向って、 まだ、 い 


ろ/ \ と 質問 をされ ました。 

私 はす じみちの 立つ 返事 を 申し上げました。 たゾ、 

なま リ 

私の 言葉に は 訛が あり、 農家で おぼえた のです から、 

宮廷の 上品な 言い方で はな か つ たわけです。 

この 国で は 毎週、 三人の 大学 者が、 陛下のと ころに 

集まる ことにな つてい ました。 陛下 は、 その 三人の 学 

者 を 呼んで、 この 私 を 研究 させられました。 これ は 一 

たい 何だろう かと、 学者た ち は、 しきりに 首 を ひねつ 

て、 私の 形 を 調べて いました が、 みんな、 まち/ \ の 

こと を 言う のでした。 

これ はどう も 自然の 正しい 法則から 生れた もので は 


ない、 こんな 身体で は 木に よじのぼる こと も、 地面に 

穴 を 掘る こと もで きないから、 さぞ 困る だろう、 とい 

うこと だけ は、 三人と も 意見が 合いました。 

彼等 は 私の 歯 をよ く 調べて みたう えで、 これ は 肉食 

動物 だと 言いだ しました。 ところが、 大 がいの 獣 は 私 

より 強いので す。 野鼠で も 私よ リ 敏捷でした。 これで 

は、 かたつむ りか 虫で も 食べる のでなければ、 生きて 

ゆけ ると は 考えられな いのです。 ところが、 いろいろ 

やって みても、 とても そんな もの は 食べない という こ 

とがわ かりました。 

学者の 一 人 は、 もしかすると、 これ はま だ 産れ ない 


前の 子供だろう、 と 言いだ しました。 だが、 それに は 

二人の 学者が すぐ 反対し ました。 これに は 手 も 足 も 

ちゃんとつ いている、 それに 髯ま である、 髯は 虫眼鏡 

で 見なければ わからな いが、 とにかく、 これ は 数年間 

は 生きて 来た ものに ちがいない、 と 二人の 学者 は 言う 

のでした。 

学者た ち は、 また 首 を ひねって 言います。 これ は 

こびと 

侏儒で もない、 侏儒なら、 王妃のお 気に入 リ のこの 国 

第一 の 小人で も、 身の 丈 三十 フィ— トは あるが、 これ 

はもつ と 小さい から、 侏儒と も 言えない、 と 不思議が 

るので した。 そんな ふうに して、 いろ/ \ 議論 をした 


あげく、 三人 はとう/ \、 こう 決めて しまいました。 

これ はつ まり、 自然が いたずらして 作り出し たもの だ 

ろう、 という ことにな つて、 私の こと を、 『自然の 戯れ』 

だと 彼等 は 言う のでした。 

こんな ふうに 学者た ちが 私 を、 『自然の 戯れ』 だと 決 

めて しまったので、 私 は それが、 ひどく 不服でした。 

そこで、 私 は 国王 陛下に 申し上げました。 

「どうか 私の 申し上げる こと も 少し 聞いて ください。 

私 はこう 見えても、 これで も 故国に 帰り さえ すれば、 

私と 同じような 背丈の 人間が、 何百 万人と いるので す。 

そして そこで は、 動物 も 樹木 も 家 も、 みんな 私の 身体 


と 同じ 割合で、 小さくな つてい ます。 ですから、 私で 

も、 その 国で なら、 充分 自分で 身 を 守る こと もで きる 

し、 ちゃんと 立派に 生きて ゆけ るので すご 

私 はこう 言って、 学者た ちの 見当違い を 正して やつ 

たつ もりな のです。 しかし、 彼等 はた >  ニヤく 笑う 

ばかりで、 

「あんなう まいこ と言うが、 農夫から 教え込まれ たの 

だろう ご 

と言うの でした。 

しかし、 陛下 はさす がに 賢い お 方でした。 それで、 

学者た ち を 帰らす と、 もう 一 度、 私の 旧主人の 農夫 を 


呼びに やられました。 私の 旧主人が やって来 ると、 陛 

下 はまず 御自身で、 彼に いろ/ \ と お尋ねに なリ まし 

た。 それから、 その 旧主人と 私と 娘と、 三人に 目の前 

で 話させて 御覧に なりました。 そして、 これ は 私たち 

の 言つ てること が、 ほんと かもしれ ない、 という ふう 

にお 考えに なりました。 

陛下 は 王妃に、 私の 面倒 をよ くみる ように 言いつけ 

られ ました。 また、 私と グラム ダルク リッチが 非常に 

仲好しな の を 御覧に なって、 私の 世話 はこの 娘に やら 

せようと、 お考えに なりました。 そこで 彼女 は 宮中に 

便利な 部屋 を 一 つ あてがわれました。 そして、 彼女の 


世話 をす るた めに、 家庭教師の 婦人が 一 人、 それから、 

着物の 世話 をす る 女中が 一 人、 いろんな 雑用 をす る 召 

使が 二人、 それだけが 彼女に 附き 添う ことにな り まし 

た。 けれども、 私の 世話 は 全部、 グラム ダルク リッチ 

一 人が して くれる のでした。 

王妃 は、 ぉ附 きの 指 物師に 言いつけて、 私の 寝室に 

なる ような、 一 つの 箱 を 作らせに なりました。 これ を 

作る に は、 私と グラム ダルク リッチが、 いろ/^ 意見 

を 言った のです が、 指物師 はとても 器用な 職人でした 

から、 三 週間 もす ると、 私の 指図した とおりに、 縦横 

十六 フィ— ト、 高さ 十二 フィ— ト、 それに、 窓と 戸口 


と 二つの 小 部屋の ある、 木造の 室 を 作り上げました。 

それ はまる で、 ロンドンの 寝室 そっくりでした。 

ちょう つが い 

この 寝室の 天井の 板 は、 二つの 蝶番で、 開けた て 

できる ようになって います。 家具 師が 持って来た 寝台 

を、 その 天井のと ころから 入れました。 寝台 は 毎日、 

グラム ダルク リッチが 取り出して 日に あて、 ちゃんと 

自分で と、 のえ て は、 晚 になる と 中に 入れ、 天井に 錠 

をお ろす のでした。 

それから、 小さい 骨董品な どをこ しらえ るので 有名 

な 一人の 職人が、 象牙み たいな もので、 凭つ かかりの 

ついた 椅子 を 二つ、 引出つ きの テ— ブル を 二つ、 作つ 


て くれました。 部屋 は 壁 も 床 も 天井 も、 蒲団が 張りつ 

めて ありました。 この 寝室 を 提げて 持ち歩く とき、 中 

にいる 私が 怪我 を するとい けない し、 また、 馬車に 乗 

せる ときに、 揺れる の を 防ぐ ために、 こうして あるの 

です。 

私 は、 鼠な どの 入って 来ない ように、 扉に 鍵 をつ け 

て ほしいと 言いました。 鍛冶屋 は、 いろ/ \ 工夫して 

みたう えで、 これまでに 類のない ほど、 小さな 鍵 を 作つ 

て くれました。 イギリス にだって、 紳士の 家の 門な ど 

に は、 もっと 大きな のが ある はずです。 私 はこの 鍵 は 

自分の ポケットに しまって おく ことにしました。 あん 


まり 小さい ので、 グラム ダルク リッチに 持たせて は、 

失く する かもしれ ない と 思った からです。 

王妃 は 一 番 薄い 絹地で、 私の 洋服 を 作らせて くださ 

いました。 が、 これ は イギリスの 毛布ぐ らいの 厚さで、 

馴れる までに はずい ぶん 着心地の 悪い 服でした。 仕 立 

はすつ かりこの 国の 型でした が、 ペルシャ 服の ような 

ところ も あれば、 支那 服に も 似て いて、 非常にき ちん 

としていて 重々 しい ものでした。 

王妃 は 私が すっかり お気に入りで、 私が いないと 食 

事 も 召し 上らない ほどに なりました。 私 は 王妃の 食卓 

の 上に、 ちょうど その 左 肱 の あたりに、 私の テ ー ブル 


と 椅子 を 置いても らうので した。 グラム ダルク リッチ 

は、 私の テ— ブルの 近くの、 床の 上の 腰掛の 上に 立つ 

て、 私の 面倒 を みてくれる のです。 

私の ために は、 銀の 皿が 一揃い、 そのほか いろんな 

品が ぁリ ましたが、 これ も 大きさ は、 王妃 御自身の も 

のに くらべる と、 ちょうど 玩具 屋 にある 人形のお 家の 

食器 類の ような ものでした。 私の 食器 はちゃん と 銀の 

箱に 入れて、 乳母さん が ポケットに しまって いて、 食 

事のと きになって、 欲しい というと、 必ず 自分で 綺麗 

に 拭いて、 それから、 私に 渡して くれます。 王妃と 一 

しょに 食事 をす るの は 二人の 王女 だけで、 姉の 方 は 十 


六 歳、 妹 は 十三 歳と 一 力 月でした。 

王妃が 肉 を 切って、 私の 皿に 入れて くださる と、 私 

は 自分で さらに、 それ を 小さく 切って 食べます。 この 

ま 、ごとの ような、 私の 食べ方が、 王妃に はとても 面 

白かった のでしょう。 というの は、 王妃 は、 (少食の 方 

でした が) なにしろ、 イギリスの 百姓が 十二 人 も 食べ 

られる ほどの もの を、 一 口に 召し 上る のです。 実際 こ 

の 有様に は、 私 もときぐ、 やりきれない 気持が しま 

した。 

王妃 は、 雲雀の 翼 を、 骨 ごと ポリく 嚙み 砕いて し 

まわれ ますが、 その 翼の 大きさ は、 七面鳥の 翼の 九 倍 


から あるので す。 それに、 パンの  一 口 分 も、 驚く ほど 

大きな ものです。 

王妃 は 黄金の 盃で、 大樽 一箇 分 以上の 飲物 を、 一息 

にお 飲みになります。 それから、 王妃の ナイフの 大き 

さは、 大鎌の 二倍 もあります。 スプ ー ン もフォ ー クも 

それぐ みな 実に 大きな ものです。 私 はいつ か グラム 

ダルク リッチが、 面白半分に 宮廷の 食卓に つれて 行つ 

て くれたの を、 おぼえて いますが、 こういう 巨大な、 

ナイフ ゃフォ ー クが、 十 あまり も 並んだ 有様、 こんな 

恐ろしい 光景 は、 全く 見た ことがない と 思いました。 

この 国で は 毎週、 水曜日が お休みの 日な ので、 この 


日に は、 両陛下 はじめ、 王子 王女 殿下 も、 国王 陛下の 

お 部屋で 一 しょに 食事 をされ る ことにな つてい ます。 

私 は 今では 国王 陛下に も、 すっかり お気に入り になつ 

ていたので、 この 会食の ときには、 いつも 私の 椅子と 

食卓が、 陛下の 左手の 塩 壷の 前に 置かれました。 

陛下 は、 私と 話 をす るの がお 好きで、 ョ ー 口 ツバの 

風俗、 宗教、 法律、 政治、 学問な どに ついてい ろく、 

お 質問になります。 私 も できるだけ、 よくお 答え 申し 

上げる のでした。 陛下 は 頭の ぃゝ 方です から、 私の 申 

し 上げる ことが、 すぐお わかりです。 そして、 なかく 

賢い こと をお つ しゃいます。 


けれども、 一 度 こんな ことがあ りました。 私が ィギ 

リスの こと や、 貿易の こと や、 戦争 や、 政党の こと を 

あまり、 い、 気になって しゃべりました ところ、 陛下 

は、 右手に 私 をつ まみ 上げて、 左の 手で 静かに 私 をな 

でながら、 大笑いされ ました。 それから、 陛下の 後に 

大きな 白い 杖 を 持って 控えて いる 首相 を かえりみて、 

こう 言われました。 

「人間なん て、 いくら 威張った ところで、 つまらない 

もので はない か。 このち つぼけ な 虫 けらで さえ、 まね 

がで きる の だからな。 どう だ、 こんな 奴等に でも、 位 

とか 称号が あると いうし、 家と か巿 とか 呼ぶ、 ちつ ぼ 


けな 巣 や 穴な ども 作る らしい。 それに、 お洒落 をして 

みたり、 戦争して みたり、 喧嘩した リ、 欺いた リ、 裏 

切ったり するとい うの だからな。」 

と、 大 たいこん な ふうな 調子で 言われました ので、 

自分の 祖国が こんなに 軽蔑され るの を 聞いて は、 私 は 

腹が立って、 顔が 真 赤に なって しまいました。 しかし、 

よく/ \ 考えな おしてみ ると、 私 は 陛下に 恥 を か、 さ 

れた のか どうか、 あやしくな りました。 というの は、 

私 はこうして 幾 月 か、 この 国民の 姿 や 話しぶ りに 馴れ、 

見る ものが みな、 この 国で は 人間の 大きさに 比例して 

大きい、 という ことが わかって きたので、 今では、 も 


う はじめの ように、 その 大きさに 驚いたり 恐れたり し 

なくなりました。 ですから、 今では、 もし イギリスの 

貴族た ちが 晴着 を 着て、 さも 上品ら しく、 気 どった 恰 

好で、 歩いたり、 おじぎ をしたり、 おしゃべり してい 

るの を 見たら、 私 はかえ つて、 噴き出す かもしれ ませ 

ん。 ちょうど、 今 この 国の 陛下 や 貴族が、 私 を 笑った 

ように、 私 もまた、 彼等 を 大いに 笑って やりたい 気に 

なる でしよう。 

また 実際、 王妃が よく 私 を 掌に 乗せて 鏡の 前に つれ 

て 行き、 私たち 両方の 全身 を 一し よに 映して 見せる と 

きな ど、 われながら 微笑 させられました。 全く この 滑 


稽な 比較に は、 私 はなんだ か 自分の 実際の 身体が、 ずつ 

と 小さく 縮ま つ てく るよう な 気がしました。 

私が 一番 癩に さわり、 悩まされ たの は、 王妃のと こ 

ろの 侏儒でした。 

彼 は 国中で 一 等 背が低いので、 (実際、 三十 フィ ー ト 

に 足りない ようでした) 自分よ リ さらに 小さな もの を 

見る と、 急に 高慢に なって、 たとえば、 私が 王妃の 次 

の 間で 貴族た ちと 話 をして いると、 彼 は ひどく ふん ぞ 

リ 返って、 私の テ— ブルの そば を 通って 行く のです。 

そして 彼 は、 私の 小さい こと を、 いつも 一言二言 いわ 

ねば 気がすまない のでした。 私 は 彼に 向って、 「おい、 


兄弟、 相撲 をと つてみ ようか ご と 言って やったり、 口 

でなん とか やりこめて、 そんな ことで 仇 討 をして やる 

のでした。 

ある 日、 食事のと き、 この 意地悪 小僧 は、 何 か 私の 

言った ことに、 かつと 腹 を 立てる と、 王妃の 椅子の 上 

に 跳び 上り、 私の 腰の あたり をつ かんで、 まるで 見境 

もな く、 いきなり クリ ー ムの 入った 銀の 鉢の 中に ほう 

りこむ と、 その ま、 一 散に 逃げ出しました。 私 はまつ 

逆さに 落され ましたが、 あのと き、 もし 泳げなかった 

ら大 へんでした。 ちょうど、 グラム ダルク リッチ は、 

そのと き、 部屋の 向う の 方に 行って いました し、 王妃 


は 驚きの あま リ、 私 を 助ける こと を 忘れて いられ まし 

た。 私が しばらく 鉢の 中で 泳ぎ まわって いると、 乳母 

さんが 龃 けつけ て 救い出して くれ ましたが、 そのと き 

はもう クリ —，. ^をず いぶん 飲んで いました。 

私 はさつ そく ベッドに 寝かされました。 まあ 損害と 

いったら、 着物 一着が すっかり 駄目に なった こと ぐら 

いでした。 侏儒 は ひどく 鞭で 打 たれ、 罰と して 鉢の 中 

のクリ ー ムを 全部 飲まされる ことにな りました。 そし 

て その後、 侏儒 は 王妃から 愛想 をつ かされ、 間もなく 

他の 貴婦人に やって しまわれました、 だから それつ き 

り、 二度と 彼の 顔 を 見なくて すんだ ので、 私 は ほっと 


しました。 

私 は 臆病者 だとい つて、 王妃から よくから かわれ ま 

した。 

そして、 王妃 は、 お前の 国の 者 は みんな そんなに 臆 

病な の、 とよく お聞きになります。 それに は、 ちょつ 

と 訳が あるので す。 この 国で は、 夏になる と、 蠅 がー 

ぱい 出ます。 ところが、 その 蠅 というの が、 雲雀 ほど 

の 大きさで すし、 この 厭ったら しい 虫が、 食事 中 も、 

ぶんく 耳許で 唸りつ  >  け るので 私 はち つ とも 落ち着 

けません。 ときに よると、 食物の 上に とまって、 汚い 

汁 や、 卵 を 残して ゆきます。 ところが、 この 国の 人た 


ちの 目に は、 それが 一向に 見えない のです が、 私の 目 

に は 実によ く 見える のです。 とき-^、 蠅は、 私の 鼻 

や 額に とまって 痛く 刺したり、 厭な 臭 を 出します。 

蠅の 足の裏 側に は、 ねばく した ものが くっついて 

いるので、 それで、 天井 を 逆さまに 歩く ことができる 

の だ、 と、 博物学 者た ち は 言って いますが、 私の 目に 

は、 あのねば/ \ し たものまで、 実に はっきり 見える 

のです。 私 はこの 憎ったら しい 動物から、 身 を 守る の 

に、 大 へん 閉口し ました。 顔な どに とまられ ると、 思 

わず 跳び 上った ものです。 ところが、 侏儒の 奴 はいつ 

もこの 蠅を 五六 匹、 ちょうど、 小学生が よくやる よう 


に、 手に つかんで 来て は、 いきなり 私の 鼻の 先に 放す 

のです。 これ は 私 を 驚かして、 王妃の 御機嫌 をと るつ 

もりな のでした。 私 は 飛んで 来る 奴 を ナイフで 斬りつ 

ける ばかりでした。 この 私の 腕前 は、 みんなから ほめ 

られ ました。 

今でもよ く おぼえて いますが、 ある 朝、 グラム ダル 

ク リッチ は、 私 を 箱に 入れた ま、、 窓口に 載せて おい 

たのです。 これ は 天気の い、 日なら、 私 を 外気に あて 

るた め、 いつもそう していました。 そこで、 私 は 箱の 

窓 を 一枚 あけて、 食卓に ついて、 朝食のお 菓子 を 食べ 

ていました。 その 匂に 誘われて 二十 匹ば かりの 地蜂が 


部屋の 中に 飛び込んで 来る と、 てんでに 大きな 唸り を 

たてました。 

なかには 私のお 菓子 をつ かんで、 粉々 にして さらつ 

て 行く 奴 もい るし、 私の 頭 や 顔の 近くに やって来て、 

ゴ 1- (^と 唸って 脅す 奴 もい ます。 しかし、 私 も 剣 を 

抜いて 彼等 を 空中に 切り まくりました。 四 匹 は 打ちと 

めました が、 あと は みんな 逃げ去つ たので、 私 はすぐ 

窓 を 閉めました。 この 蜂 は 鷓鴣ぐ らいの 大きさでした。 

針 を 抜き取って 見る と、 一 インチ 半 もあって、 縫針の 

ように 鋭い ものでした。 私 は それ を 大事に しまって お 

いて、 その後、 いろ/ \ の 珍品と 一し よに イギリスに 


持って 戻りました。 

こ、 で 私 はこの 国の 有様 をち よ つ と 簡単に 説明して 

おきたい と 思います。 

この 国 は 大きな 半島に なって いて、 北東の 方に 高さ 

三十 マイルの 山脈が あります が、 それらの 山 は 頂上が 

みな 火山に なって いるので、 そこから 向う へ 越す こと 

はで きないの です。 だから、 その 向う に は、 どんな 人 

間が いるの か、 はたして 人が 住んで いるの かどう か、 

それ は どんな 偉い 学者に も わからな いのです。 国の 三 

方 は 海で 囲まれて いますが、 港と いう もの は 一 つもな 

いのです。 海岸に は 尖った 岩が 一面に 立ち並ん でいて、 


海が 荒い ので 舟で 乗り出す 人 はいません。 この 国の 人 

は 他の 国と 行き来す る こと はまる でない のです。 大き 

な 川に は 舟が 一 ぱい 浮んで いて、 魚類 はたく さんい ま 

す。 この 国の 人た ち は 海の 魚 はめった に 取りません。 

と いうの は、 海の 魚はョ ー 口 ツバ の 魚と 同じ 大きさな 

ので、 取っても あまり 役に立たない からです。 しかし、 

ときぐ、 鯨が 巌 にぶつつ かって 死ぬ ことがあります。 

これ は 捕えて、 みんな 喜んで 食べて います。 

この 国 は 非常に 人口が 多くて、 五十一 の 大都市と 百 

近くの 町 や 村落が あります。 国王の 宮殿の 建物 は不規 

則に 並んで いて、 その 周囲 は 七 マイルあります。 


グラム ダルク リッチと 私に は 馬車が 許された ので、 

これに 乗って、 巿内 見物に 出たり、 店屋に 行った もの 

です。 私 はいつ も 箱の まゝ つれて 行かれる のです が、 

街の 家々 や 人々 がよく 見える ように、 彼女 はたび/^ 

私 を 取り出して 手の 上に 乗せて くれました。 ある 日、 

たま/^' 馬車 を ある 店先に 停める と、 それ を 見て 乞食 

の 群が、 一せ いに 馬車の 両側に 集って 来ました。 これ 

は 実に もの 凄い 光景でした。 胸に おできの できた 女が 

一人い ましたが、 とても 大きく 脹れ 上って いて、 一面 

に孔 だらけな のです。 その 孔 というの が、 私の 身体な 

ど 潜り 抜ける ことができ そうな 奴です。 だが 何よりた 


まらなかった の は、 彼等の 着物 を 這い まわって いる 虱 

でした。 それが ちょうど、 あの ョ— 口 ツバの 虱 を 顕微 

鏡で 見る ときよりも、 もっと はっきり 肉眼で 見えます- 

そして、 あの 豚の ように 嗅ぎ まわって いる 鼻な ど、 こ 

んな もの を 見る の は、 はじめて、 V した。 

いつも 私 を 入れて 歩いて いた 箱の ほかに、 王妃 は、 

旅行 用と して、 小さい 箱 を 一 つ 作らせて くれました。 

今までの は、 グラム ダルク リッチの 膝に は 少し 大き 過 

ぎた し、 馬車で 持ち運ぶ にも 少し かさばり 過ぎた から 

です。 この 旅行 用の 箱 は、 正方形で、 三方の 壁に 一 つ 

ずつ 窓が あり、 どの 窓に も 外側から 鉄の 針金の 格子が 


はめて あります。 一方の 壁に は 窓がなくて、 二 本の 丈 

夫な 留金が ついています。 私が 馬車で 行く ときには、 

乗手が これに 革帯 を 通して、 しっかり 腰に 結びつける 

のです。 

こんな ふうに して、 私 は 国王の 行列に 加わったり、 

宮廷の 貴婦人 や 大臣 を 訪問した りしました。 というの 

も、 両陛下の おかげで、 私 は 急に 大官 たちの 間で 有名 

になって きたから です。 旅行 中 もし 馬車に あきる と、 

召使が 彼の 前の 蒱団の 上に 箱 を 置いて くれます。 そこ 

で、 私 は 三つの 窓から 外の 景色 を 眺める のでした。 こ 

の 箱に は、 折り畳みの できる ベッドが 一 つ、 ハン モッ 


ク がー つ、 椅子が 二つ、 テ— ブルが 一 つ、 それぐ、 

床板に ねじで 留めて、 馬車が 揺れても 動かない ように 

して ありました。 私 は 長い間、 航海に 馴れて いたので、 

馬車の 揺れる の も、 わりに 平気でした。 


4 猿にから かわれて 


私 は 身体が 小さいた めに、 ときぐ、 滑稽な 出来事 

に 会いました。 


グラム ダルク リッチ は、 よく 私 を 箱に 入れて、 庭に 

つれ 出し、 そして ときには、 箱から 出して 手の 上に 乗 

せて みたり、 地面 を 歩かせて みたり していました。 あ 

ると き、 それ はま だ あの 侏儒が 宮廷に いた 頃の ことで 

すが、 彼が 庭まで ついて やって来 たのです。 ちょうど、 

彼と 私の すぐ 傍に、 盆栽の 林檎の 木が ありました。 こ 

の 盆栽と 侏儒 を 見 くらべて いると、 なんだか おかしく 

なった ので、 私 はちよ つと、 彼 を 冷やか してやり まし 

た。 すると、 このいた ずら 小僧 は、 私が 林檎の 木蔭 を 

歩いて いる 隙 を ねらって、 頭の 上の 木 を 揺さぶり だし 

ました。 たちまち、 十 あまりの 林檎が 頭の 上に 落ち 


か、 りました が、 これが また 酒樽 ほど も ある 大きさな 

のです。 か y もうと すると ころへ、 その 一 つが 背中に 

あたり、 私 は 前への めって しまいました。 しかし 幸い 

に 怪我はなかった のです。 

ある 日、 グラム ダルク リッチ は、 私 を 芝生の 上に お 

ろして、 ひとり 遊ばして おき、 自分 は 家庭教師と 一 しょ 

に、 少し 離れた ところ を 歩いて いました。 すると、 に 

あられ 

わかに 猛烈な 霰が 降って きて、 私 はたち まち 地面に 

た、 きつけられました。 霰 はまる で テニスの 球で も投 

げ つける ように、 全身に 打ち込んで くるので す。 しか 

しゃつ と 四 這いに なって、 レモンの 木蔭に 這い 込み、 


私 は 顔 を 伏せて いました。 だが、 頭の てっぺんから、 

足の 先まで、 傷 だらけに なって、 十日ば かリは 外出 も 

できな か つたので す。 

しかし、 これ は 少しも 驚く ことで はない のです。 こ 

の 国で は、 何もかも 同じ 割合に 大きい のです から、 霰 

粒 一 つで もョ ー 口 ツバの 霰の 千 八 百倍 はあります。 こ 

れは、 私が わざわざ 秤に かけて 計って みたので すから、 

たしかです。 

しかし、 もっと 危険な 事が、 この 庭園で 起った こと 

があります。 私 は 一人で 考え ごと をしたい ので、 と 

きぐ、 一 人に して くれと 頼む のです が、 乳母さん は 


私 を 安全な 所へ 置いた つもりで、 ほかの 人た ちと 一 

しょに、 庭園の どこか 別のと ころへ 行って いました。 

ちょうど、 その 留守中の ことでした。 園丁が 飼って い 

るスパ ニエル 犬が、 どうした はずみ か、 庭園に 入り込 

んで 来て、 私の 寝て いる 方へ やって来 たのです。 私の 

匂 を 嗅ぎつ ける と、 たちまち 飛んで 来て、 私 をく わえ 

ると、 尻尾 を 振りながら、 ドンく、 主人のと ころへ 

蚯 けつけ て 行って、 そっと、 私 を 地面に 置きました。 

運よく、 その 犬 は、 よく 仕込まれて いたので、 歯の 間 

に くわえられながら も、 私 は 怪我 一 つせ ず、 着物 も 破 

れ なかった のです。 


だが、 園丁 はすつ かりびつ くりして しまい、 私 を そつ 

と 両手に 抱き上げて、 怪我はなかった かと 尋ねます。 

彼 は 私 をよ く 知っていて、 前から 私に はいろ く 親切 

にして くれていた 男です。 けれども、 私 は 驚きで 息 切 

れ がして しまって いるので、 まだな か/ \ 口が きけ ま 

せん。 それから、 二三 分して、 やっと 私が 落ち着く と、 

彼 は 乳母のと ころへ、 私 を 無事にと、 V けて くれました。 

乳母 は、 さきほど 私 を 残して おいた 場所に 戻って み 

ると、 私が いないし、 いくら 呼んで みても、 返事が な 

いので、 気 狂の ようになって 探し まわって いたと ころ 

でした。 それで、 今、 園丁 を 見つける と、 


「そんな 犬 飼って おくのが いけない のです ご 

と、 ひどく 彼 を 叱りつ けました。 

これ は 面白かった とも、 癩に さわった ともい える こ 

となので すが、 私が 一人で 歩いて いると、 小鳥で さえ、 

私 を 怖がらな いのです。 まるで、 人が いないと きと 同 

じょうに、 私から  一； ^ -— ド もない ところ を、 平気で、 

虫 や 餌 を 探して、 跳び まわって いました。 あるときな 

ど、 一羽の つぐみが、 実にず うくし いつぐ みで、 私 

が グラム ダルク リッチから もらった 菓子 を、 ひょいと、 

私の 手から さらって 行って しまいました。 捕えて やろ 

うとす ると、 相手 はかえ つて 私の 方へ 立ち 向って 来て、 


指を啄 こうと します。 それで、 私が 指 を 引っ込め ると、 

今度 は、 平気な 顔で、 虫 やかたつ むり を あさり 歩いて 

いるので した。 

だが、 ある 日とう/ \、 私 は 太い 棍棒 を 持ち出して、 

一 羽の 紅雀め がけて 力 一 ぱい 投げつ ける と、 うまく 命 

中して、 相手 は 伸びて しまいました。 でさつ そく、 首 

の 根っ子 をつ かまえ、 乳母のと ころへ 喜び勇んで、 持つ 

て 行こうと しました。 

ところが、 鳥 はちよ つと 目 を まわして 気絶して いた 

だけな ので、 じきに 元気 を 取り戻す と、 両方の 翼で、 

私の 顔をポ 力くな ぐり だしました。 爪で 引つ 搔 かれ 


ないように、 私 は 手 をず つと 前へ 伸して つかまえ てい 

たのです が、 よつ ぼ どの ことで、 もう 放して しまおう 

かと 思った のです。 しかし、 そこへ、 召使の 一人が か 

けつけ て 来て、 鳥の 首 をね じ 切って しまいました。 そ 

して 翌日、 私 は それ を 料理して もらって 食べました。 

王妃 は、 私から 航海の 話 を 聞いたり、 また 私が 陰気 

にして いると、 いつもし きりに 慰めて くださる のでし 

たが、 あるとき 私に、 帆ゃォ ー ルの 使い方 を 知ってい 

るか、 少し 舟で も 漕いで みたら、 健康に よく は ある ま 

いか、 とお 尋ねに なりました。 

私 は、 普通の 船員の 仕事 もした ことがあ るので、 帆 


でも ォ ー ル でも 使えます、 とお 答えし ました。 だが、 

この 国の 船で は、 どうした もの か、 それ はちよ つと わ 

かりませんでした。 一 番 小さい 舟で も、 私たちの 国の 

第 一 流の 軍艦 ほど も あるので、 私に 漕げる ような 船 は、 

この 国の 川に 浮べら れ そう もありません。 しかし 王妃 

は、 私が ボ— トの 設計 を すれば、 お抱えの 指 物 師にそ 

れを 作らせ、 私の 乗り まわす 場所 もこ さえて あげる、 

と言われました。 

そこで、 器用な 指物師 が、 私の 指図に したがって、 

十日 か、 つて、 一艘の 遊覧 ボ— トを 作り上げました。 

船具 も 全部 そろっていて、 ョ— 口 ツバ 人なら、 八 人 は 


乗れそう なボ— ト でした。 それが 出来 上る と、 王妃 は 

非常に 喜び、 その ボ— トを 前掛に 入れて、 国王のと こ 

ろへ かけつけました。 国王 は、 まず 試しに、 私 を それ 

に 乗せて、 水 桶に 水 を 一 ぱい 張って 浮かせて みよ、 と 

命じられました。 しかし、 そこの 水 桶で は 狭くて、 う 

まく 漕げませんでした。 

ところが、 王妃 は、 ちゃんと 前から、 別の 水槽 を考 

えて いられた のです。 指 物師に 命じて、 長さ 三百 

フィ— ト、 幅 五十 フィ— ト、 深さ 八 フィ— トの、 木の 

箱 を 作らせ、 水の 漏らない ように、 うまく 目張りして、 

宮殿の 部屋の 壁 際に 置いて ありました。 水 は、 二人の 


召使が、 半時 間 も かゝれ ばす ぐ 一 ぱいに する ことが で 

きます。 そして、 その 箱の底に は栓 があって、 水が 古 

くなる と 抜ける ようにな つ ていました。 

私 は その 箱の 中 を 漕ぎ まわって、 自分の 気 晴しを や 

り、 王妃 や 女官た ち を 面白がらせました。 彼女た ち は、 

私の 船員 姿を大 へん 喜びます。 それにと き，^、 帆 を 

上げる と、 女官た ちが 扇で 風 を 送って くれます。 私 は 

た、 V 舵 をと つて いればい、 わけでした。 彼女 等が あお 

ぐのに 疲れる と、 今度 は 侍 童た ちが 口で 帆 を 吹く ので 

す。 すると、 私 はお も 舵 を 引いたり、 とり 舵 を 引いた 

りして、 思う ま、 に 乗り まわす のでした。 それが すむ 


と、 グラム ダルク リッチ は、 いつも 私の ボ J ^を 自分 

の 部屋に 持って 帰リ、 釘に かけて、 かわかす のでした。 

この 水 箱 は、 三日お きに 水 を 替える ことにな つてい 

ましたが、 あるとき、 水 を 替える 役目の 召使が、 うつ 

かりして いて、 一匹の 大蛙を 手桶から 一し よに 流し込 

ん でしまい ました。 はじめ、 蛙 はじつ と 隠れて いたの 

です が、 私が ボ— トに 乗り込む と、 うまい 休み場 所が 

出来た とば かりに、 ボ— トの 方に 這い 上って 来ました。 

船 は ひどく 一方へ 傾く し、 私 は ひっくりかえらな いよ 

うに、 その 反対側に よって、 うんと 力を入れて いなけ 

れば なりません。 


いよく ボ ー トの 中に 入り込んで 来る と、 いきなり 

ボ— トの 半分の 長さ を、 ひょいと 跳び 越し、 それから 

私の 頭の 上 を 前 や 後へ しきりに 跳び 越える のです。 そ 

して そのたび に、 蛙 は あの 厭な 粘液 を、 私の 顔 や 着物 

に 塗りつ ける のです。 その 顔つきの 大きな こと、 いつ 

たら、 こんな 醜い 動物が 世の中に いたかと 驚かされ ま 

す。 しかし、 私が ォ— ルの 一本 を 取って、 しばらく 打 

ちの めして やって いるう ちに、 蛙 はとう/^、 ボ ー! r 

から 跳び出して しまいました。 

私が この 国で 一番 あぶない 目に会つ たの は、 宮廷の 

役人の 一人が 飼って いた 猿が、 私に いたずらした とき 


のこと です。 

ある 日、 グラム ダルク リッチ は、 用た しに 出かけて 

行く ので、 私の 箱 を 自分の 部屋に 入れて、 鍵 をお ろし 

てお きました。 大 へん 暑い 日でした が、 部屋の 窓 は 開 

け 放しに なって ぉリ、 私の 住まって いる 箱の 戸口 も 窓 

も、 開け放し になって いました。 私が 机に 向って、 静 

かに もの を 考えて いると、 何 か 窓から 跳び 込んで、 部 

屋の中 を あちこち 歩き まわる ような 音が する のです。 

私 は ひどく 驚き ましたが、 じっと 椅子に 坐った ま、、 

見て いました。 

今、 部屋に 入って 来た 猿 は、 い、 気になって、 はね 


まわって いるので した。 そのうちに、 とう/ \ 猿 は 私 

の 箱のと ころへ やって来ました。 彼 は、 この 箱が よ ほ 

ど 気に入った のか、 さも 面白く 珍しそう に 戸口 や 窓 か 

ら、 いち/ \ のぞきこむ のです。 

私 は 箱の 一番 奥の 隅へ 逃げ込んで いました が、 猿が 

四方から のぞきこ むので、 怖くて たまりません。 すつ 

かり あわて、 いたので、 ベッドの 下に 隠れる ことに も 

気がつかなかった のです。 猿 は、 のぞいた リ、 歯 を 向 

き 出したり、 ム ニヤ/ \ しゃべつ たりして いました が、 

とう/ \、 私の 姿 を 見つける と、 ちょうど あの 猫が 鼠 

にす るよう に、 戸口から 片手 を 伸して きました。 私 は 


うまく 避け まわって いたので すが、 とうく 上衣の 垂 

れを つかまれて、 引きずり 出されました。 

彼 は 私 を 右手で 抱き上げ ると、 ちょうど あの 乳母が 

子供に 乳房 を ふくませる ような 恰好で 私 をかゝ えまし 

た。 私が あがけば あがく ほど、 猿 は 強く しめつけ るの 

で、 これ は、 じっとし ていた 方が い、 と 思いました。 

一 方の 手で、 猿 は 何度も、 やさしげに 私の 顔 をな でて 

くれます。 てっき リ私を 同じ 猿の 子 だと 感 違いして る 

のでしょう。 こうして、 彼が すっかりい、 気持に なつ 

ている ところへ、 突然、 誰か 部屋の 戸 を 開ける 音が し 

ました。 すると、 彼 は 急いで 窓の 方へ 龃 けつけ、 三本 


足で とつと、 歩きながら、 一本の 手で は 私 を 抱いた ま 

ま、 樋 を 伝つ て、 とう/ \ 隣 りの 大屋 根まで よじのぼ つ 

てし まいました。 

猿が 私 を つれて 行く の を 見る と、 グラム ダルク リツ 

チは 「キヤ ッ」 と 叫びました。 彼女 は 気 狂の ようになつ 

てし まいました。 それから 間もなく、 宮廷 は 大騒ぎに 

なった のです。 召使 は 梯子 を 取りに 龃 けだしました。 

猿 は 屋根の 上に 腰をおろ すと、 まるで 赤ん坊の ように 

片手に 私 を 抱いて、 顎の 袋から 何 か 吐き出して、 それ 

を 私の 口に 押し込もう とします。 

そして 今、 屋根の 下で は 数百 人の 人々 が、 この 光景 


を 見上げて いるので す。 私が 食べまい とすると、 猿 は 

母親が 子 を あやす ように、 私 を 軽く 叩く のです。 それ 

を 見て、 下の 群衆 は みんな 笑いだ しました。 実際、 こ 

れは 誰が 見ても 馬鹿々々 しい 光景だった でしよう。 な 

かに は 猿 を 追う つもりで、 石 を 投げる もの もい ました 

が、 これ はすぐ 禁じられました。 

やがて 梯子 を かけて、 数人の 男が のぼって 来ました。 

猿 は それ を 見て、 いよく 囲まれた とわ かると、 三本 

足で は 走れない ので、 今度 は 私 を 瓦の 上に 残して おい 

て、 一人で さっと 逃げて しまいました。 私 は 地上 三百 

^ -1 ドの 瓦の 上に とまった ま、、 今にも 風に 吹き飛ば 


される か、 目が くらんで 落ちて しまう か、 まるで 生き 

た 心地 はしませんでした。 が、 そのうちに 召使の 一 人 

が、 私 を ズボンの ポケットに 入れて、 無事に 下までお 

ろして くれました。 

私 は あの 猿が 私の 咽喉に 無理に 押し込んだ 何 か 汚い 

食物の ため、 息が つまりそう でした。 しかし、 私の 乳 

母が 小さい 針で 一 つ/ \ それ を ほじく り 出して くれた 

ので、 やっとら くになりました。 だが、 ひどく 身体が 

弱って しまい、 あの 動物に 抱きしめられ ていたた め、 

両脇が 痛くて たまりません。 私 は そのため 二週間ば か 

リ 病床に つきました。 王、 王妃、 そのほか、 宮廷の 人 


たちが、 毎日 見舞いに 来て くれました。 猿 は 殺され、 

そして 今後 こんな 動物 を 宮廷で 飼って はならない こと 

になり ました。 

病気が 治る と、 私 は 王に お礼 を 申し上げに 行き まし 

た。 王 は うれしそうに、 今度の こと をさん ざ、 おから 

かいになる のでした。 猿に 抱かれて いた 間 どんな 気持 

がした か、 あんな 食物の 味 はどうだった か、 どんな ふ 

うにして 食べさす のか、 などお 尋ねになります。 そし 

て、 あんな 場合、 ョ— 口 ツバで はどうす るの か、 と 言 

われます。 そこで、 私 は、 

「ョ ー 口 ツバに は 猿な どい ません。 いても それ は 物 好 


きが 遠方から つかまえて 来た もので、 そんな もの は 実 

に 可愛らしい 奴です。 そんなの なら 十二 匹ぐ らい 束に 

なって やって来ても、 私 は 負けません。 なに、 この間 

の あの 大きな 奴 だって、 あれが 私の 部屋に 片手 を 差し 

込んだ とき、 あのと きも 私 は 平気だった のです。 私が 

ほんと に 怖い と 思ったら、 この 短剣で 叩きつ けます。 

そうすれば、 相手に 傷ぐ らい 負わせて、 手 を 引っ込め 

させた でしよう ご 

と、 私 はきつ ぱリ 申し上げました。 

けれども、 私の 言う ことに、 みんな は どっと 噴き だ 

してし まいました。 これで 私 はっく，^ 考えました。 


はじめから 問題に ならない ほど 差の ある 連中の 中で、 

いくら 自分 を 立派に 見せよう としても 駄目 だとい うこ 

とがわ かりました。 

国王 は 非常に 音楽が 好きで、 だから、 よく 宮廷で は 

音楽会が ありました。 私 もときぐ、 つれて 行かれて、 

テ ー ブルの 上に 箱 を 置いて もら つ て 聞いた ものです が、 

なにしろ 大 へんな 音で、 曲 も 何も わからな いのです。 

軍楽隊の 太鼓と ラッパ を みんな 持って来て 耳許で 鳴ら 

すより、 もっと 凄い 騒がし さです。 ですから、 私 はい 

つも 一番 遠い ところに 箱 を 置いても らい、 扉 も 窓 も 

すっかり 閉め、 力— テンまでお ろします。 そうすると、 


それでまず、 どうにか 聞け るので した。 

国王 はまた 非常に 賢い 方でした が、 よく 私 を 箱の 

まゝ つれて 来て、 陛下の テ— ブルの 上に 置かれます。 

私 は 椅子 を 一 つ 持って、 箱から 出て 来る と、 陛下の 近 

くの 簞笥の 上に 坐ります。 そこで、 私の 顔と 陛下の 顔 

が 向い合いになります。 こんな ふうに して、 私たち は 

何度も 話し合い ましたが、 ある 日、 私 は 思いきって、 

こんな こと を 申し上げました。 

「一たい 陛下が ョ ー 口 ツバな ど を 軽蔑な さるの は、 ど 

う も 賢い 陛下に 似合わぬ ことのよ うです。 智恵 はなに 

も 身： K: の 大きさに よる ものではありません。 いや、 あ 


ベ こべ の 場合 だ つ て あるよう です。 蜜蜂と か 蟻と か は、 

ほかの もっと 大きな 動物た ちよりも、 はるかに 勤勉で、 

器用で、 利口 だと 言われて います。 私な ども、 陛下 は 

取る に 足りない 人間 だとお 考えで しょうが、 これで も、 

いっか 素晴 しいお 役に立つ かもしれ ません ご 

陛下 は、 私の 話 を 一心に 聞いて おられ ましたが、 前 

よりよ ほど 私 をよ くわ かってく ださる ようでした。 そ 

して、 

「それで は ひとつ、 イギリスの 政治に ついて、 できる 

だけ 正確に 話しても らいたい ご 

と 仰せに なりました。 


そこで、 私 はわが 祖国の 議会の こと、 裁判所の こと、 

人口に ついて、 宗教に ついて、 或いは 歴史の ことまで、 

いろ/^ とお 話し 申し上げる ことにな りました。 私 は 

王に 何回もお 目に か、 つて、 毎回 数 時間、 この 話 をお 

聞かせし たのです が、 王 はいつ も 非常に 熱心に 聞いて 

くださいました。 そして、 ノ 1„ ^に は、 一 つ /(^、 後 

で 質問し ようと 思われる ところ や、 私の 話の 要点 を 書 

き 込んで おられました。 

ある 日、 私 は 王の 御機嫌 をと るつ もりで、 こんな こ 

と を 申し上げました。 

「実は 私 は素晴 しい こと を 知っている のです。 という 


の は、 今から 三 四百 年 前に、 ある 粉が 発明され ました 

が、 その 製造 法 を 私 はよ く 知っている のです。 まず、 

この 粉と いうの は、 それ を 集めて おいて、 これに、 ほ 

んの ちょっぴり でも 火 をつ けて やる と、 たとえ 山 ほど 

積んで ある 物で も、 たちまち 火に なり、 雷よりも もつ 

と 大きな 音を立て、、 何もかも 空へ 高く 吹き飛ばして 

しま レ ます 

しんちゅう 

で、 もし、 この 粉 を 真鍮 か 鉄の 筒に うまく 詰めて や 

ると、 それ は 恐ろしい 力と 速さで 遠くへ 飛ばす ことが 

できる のです。 こういう ふうに して、 大きな 奴 を 打ち 

出す と、 一度に 軍隊 を 全滅 さす こと も、 鉄壁 を 破った 


り、 船 を 沈めて しまう こと もで きます。 また、 この 粉 

を 大きな 鉄の 球に 詰めて、 機械 仕掛で 敵に 向って 放つ 

と、 舗道 は 砕け、 家 は 崩れ、 かけら は 八方に 飛び散つ 

て、 その そばに 近づく もの は、 誰でも 脳味噌 を 叩き出 

されます。 

私 はこの 粉 を、 どういう ふうに して 作ったら い、 か 

よく 心得て いるので す。 で、 職人た ち を 指図して、 こ 

の 国で 使える ぐらいの 大きさに、 それ を 作らせる こと 

もで きます。 一 番 大きい ので 長さ 百フィ ー ト あれば 

い、 でしよう が、 こうした 奴 を 二三 十本 打ち出す と、 

この 国の 一番 丈夫な 城壁で も、 二三 時間で 打ち壊せ ま 


す。 もし 首都が 陛下の 命令に 背く ような 場合 は、 この 

粉で 首都 を 全滅させる こと だってで きます。 とにかく 

私 は 陛下の 御 恩に 報いたい と 思って いるので、 こんな 

こと を 申し上げる 次第です ご 

私が こんな こと を 申し上げ ると、 国王 はすつ かり、 

仰天して しまわれた ようです。 そして 呆れ返った 顔つ 

きで、 こう 仰せに なりました。 

「よくも/ \ お前の ような、 ちつ ぼけな、 虫 けらの よ 

うな 動物が、 そんな 鬼、 畜生に も 等しい 考え を 抱け る 

もの だ。 それに、 そんなむ ごたら しい 有様 を 見ても、 

お前 はまる で 平気で なんともな い 顔 をして いられる の 


か。 お前 は その 人殺し 機械 を さも 自慢げ に 話す が、 そ 

んな 機械の 発明 こそ は、 人類の 敵 か、 悪魔の 仲間の や 

る ことにち がいない。 そんな、 けがらわしい 奴の 秘密 

は、 たとえ この 王国の 半分 をな くしても、 余 は 知りた 

くないの だ。 だから、 お前 も、 もし 生命が 惜しければ、 

一 一度と もう そんな こと を 申すな。」 

王 御自身 は、 科学に 興味 を 持 たれ、 自然に 関する 発 

見な ど 非常に 喜ばれた の で すが、 この ことば かり は、 

頑として 許されない のでした。 


5 鷲に さらわれて 


私 は、 いっか は 自由の 身に なりたい、 という 気持 を、 

いつも 持って いました。 しかし、 どうしたら 自由にな 

れる のか、 それ はまる で わかりませんでした。 私に で 

きそうな 工夫 はてんで 見つからな いのです。 この 国の 

海岸に 吹きつけられた 船 は、 後に も 前に も、 私の 乗つ 

て 来た 船の ほかに、 誰も 見た ことはありません。 しか 

し 国王 は、 もし 万一 また ほかの 船が 現れたら、 すぐ 海 

岸へ 引っ張って 来て、 船長 や 乗客 を 手 押 車に 乗せて つ 


れて 来る ようにと、 言い渡されて いました。 

国王 は、 私に 私と 同じ 大きさの 女 を 妻に させて、 私 

たちの 子供 を ふやして みたい、 と 熱心に 望まれて いま 

した。 しかし 私 は、 馴れた 力 ナリヤの ように 籠の 中で 

飼われたり、 国中の 貴族た ちの 慰みに 売られる ために、 

子供 をつ くるく らいなら、 そんな 恥 かしい 目に会うよ 

りか、 死んだ 方が まし だと 思って いました。 それに、 

国に 残して きた 家庭の こと も 忘れる ことができません 

でした。 もう 一度、 気ら くに 話ので きる 人間の 中に 帰 

り、 街 や 野 を 歩く とき も、 蛙 や 犬の 子みたい に 踏みつ 

ぶされ る 心配な しに 歩きたかった のです。 しかし 私 は、 


たま C 思いがけない ことから、 全くう まく、 こ、 の 

国 を 離れる ことができ たのです。 それ を 次に お話しい 

たしましょう。 

それ は 私が この 国へ 来て 二 年が 過ぎ、 ちょうど 三年 

目の はじめ 頃の ことでした。 グラム ダルク リッチと 私 

は、 国王と 王妃のお 供 をして、 南の 海岸の 方へ 行き ま 

した。 私 はいつ ものよう に、 旅行 用の 箱に 入れられて 

いました。 ハンモック を 天井の 四隅から 絹糸で 吊し、 

旅行 中 はよ くこれ で 眠る ことにしました。 

いよ/^ 海岸に 着く と、 国王 は その 海岸から あまり 

遠くない ところに ある 離宮で 数日間、 お 過し になる こ 


とに なりました。 グラム ダルク リッチ も 私 も、 へ 

とくに 疲れて いました。 私 も 少し 風邪をひいて いま 

したが、 グラム ダルク リッチ は 非常に 加減が 悪い ので、 

部屋で 休んで いなければ ならなかった のです。 私 はな 

ん とかして 海へ 行って みたい と 思いました。 海へ 行け 

ば、 この 国から 逃げ出す 工夫が 見つかる かもしれ ませ 

ん。 そこで、 私 は 身体 工合の 悪い こと を 訴えて、 ひと 

つ 海岸へ 行って ぃゝ 空気が 吸いたい ので すが 、行かせ 

てくだ さい、 と 頼みました。 そして、 私と 一し よに 侍 

童が ついて 行って くれる ことにな りました。 しかし、 

グラム ダルク リッチ は、 私が 海 へ 行く の を 喜び ませ ん 


でした。 別れる とき、 彼女 は 何 か 虫が知らせる のか、 

しきりに 涙 を 流して いました。 

侍 童 は、 私 を 箱に 入れて、 宮殿から 半時 間 ほどの 道 

を 歩いて、 海岸の 岩のと ころへ 来ました。 私 は 頼んで 

下にお ろしても らうと、 窓 を 一 枚 開けて、 海の 方 を じつ 

と 眺めて いました。 そのうち、 少し 気分が 悪くな つた 

ので、 ハンモックの 中で 昼寝して みたい、 と 侍 童に 言 

いました。 すると、 彼 は 寒気の 入らない ように、 窓 を 

閉めて くれました。 私 は ハンモックの 中で、 すぐ 眠り 

に 陥ち ました。 

ところで、 侍 童 は 私が 眠って いる 間に、 まさか 危険 


も 起るまい と 思って、 岩の 間へ 鳥の 卵で も 探しに 出か 

けたら しいので す。 というの は 私が 眠る 前から、 彼 は 

卵 を 探し まわって いたし、 岩の 割目から 一 つ 二つ 拾い 

上げて いる 姿 を、 私 は 窓から 見て いたから です。 それ 

は ともかく として、 私が ふと 箱の 中で 目 を さまして 見 

ると、 驚きました。 箱の 上に ついている 鉄の 環 を 誰 

かゾ、 ぐいく 引っ張って いるので す。 と、 ？ いて 

私 の 箱 は 空 高く 引き 上げられ、 猛烈な 速さで 前へ 走つ 

て 行く ような 気がしました。 はじめ 私 は、 ハンモック 

が ひどく 揺れて、 落っこちそう になり ましたが、 その 

後 はずつ と 静かに なりました。 二三 度 声 を 張り上げて 


呼んで みました が、 誰も 答えて くれません。 窓の 方へ 

目をやって 見る と、 目に うつる もの は 雲と 空ば かり、 

そして 私の すぐ 頭の 上で、 何 か 羽ばたきの ような 物音 

が 聞え るので した。 

で、 私 は 自分が どんな ことにな つてい るの か、 わか 

リ かけました。 今、 一羽の 鷲が、 私の 箱 を くわえて い 

るので すが、 これ はちょう ど あの 亀の子 をつ かまえた 

ときす るよう に、 やがて 箱 を 岩の 上に 落して 割り、 私 

の 身体 を ほじく り 出して 食う つもりな のでしょう。 と 

いうの は、 鷲 はよ く 臭 を 嗅ぎつ ける 鳥です から、 たと 

え 獲物が 上手に 隠れて いても、 すぐ 見つけ 出す ので、 


私が 箱の 中に いる こと も、 ちゃんともう 知ってい るに 

ちがいありません。 

しばらくして、 羽音が 烈しくな つた かと 思う と、 箱 

はまる で 風の 中の 看板の ように ひどく 揺れ だしました。 

と 今度 は 何 か ズシンと 鷲に ぶつ つかる 音が して、 突然、 

私 はまつ 逆さまに 落ちて 行く の を 感じました。 恐ろし 

い 速さで、 ほとんど 息 もで きないく らいでした。 それ 

から 一分ぐ らいた つと、 私の 耳に はゴ— くと ナイ ャ 

ガラの 滝の ような 音が して、 何 か 凄い ものに 箱が ぶ つ 

かってい るよう に 思えました。 ふと、 落ちて ゆく のが 

やんだ かとお もうと、 あたり は 真暗に なりました。 


それから 一 分 もす ると、 こんど は 箱が どん/^ 上に 

あがって ゆき、 窓の 方から 光が 見え だしました。 それ 

で 海の 中へ 落ちた ことが はじめて わかりました。 箱 は 

私の 身体 や 家具な どの 重みで、 水の 中に 浸りながら 浮 

レてレ ます 

私 は そのと き、 こう 思いました。 これ はた ぶん、 箱 

を さらって 逃げた 鷲が、 仲間の 二三 羽に 追つ かけられ 

たのでしょう。 そして、 お 互に 箱の 獲物 を 争い 合って 

いるう ちに、 思わず 鷲 は 箱 を 放した のでしょう。 この 

箱の底に は 鉄が 張って あるた め、 海に 落ちても 壊れな 

かった のです。 部屋 は ぴったり、 しまって いたので、 


水に も 濡れなかった のです。 そこで、 私 は ハンモック 

からお リ ると、 まず 天井 の 引窓 を 開け て 空気 を 入れ 替 

えました。 

私の 箱 は 今にも バ ラ くになる かもしれ な いのでし 

た。 大きな 波 一 つで、 箱 はすぐ ひっくりかえる かもし 

れ ません し、 窓ガラス 一 つ 壊れた だけで 駄目に なリま 

す。 こんな、 あやうい 状態で、 私の 箱 は 四時 間ば かり 

た、 V よってい ました。 ところが、 この 箱の 窓の ない 側 

に、 そのと きふと 何 か 軋む ような 音が 聞え ました。 そ 

れ から 間もなく、 何 か 私の 箱が、 海の 上 を 引っ張られ 

ている ような 気がしました。 とき，^、 グイと 引かれ 


たかと おもうと、 窓の 上 あたりまで 波が 見えて、 部屋 

の 中が 暗くな ります。 これ は 助かる のか しらと、 ふと 

私 は 希望が 湧いて きました。 そこで、 私 は できるだけ 

口 を 窓に 近づけて、 大声で 助け を 呼んで みました。 そ 

れ から ステッキの 先に ハンカチ を 結んで、 穴から 出し 

て 振って みました。 もし 船で も そばに いるの なら、 こ 

の 箱の 中に 私が いる こと を 知っても らいたかった から 

です。 

しかし 何の 手応え もない のでした。 た >、 部屋が ド 

ンく 動いて 行って いる こと だけが、 はっきり わかり 

ます。 それから 一時間ば かりして、 突然、 私の 箱に 何 


か 固い ものが 突き あたりました。 と、 箱の 屋根の 上に 

綱 を 通す ような 物音が 聞え てきました。 それから、 そ 

ろ/^ と 箱 は 引き上げられる ようでした。 私はス テツ 

キの 先の ハンカチ を 振り、 声 を かぎりに 呼んで みまし 

た。 すると、 それに 答えて 大きな 叫び声が 二三 度 繰り 

返されて きました。 やが て 頭の 上で 足音が した か と お 

もうと、 誰か 穴の 口から 大声で、 

「誰かい るなら 返事 をし ろご 

とどな りました。 相手 は 英語で 言って くれてる ので 

「私 は イギリス 人です。 今 こゝで ひどい 目に会つ てい 


るので す。 何とかう まく 助け出して ください ご 

と、 私 は 一 生 懸命、 頼みました。 

「もう 大丈夫 だ。 箱 は 本船に く、 りつけ たし、 今す ぐ 

大工が 屋根に 穴 を あけて 出して やる から ご 

と 外で は 言つ て います。 

「そんな ことしなくて もい、 のです よ。 それよ リ 早く 

誰か チヨ ィ とこの 箱 を 指で つまみ あげて、 船長室へ 

持って行って ください ご 

私が - J う 答え る と 、 船員た ち は 私 を 気 狂 だ と 思った 

らしく、 大笑いして いました。 大工が やって来て、 箱 

に 穴 を あけ、 そこから 私 は 救い出され、 本船に 移され 


ました。 

船員た ち はみ な 驚いて、 いろんな こと を 尋ねます が、 

私 はもう 答える 気 もしない のでした。 こんな 大勢の 小 

人 を 見て、 私の 方 も 驚いて しまった のです。 なにしろ 

長い間、 あの 大きな 人間ば かリ 見つけて きたので、 船 

長た ちが 小人の よう に 思える ので す。 私が 今にも 気絶 

しそうな 顔 をして いるので、 船長 は 気つ け 薬 を 飲ませ 

て くれました。 それから 船長室に 私 を つれて 行き、 「ま 

あ 一寝入りし なさ るんで すね ご と 言って くれました。 

私 は 数 時間 眠って、 すっかり 元気 を 取り戻しました。 

起きた の は 夜の 八 時 頃でした。 船長 は、 私が 長い間 食 


事 をして いないだろうと 思って、 すぐ 晚食を 言い つけ 

て くれました。 私が もう 気 狂 じみた 目つ きをしたり、 

変な こと を しゃべら なくなつ たの を 見る と、 彼 は大へ 

ん 親切に して くれました。 一たい どこへ 行った のか、 

また どうして あんな 大きな 箱に 入れられて 流された の 

か、 ひとつ 話して くれと 言います。 

船長の 話で は、 正午 頃、 望遠鏡 をの ぞいて いると、 

あの 箱が 眼に うつ つたので、 最初 は 船 だと 思った そう 

です。 それから ボ ー トを 出して 近づいて みると、 家が 

泳いで いると いうので、 みんなび つくりし ました。 本 

船の 方へ 引っ張り 上げようと している と、 ちょうど そ 


のとき ハンカチの ついた 棒 を 穴から 突き出す 者が ある 

ので、 これ はきつ と 誰か 不幸な 人間が とじこめられて 

いるに ちがいない、 と 思った の だそう です。 

「それで は 一番 はじめ 私 を 見つけた 頃、 何 か 大きな 鳥 

でも 空 を 飛んで いるの を 見かけなかった でしよう かご 

と 私 は 尋ねて みました。 

「あ、 あのと き、 鷲が 三 羽 北 を 指して 飛んで いました。 

でも 別に 普通の 鷲と 変った ところ はな か つたよう で 

すご 

と 一 人の 船長が 答えました。 

だが、 それ は 非常に 高く 飛んで いたので、 小さく 見 


えたので しょう。 どうも 私の 尋ねたり 言ったり する こ 

と は、 みなに 合点が ゆかない ようでした。 私はィ ギリ 

スを 出発した ときから、 今までの こと を、 ありの ま、 

話して 聞かせました。 それから、 あの 国で 集めた 珍し 

い 品 を 見せて やりました。 王の 髯で 作った 櫛 や、 王妃 

の 親指の 爪 を 台に して 作った 櫛 や、 一 フ— トも ある 縫 

針 や、 地蜂の 針 や、 王妃の 金の指輪 や、 そのほか、 い 

ろ/^ の もの を 取り出して 見せて やりました。 

この 船 は トンキンに 行って、 いま イギリスへ 帰る 途 

中な のでした。 航海 は 無事にす ゝみ、 一七 〇 六 年 六月 

三日に 故国の 港に 戻りました。 そこで、 私 は 船長に 別 


れを 告げる と、 家の 方へ 向いました。 

途々、 小さな 家 や、 木 や、 家畜 や、 人間な ど を 見る 

と、 なに かリリ パットへ でも 来たよう な 気がします。 

行き 会う 人 ごとに、 なんだか 踏みつけ そ うな 気が し て 、 

私 は、 

「ES け！ 艮ー ナ。」 

とどな りつけ ました。 

私の 家へ 帰って みると、 召使の 一人が 戸 を 開けて く 

れ ましたが、 私 はなんだ か 頭 をぶ つけそう な 気がして、 

身体 を か y めて 入りました。 妻が 飛んで やって来 まし 

たが、 私 は 彼女の 膝より 低く かくんで しまいました。 


娘 も そばへ やって来 ましたが、 なにしろ 長い間、 大き 

な ものば かり 見なれ た 眼に は、 ヒョィ と 片手で 娘 をつ 

かんで 持ち上げた いような 気がしました。 召使 や 友人 

たち も、 みんな 私に は 小人の ように 思える のでした。 

こういう 有様です から、 はじめ 人々 は、 私 を 気が 違つ 

たものと 思いました。 しかし 間もなく、 私 もこ、 に馴 

れて、 家族と も 友人と も、 お 互に わかり 合う ことが で 

きました。 


第三、 飛 島 (ラビ ユタ) 


1 変て こな 人た ち 


私が 家に 戻る と 間もなく、 ある 日、 『ホ— プゥェ ル号』 

の 船長が 訪ねて 来ました。 それから たびく 彼 はやつ 

て 来る ようにな りました が、 いろく 話し合つ ている 

うちに、 私 はまた、 船に 乗って みたくな つたので す。 

これまで 私 はずい ぶん 苦しい 目に も 会い ましたが、 そ 

れ でも、 まだ 海へ 出て 外国 を 見たい という 気持が 強 

かった のです。 

そこで、 私 は 一七 〇 六 年 八月 五日に 出帆し、 翌年の 

四月 十 一 日に フォ— ト • セン • ジョ ー ジ (インドの 港) 

に 着きました。 それから、 トンキンに 行った のです が、 


こゝ で、 私 は 船長と 別れて、 別の 船に 乗り、 十四 人の 

船員 を つれて 出帆し ました。 

出帆して 三日 もた、 ない うちに、 暴風雨に 会い、 船 

は 北へ 東へ と、 流されて いました。 その後、 天気が よ 

くな つた かと 思う と、 私たちの 船 は ニ隻の 海賊船に 見 

つかり、 たちまち 追いつかれて しまいました。 

海賊 ども は、 両方の 船から、 一せ いに 乗り込んで 来 

ました。 海賊 ども は、 恐ろしい けんまくで、 手下の 先 

頭に 立って 入って 来ました が、 私たちが おとなし くひ 

れ 伏してい るの を 見る と、 丈夫な 緦で、 一人残らずし 

ばり あげ、 番人 を 一人つ けて おいて、 その ま、 彼等 は 


船中 を 探しに 行きました。 

海賊の 中に、 一人の オランダ 人が いました が、 私た 

ち を 今に 海の 中に ほうりこんで やる ぞ、 と 言つ て いま 

した。 海賊船の 一 隻の方 は、 日本人が 船長でした。 そ 

の 男 は 私のと ころへ やって来て、 いろんな 質問 をす る 

ので、 私 は 一 つく、 ていねいに 答えました。 すると 

彼 は、 命 だけ は 助けて やる、 と 言いました。 やがて、 

私 は 小さな 舟に 一 人 乗せられ、 八日 分の 食物 を 与えら 

れ、 そして、 どこへ でも 一人で 勝手に 行く がい、、 と 

海へ 放されました。 

海賊船 を 離れて、 しばらく 行く と、 私 は 望遠鏡で 島 


影 を 五つ 六つ 見つけました。 そこでと にかく 一番 近い 

島へ 漕ぎつ ける つもりで、 帆 を 張りました。 すると 三 

時間ば かりで、 その 島へ 着きました。 見る と、 海岸 は 

岩 だらけな のです。 だが、 鳥の 卵が たくさん 見つかつ 

たので、 火 をお こして 枯草を 燃やし、 卵 を 焼いて 食べ 

ました。 その 晚は、 岩の 陰に 木の葉 を 敷いて 寝ました 

が、 よく 眠れました。 

翌日 は 次の 島へ 渡りました。 それから また 次々 へと 

渡って 行きました。 そして 五日 目に、 私 はま だ 見残し 

ていた 島の 方へ 向いました。 

その 島 は、 思った より 遠く、 渡る のに、 五 時間 も か、 


りました。 私 はぐる りと 島 を 一 まわりして みて、 上陸 

する のに 都合の い、 所 を 見つけました。 

上って みると、 あたり は 岩 だらけで、 た、 V、 とこ 

ろぐ に、 雑草 や、 香の い、 薬草な どが 生えて います。 

私 は 食物 を 取り出して、 腹 ごしら え をす ると、 残り は 

洞穴の 中に しまって おきました。 それから 岩の 上で 卵 

を 拾ったり、 乾いた 枯草を 集めました。 私 は 明日 は ひ 

とつ、 これに 火 をつ けて、 卵 を 焼いて おこうと 思い ま 

した。 その 夜 は、 食物 をし まいこんだ 洞穴に 入って、 

拾い集めた 枯 草の 上で 寝ました。 けれども、 私 は 心配 

でな かく 眠れなかった のです。 


こんな 無人島で、 どうして 生きて ゆけ るでしょう。 

いずれ 私 は みじめな 死に 方 をし なければ ならない ので 

す。 こんな こと を 考えて いると、 私 はぐったり してし 

まって、 立ち上る 元気 も 出なかった のです。 それでも、 

気 を 取りな おして、 やっと 洞穴から 這い 出ました が、 

その ときには、 もう 日が 高く のぼって いました。 私 は 

しばらく、 岩の 間 を 歩き まわりました。 

空に は 雲 一 つなく、 太陽が ギラく 照りつ ける ので、 

まぶしくて 顔 を そむけて いました。 

そのと きでした。 突然、 あたりが 暗くな つたので す。 

しかも、 これ は 太陽が 雲に さ え ぎら れた ときの 暗 さと 


は 違って いました。 振り返って 見る と、 これ はまた ど 

うした ことでしょう。 今、 私と 太陽との 間に、 何か途 

方 もな く 大きな ものが、 ずん/ \ 島の 方へ 向って 進ん 

で 来る のです。 高さ は 二 マイルば かり ありそうでした。 

そして、 六 七 分 間と いう もの は、 すっかり、 太陽 を 隠 

してし まいました。 

やがて、 その物 は 私の 真上に 来ました が、 見る と、 

どうも それ は 固い 塊り のよう で、 底の 方が 平たくな つ 

ている のです。 ちょうど そのと き、 私 は 二百 J? -1 ドば 

かりの 高い 丘の 上に 立って いたので すが、 やがて、 そ 

の 大きな 物 はずん く 下に さがって 来ました。 そして、 


私から 一 マイルと は 離れて いない 眼の 前に 見えて 来た 

のです。 私 はさつ そく、 望遠鏡 を 取り出して 眺め まし 

た。 その物 体の 斜面に は、 たくさんの 人間が 上下に 動 

きま わって いるので す。 その 姿が はっきりと 見える の 

です。 た >、 何 をして いるの か は、 わかりません でし 

た。 

私 は、 今、 空に 浮んで いる その 島が、 どちら 側へ 動 

き だす かと、 じっと 眺めて いました。 が、 間もなく、 

島 はこ ちらの 方へ 近づいて 来たので す。 見る と、 その 

側面に は、 通路が 何 段に も 分れて いて、 ところん \ に 

階段が あって、 のぼりおり できる ようになって います。 


一 番 下の 通路で は、 数人の 男が 長い 釣竿で 魚 釣 をして 

いるし、 それ を そばから 眺めて いる 男 もい ます。 

私 は その 島に 向って、 帽子と ハンカチ を 振りました 

が、 いよ/ \ 近づいて 来たので、 声 を かぎりに 叫んで 

みました。 そのうちに、 向う では、 私の 一 番 よく 見え 

る 側へ、 人々 がぞ ろ/ \ 集って 来ました。 そして、 彼 

等 は 今し きりに 私の 方 を 指さしながら、 互に 顔 を 見合 

せて いるので す。 と、 四 五 人の 男が 階段 を蚯け 上って 

行った かと 思う と、 その ま、 見え なくなりました。 こ 

れ はきつ と 誰か 偉い人の ところ へ 私の こと を 告げに 

行った のだろう、 と 私 は 考えました。 そして、 それ は 


そのと おりでした。 

人の 数が 次第に ふえてき ました。 それから 半時 間ば 

かりす ると、 島 は 上の 方への ぼって 行き、 一番 下の 道 

路が、 私の 立って いる 丘から、 百，^ -— ド ぐらいの とこ 

ろに、 真正面に 見えて きました。 私 は 一生懸命、 救い 

を 求める ように 話しかけて みました が、 何とも 答えて 

くれません。 私の すぐ 前に 立って いる 人々 は、 その 身 

なりで、 偉い 方ら しく 思われました。 私の 方 を 見て は、 

何 かしきりに 相談して いるよう でした が、 ついに、 そ 

の 一 人が、 上品な 言葉で、 何 か 呼びかけました。 私 も 

さっそく、 返事し ました。 が、 どちらも、 言葉 はまる 


で 通じません。 たゾ、 私が ひどく 困って いる こと だけ 

は、 身振りで、 わかって くれました。 

相手 は 私に、 岩から おりて 海岸の 方へ 行け、 と 合図 

しました。 で、 私 は そのと おりに しました。 すると、 

その 飛ぶ 島 は、 ちょうど、 私の 頭の 上に、 その 縁が 近 

づ いて、 一番 下の 通路から、 一本の 鎖が する くと お 

りてきました。 鎖の 先に は、 腰掛が 一 つついて います。 

私が それに 乗る と、 鎖 は その ま 、巻き上げられて ゆき 

ました。 

私が その 島へ おりる と、 すぐ 大勢の 人々 が 私 を 取り 

囲みました。 見る と、 一番 前に 立って いるの が、 どう 


も 上流の 人々 のよう でした。 彼等 は 私 を 眺めて、 ひど 

く 驚いて いる 様子で したが、 私の 方 も、 すっかり 驚い 

てし まった のです。 なにしろ、 その 恰好 も、 服装 も、 

容貌 も、 こんな 奇妙な 人間 を 私 はま だ 見た ことが な 

かった からです。 

彼等の 頭 は みんな、 左 か、 右 か、 どちら かへ 傾いて 

います。 目 は、 片方 は 内側へ 向き、 もう 一方 は 真上 を 

向いて いるので す。 上衣 は、 太陽、 月、 星な どの 模様 

に、 提琴、 横笛、 竪琴、 喇 叭、 六 弦 琴、 そのほか、 

いろんな 珍しい 楽器の 模様 を 交ぜて います。 それから、 

召使の 服装 をした 男た ち は、 短い 棒の 先に、 膀胱 を ふ 


くらませ たもの をつ けて 持ち歩い ています。 そんな 男 

たち も、 だいぶい ました。 これ は あとで 知った のです 

が、 この 膀胱の 中には、 乾いた 豆と 小石が 少しば かり 

入って います。 

ところで、 彼等 は、 この 膀胱で、 傍に 立って いる 男 

の 口 や 耳 を 叩きます。 これ は、 この 国の 人間 は、 いつ 

も 何 か 深い 考え ごとに 熱中して いるので、 何 か 外から 

つ、 いて やらねば、 もの も 言えない し、 他人の 話 を 聞 

くこと もで きない からです。 そこで、 お金 持 は、 叩き 

役 を 一人、 召使と してやと つてお き、 外へ 出る ときに 

は、 必ずつ いて 行きます。 召使の 仕事と いうの は、 こ 


の 膀胱で、 主人 やお 客の 耳 や 口 を、 静かに 代る ぐ、 

叩く ことなの です。 また、 この 叩き 役 は 主人に 附き 

添って 歩き、 とき，^、 その 目 を 軽く 叩いて やります- 

と いうの は、 主人 は 考え ごとに 夢中に な つ ています か 

ら、 うっかりして、 崖から 落っこちたり、 溝に はまり 

こんだり する ことがある かもしれ ないから です。 

ところで、 私 はこの 国の 人々 に 案内され て、 階段 を 

上り、 島の 上の 宮殿へ つれて 行かれた のです が、 その 

とき、 私 は、 みんなが 何 をして いるの か、 さっぱり、 

わかりませんでした。 階段 を 上って 行く 途中で も、 彼 

等 は 考え ごとに 熱中し、 ぼんやりして しまう のです。 


そのたび に、 叩き 役が、 彼等 をつ、 いて、 気 を はっき 

リ させて やりました。 

私たち は 宮殿に 入って、 国王の 間に 通されました。 

見る と、 国王 陛下の 左右に は、 高位の 人た ちが、 ずら 

りと 並んで います。 王の 前に はテ— ブルが 一 つあって、 

その上に は、 地球儀 や、 そのほか、 種々 さまぐ の 数 

学の 器械が 一 ぱい 並べて あります。 なにしろ 今、 大勢 

の 人が どかく と 入った ので、 騒がしかった はずです 

が、 陛下 は 一向、 私たちが 来た ことに 気がつかれ ませ 

ん。 陛下 は 今、 ある 問題 を 了 心に 考えて おられる 最中 

なのです。 私たち は、 陛下が その 問題 をお 解きになる 


まで、 一時間ぐ らい 待って いました。 

陛下の 両側に は、 叩き 棒 を 待った 侍 童が、 一人ず つ 

ついています。 陛下の 考え ごとが 終る と、 一人 は 口許 

を、 一 人 は 右の 耳 を、 それぐ 軽く 叩きました。 

すると 陛下 は、 まるで 急に 目が さめた 人の ように、 

ハツと なって、 私たちの 方 を 振り向かれました。 それ 

で やっと、 私たちの 来た こと を 気づかれた ようです。 

陛下が、 何 か 一言二言 言われた かとお もうと、 叩き 棒 

を 持った 若者が、 私の 傍へ やって来て、 静かに 私の 耳 

を 叩き はじめました。 私 は 手 まねで、 そんな もの は 要 

らな いという こと を 伝えて やりました。 


陛下 はしき りに 何 か 私に 質問され ている らしい ので 

した。 で、 私の 方 も いろんな 国の 言葉で 答えて みまし 

た。 けれども、 向う の 言う こと も わからなければ、 こ 

ちらの 言う こと もまる で 通じません。 

それから、 私 は 陛下の 命令で 宮殿の 一 室に 案内され、 

召使が 二人、 私に 附き 添いました。 やがて、 食事が 運 

ばれて きました。 そして、 四 人の 貴族た ちが、 私と 一 

しょに テ— ブルに 着きました。 食事 中、 私 は いろんな 

品物 を 指さして、 何とい う 名前な のか、 聞いて みまし 

た。 すると、 貴族た ち は、 叩き 役の 助け を かりて、 喜 

んで 答えて くれました。 私 は 間もなく、 パンで も、 飲 


物で も、 欲しい もの は 何でも 言える ようにな りました- 

食事が すむ と、 貴族た ち は 帰りました。 そして 今度 

は、 陛下の 命令で 来たと いう 男が、 叩き 役 を つれて、 

入って 来ました。 彼 は ペン、 インキ、 紙、 それに、 三 

四 冊の 書物 を 持って来て、 言葉 を 教えに 来たの だと 手 

まねで 言います。 私たち は、 四時 間 一し よに 勉強し ま 

した。 私 はたく さんの 言葉 を 縦に 書き、 それに 訳 を 書 

いて ゆきました。 短い 文章 も 少し おぼえました。 

それに はまず 先生が、 召使の 一 人に、 「何々 を 持って 

来い ご 「あっち を 向け ご 「おじぎ ご 「坐れ ご 「立て ご 

という ふうに 命令 をし ます。 すると 私 は、 その 文章 を 


書きつ ける のでした。 それから 今度 は 本 を 開いて、 日 

や 月 や 星 や、 そのほか、 いろんな 平面図、 立体 図の 名 

を 教えて くれました。 先生 は、 また、 楽器の 名前と 音 

楽の 言葉 を、 いろく 教えて くれました。 こんな ふう 

にして、 二三 日す ると、 私は大 たい 彼等の 言葉が どん 

な もので あるか、 わかって きたので す。 こ、 の 島 は 『ラ 

ピ ユタ』 とい、 ます。 私 は それ を 『飛 島』 『浮 島』 など 

と 訳して おきました。 

私の 服が みすぼらしい というので、 私の 世話人が、 

翌朝、 洋服屋 を 呼んで 来ました。 ところが、 その 洋服 

屋の やり方が、 ョ— 口 ツバの 寸法の 取り 方と は、 まる 


で 違う のでした。 彼 は 定規と か コンパスで、 私の 身体 

を はか リ、 いろんな 数学 上の 計算 を 紙の 上に 書きと め 

ました。 そして、 服 は 六日 目に 出来 上り ましたが、 そ 

の 恰好 はてんで なって いないの でした。 なんでも、 計 

算の 数字 を 間違えた の だそう です。 しかし、 そんな 間 

違い はいつ も ある ことで、 誰も 気にする もの はない と 

いうので、 私 も 少し 安心し ました。 

私 は 病気で 五六 日 引き こもって いました が、 その 間 

に、 だいぶ この 国の 言葉 を 勉強し ました。 それで、 そ 

の 次に 宮廷へ 行った ときには、 国王の 言う こと も わか 

れば、 いくらか 返事 をす る こと もで きました。 


陛下 は、 この 島 を、 北東々 に 進ませて、 ラガ— ド (下 

の 大地に ある、 この 国の 首都) の 上に 持って ゆく よう、 

お命じに なりました。 ラガ— ドは約 九十 リ— グ ほど 離 

れ ていたので、 この 旅行に は 四日 半 かかりました。 旅 

行中、 この 島が 空中 を 進行して いるよう な 気配 は 

ちょっと も 感じられない のでした。 三日 目の 朝、 十一 

時 頃、 国王 は 自ら 貴族、 廷臣、 役人 ども を 従えられ、 

それぐ 楽器の 調子をと、 のえ ると、 それから 三時 間、 

休みな しに 演奏され ました。 騒々 しくて、 私 はもう 耳 

が つんぼに なりそう でした。 

首都 ラガ— ドへ 行く 途中、 陛下 は、 ところぐ の 町 


や 村の 上に、 この 島 をと める よう、 お命じに なり まし 

た。 これ は、 それぐ、 人民の 訴え ごと を、 お聞きに 

ぢもり  ひも 

なる ためでした。 小さい 錘の ついた 紐が、 この 島 か 

らおろ される と、 下にい る 人民 は、 それに 手紙 をく、 

つ 

りつけ ます。 そして、 紐 はすぐ また 吊リ 上げられます _ 

ちょうど、 子供が 風の 糸の 端に、 紙片 を 結びつけ るよ 

うな ものです。 ときには、 下から 持って来る 酒 や 食料 

が、 滑車で この 島へ 引き上げられる こと もあります。 

この 国の 人た ち は、 家の 作り方が 非常に 下手です。 

壁 は ゆがみ、 どの 室 も 直角に なって いないの です。 彼 

等 は、 定規 や 鉛筆です る 紙の 上の 仕事 は大 へん もっと 


もらしい のです が、 実地に やらして みると、 この 国の 

人間ぐ らい、 下手で 不器用な 人間 はいません。 彼等 は 

数学と 音楽に は 非常に 熱心です が、 そのほかの 問題に 

なると、 これく らい、 ものわかりの 悪い、 でたらめな 

人間はありません。 理窟 を 言わせれば、 さっぱり 筋が 

通らない し、 むやみに 反対ば かリ します。 彼等 は 頭 も 

心 も、 数学と 音楽し かわからない のです。 

それに、 この 国の 人た ち は、 いつも 何 か 心配して い 

て、 そのために 一分 間 も 心 は 安らかで ない のです が、 

他の 人間から 見たら、 それ は 何でもな いこと を 心配し 

ている のでした。 


その 心配の 種と いうの は、 天に 何 か 変った ことが 起 

き はすまい か、 という ことです。 たとえば、 地球 は 絶 

えず 太陽に 向って 近づいて いるの だから、 今に 吸い込 

まれる か、 飲み込まれて しまう だろう、 とか、 あるい 

は、 太陽の 表面に は ガスが だんく 固まって きて、 今 

に 日が 射さなくなる ときが 来る だろう、 とか、 この 前 

の 彗星のと き は、 地球 は 星の 尻尾に なでられないで 助 

かった が、 今度、 三十 一年 後に 彗星が 現れる と、 たぶ 

ん、 われ/ \ はいよ/ \ 滅ぼされ るだろう、 というの 

です。 そうかと おもえば、 太陽 は 毎日 光線 を 出して い 

るので、 やがて は、 蠟 燭 のように 溶けて なくなる だろ 


う、 そうすると、 地球 も 月 も、 みんな なくなって しま 

うだろう、 などと いう 心配でした。 

彼等 は 朝から 晚 まで、 こんな ふうな こと を 考えて、 

ビク くして います。 夜 も、 よく 眠れない し、 この 世 

の 楽しみ を 味おうと もしない のです。 朝、 人に 会って、 

第 一 にす る 挨拶 は、 

「太陽の 工合 はどうでしょう。 日の入り、 日の出に、 

変り は ございません かご 

「今度、 彗星が やって来たら、 どうした ものでしょう 

か。 なんとかして 助かりたい ものです な あご 

と、 こんな こと を 言い合う のです。 それ はちょう ど、 


子供が 幽霊 やお 化けの 話が 怖くて 眠れない くせに 聞き 

たがる ような 気持でした。 

私 は 一月 もた つと、 この 国の 言葉が かなりう まくな 

りました。 国王の 前に 出ても、 質問 は大 がい 答える こ 

とがで きました。 陛下 は、 私の 見た 国々 の 法律、 政治、 

風俗な どの こと は、 少しも 聞きた がりません。 その 質 

問と いえば、 数学の ことば かりでした。 私が 申し上げ 

る 説明 を、 ときぐ、 叩き 役の 助け を かりて 聞かれな 

がら、 いかにも、 つまん なそう な 顔つきで いられます。 

私 は、 この 島の いろ/ \ 珍しい もの を 見せても らい 

たいと、 陛下に お願いし ました。 さっそく、 お許しが 


出て、 私の 先生が 一し よに 行って くれる ことにな り ま 

した。 私 はこの 島の さま，^ の 運動が 何の 原因に よる 

ものな のか、 それが 知りたかった のです。 

この 飛 島 は、 直径 約 四 マイル 半の 真 円い 島です。 面 

積 は、 一 万ェ ー 力—、 島の 厚さ は、 三百^ -— ド ありま 

す。 島の 一番 底 は、 滑らかな 石の 板に なって いて、 そ 

の 上に、 鉱物の 層が あり、 その また 上に、 土が かぶ さつ 

ています。 

島の 中心に は、 直径五十^ -1 ド ばかりの 裂け目が 一 

つあります。 こゝ から、 天文学者 たちが、 洞穴へ おり 

て 行きます。 


その 洞穴の 中には、 一 一十 箇の ランプが、 いつもと もつ 

ています。 そこに は、 望遠鏡 や、 天体観測 器 や、 その 

ほか、 天文学の 器械が 備えて あります。 

この 島の 運命 を つかさどって いるの は、 一つの 大き 

な 磁石です。 磁石の 真中に、 心棒が あって、 誰でも、 

ぐる- (^廻す ことができる ようにな つ て います。 

この 磁石の 力に よって、 島 は、 上ったり 下ったり、 

一 つ 場所から 他の 場所へ 動いたり する のです。 磁石の 

一 方の 端 は、 島の 下の 領土に 対して、 遠ざかる 力 を 持 

ち、 もう 一方の 端 は、 近寄ろう とする 力 を 持って いま 


もし 近寄ろう とする 力 を 下に すれば、 島 は 下って ゆ 

きます。 その 反対に すれば、 島 は 上って ゆきます。 斜 

めに すれば、 島 は 斜めに 動きます。 そして、 磁石 を 土 

面と 水平に すれば、 島 は 停まって います。 

この 磁石 を あずかって いるの は、 天文学者 たちで、 

彼等 は 王の 命令で、 ときぐ、 磁石 を 動かす のです。 

もし、 下の 都市が 謀叛 を 起したり、 税金 を 納めない 

場合に は、 国王 は、 その 都市の 真上に、 この 島 を 持つ 

て 来ます。 こうすると、 下で は 日 も あたらず 雨 も 降ら 

ない ので、 住民た ち は 苦しんで しまいます。 また 場合 

によって は、 上から どし く大石 を都巿 めがけて 落し 


ます。 こうされ て は、 住民た ち は、 地下室に 引っ込ん 

で いるより ほかはありません。 

だが、 それでも まだ 王の 命令に 従わない と、 最後の 

手段 を 取ります。 それ は、 この 島 を 彼等の 頭の 上に 落 

してし まう のです。 こうすれば、 家 も 人 も 何もかも、 

一 べんに つぶされて しまいます。 

しかし、 これ はよ くくの 場合で、 めったに こんな 

ことに はなり ません。 王 もこの やり方 は 喜んでい ませ 

ん。 それにもう 一 つ、 これに は 困る ことがある のです _ 

つまり、 都市に は 高い 塔 や 柱な どが 立ち並んで いるの 

で、 その上に 島 を 落す と、 島の 底の 石が 割れる おそれ 


があります。 もし 底の 石が 割れたり すると、 磁石の 力 

が なくなって、 たちまち 島 は 地上に 落っこちて しまう 

ことになる のです。 

2 発明 屋敷 

私 はこの 国で、 別に いじめられ たわけで はない ので 

す。 だが、 どうも、 なんだか、 みんなから 馬鹿にされ 

ている ような 気がしました。 この 国で は、 王 も 人民 も、 


数学と 音楽の ことのほか は、 何 一 つ 知ろうと しないの 

です。 だから 私なん か、 どうも 馬鹿にされる のでした。 

ところが、 私の 方で も、 この 島の 珍しい もの を 見物 

してし まう と、 もう、 こ、 の 人間た ちに は、 あきあき 

してし まいました。 彼等 はいつ も、 何 か 我 を 忘れて、 

ぼんやり 考え ごとに 耽って いるので す。 附き 合う 相手 

として、 これほど 不愉快な 人間はありません。 で、 私 

はいつ も 女 や、 商人 や、 叩き 役、 侍 童な どとば かり 話 

をし ました。 もの を 言って、 筋の通った 返答 をして く 

れ るの は、 こういう 連中 だけでした。 

私 は 勉強した ので、 彼等の 言葉 はだい ぶん 話せる よ 


うにな つてい ました。 で、 私 はこうして、 ほとんど 相 

手に もして もらえな いような 国に、 じっとして いるの 

が、 たまらなくな つたので す。 一 日 も 早く、 この 国 を 

去って しまいた いと 思いました。 

私 は 陛下に お願いして、 この 国から 出られる ように 

しても らい、 二月 十六 日に、 王と 宮廷に 別れ を 告げ ま 

した。 ちょうど そのと き、 島 は 首府から 二 マイルば か 

リ 郊外の 山の 上 を 飛んで いました ので、 私 は 一番 下の 

通路から、 鎖 を 吊り下げて もらって 地上に おりました。 

その 大陸 は、 飛 島の 国王に 属して いて、 バル ニバ— 


ビ といわれ ています。 首府 は ラガ— ドと 呼ばれて いま 

私 は 地上に おろされて、 とにかく 満足でした。 服装 

は 飛 島のと 同じ だし、 彼等の 言葉 も、 私 はよ くわ かつ 

ていたので、 何の 気が かり もな く、 町の 方へ 歩いて 行 

きました。 私 は 飛 島の 人から 紹介状 を もらって いまし 

たので、 それ を 持って、 ある 偉い 貴族の 家 を 訪ねて 行 

やしき 

きました。 すると、 その 貴族 は、 彼の 邸 の 一 室 を、 私 

に 貸して くれて、 非常に 厚く もてなして くれました。 

翌朝、 彼 は、 私 を 馬車に 乗せて、 巿内 見物に つれて 

行って くれました。 街 は ロンドンの 半分く らいです が、 


家の 建て 方が、 ひどく 奇妙で、 そして、 ほとんど 荒れ 

放題に なって いるので す。 街 を 通る 人 は、 みな 急ぎ足 

で、 妙に もの 凄い 顔つきで、 大 がい ポロく の 服 を 着 

てレま す 

それから 私たち は、 城門 を 出て、 三 マイルば かり、 

郊外 を 歩いて みました。 こ、 では、 たくさんの 農夫が、 

いろくの 道具で 地面 を 掘り返して いました が、 どう 

も、 何 をして いるの やら、 さっぱり、 わからな いので 

す。 土 はよ く 肥えて いるのに、 穀物な ど 一向に 生え そ 

うな 様子はありません。 

こんな ふうに、 田舎 も 街 も、 どうも 実に 奇妙な ので、 


私 は 驚いて しまいました。 

「これ は 一たい どうした わけなの でしよう。 町に も 畑 

にも、 あんなに たくさんの 人々 が、 とても 忙しそう に 

動き まわって いるのに、 ちょっと も、 よくない ようで 

すね。 私 はま だ、 こんな でたらめに 耕された 畑 や、 こ 

ん なむち やくち やに 荒れ放題の 家 や、 みじめな 人間の 

姿 を 見た ことがない のです ご 

と 私 は 案内 役の 貴族に 尋ねて みました。 

すると 彼 は 次の ような 話 をして くれました。 

今から およそ 四十 年ば かり 前に、 数人の 男が ラピュ 

タへ 上って 行った のです。 彼等 は 五 力 月 ほどして 帰つ 


て 来ました が、 飛 島で おぼえて 来たの は、 数学の はし 

くれでした。 しかし、 彼等 は、 あの 空の 国の やり方に、 

とても ひどく、 かぶれて しまった のです。 帰る と、 さつ 

そく、 この 地上の やり方 を 厭が り はじめ、 芸術 も 学問 

も 機械 も、 何もかも、 みんな、 新しく やりなおそうと 

いう ことにしました。 

それで、 彼等 は 国王に 願って、 この ラガ— ドに 学士 

院を 作りました。 ところが、 これが ついに 全国の 流行 

となって、 今では、 どこの 町に 行っても 学士院が ある 

のです。 

この 学士院で は、 先生た ちが、 農業 や 建築の 新しい 


やり方と か、 商工業に 使う 新式の 道具 を、 考え出そう 

としてい ます。 先生た ち はよ くこう 言います。 

「もし、 この 道具 を 使えば、 今まで 十 人でした 仕事が、 

たった 一 人で 出来 上る し、 宮殿 はたった 一 週間で 建つ。 

それに 一 度 建てたら、 もう 修繕す る ことが 要らない。 

果物 は、 い つで も 好きな ときに 熟れさせる ことができ、 

今までの 百倍ぐ らいたくさん 取れる ようになる ご 

と、 そのほか いろ/ \結 構な ことば かり 言う のです。 

た > 残念な の は、 これらの 計画が、 まだ どれ も、 ほ 

ん とに 出来 上って はいない ことです。 だから、 それが 

出来 上る まで は、 国中が 荒れ放題 になり、 家 は 破れ、 


人民 は 不自由 をつ、 V けます。 がそれ でも 彼等 は 元気 は 

失わず、 希望に もえ、 半分 やけくそに なりながら、 五 

十倍の 勇気 を 振る つて、 この 計画 をな しとげよ うとす 

るので す。 

彼 はこん な こと を 私に 説明して くれたの です。 そし 

て、 

「ぜひ、 ひとつあなた にも、 その 学士院 を 御 案内し ま 

しょう。」 

と、 つけ 加えました。 

それから 数日して、 私 は 彼の 友人に 案内され て、 学 

士院を 見物に 行きました。 


この 学士院 は、 全体が 一 つの 建物に なって いるので 

はなく、 往来の 両側に 建物がず つと 並んで いました。 

私が 訪ねて 行く と、 院長 は大 へん 喜んでくれ ました。 

私 は 何日 もく、 学士院へ 出かけて 行きました。 どの 

部屋に も、 発明家が 一人 二人い ました。 私 はおよ そ 五 

百ぐ らいの 部屋 を 見て 歩きました。 

最初に 会った 男 は、 手 も 顔 も 煤 だらけで、 髪 は ぼ 

う/ \ と 伸び、 それに、 ところ- ^焼け焦げが ありま 

した。 そして、 服 も シャツ も、 皮膚と 同じ 色な のです。 

きゆうり 

彼 は、 胡瓜から 日光 を 引き出す 計画 を、 やって いる 

の だそう です。 なんでも、 もう 八 年間 この ことば かり 


考えて いるの だそう です。 それ は、 つまり、 この 胡瓜 

から 引き出した 日光 を 壜詰に してお いて、 夏の じ 

め/^ する 日に、 空気 を 温める ために 使おうと いうの 

です。 

「もうあと 八 年 も すれば、 これ はきつ と、 うまくで き 

るでしょう。」 

と 彼 は 私に 言いました。 

「しかし 困る の は、 胡瓜の 値段が 今 非常に 高い ことで 

す。 どうか、 ひとっこの 発明 を 助ける ために、 いくら 

か 寄附して いた V けないで しょうか ご 

と 彼 は 手 を 差し出しました。 私 はいくら かお 金 を や 


りました。 

次の 部屋に 入る と、 悪臭が むん と 鼻 をつ きました。 

びっくりして 私 は 跳び出し たのです が、 案内 者が 引き 

とめて、 小声で こう 言いました。 

「どうか 先方の 気 を 損ねる ような こと をし ないで くだ 

さい。 ひどく 腹 を 立てます から ご 

それで、 私 は 鼻 をつ まむ わけに も ゆかず 困って しま 

いました。 この 室の 発明家 は、 顔 も 鬚 も 黄色に なり、 

手 や 着物 は 汚れた 色が ついています。 彼の 研究と いう 

の は、 人間の 排泄した もの を、 もう 一度 もとの 食物に 

なおす ことでした。 


それから、 別の 部屋に 入る と、 氷 を 焼いて 火薬に す 

る こと を、 工夫して いる 男が いました。 

それから、 非常に 器用な 建築家 もい ました。 彼が 思 

いついた 新しい 考えに よると、 家 を 建てる に は、 一番 

はじめに、 屋根 を 作り、 そして、 だん/ \ 下の 方 を 作つ 

て ゆく のがい、 というの です。 その 証拠に は、 蜂 や 蟻 

など これと同じ やり方で やって いるで はない か、 と 彼 

は 言って いました。 

ある 部屋に は、 生れな がらの 盲人が、 盲人の 弟子 を 

使って いました。 彼等の 仕事 は、 画家の ために、 絵 具 

を 混ぜる ことでした。 この 先生 は、 指と 鼻で、 絵 具の 


色が 見分けられる というの です。 しかし、 私が 訪ねた 

とき は、 先生 は ほとんど 間違って ばかりい ました。 

また 別の 部屋に は、 鋤 や 家畜の 代りに、 豚 を 使って、 

土地 を 耕す こと を 発見した という 男が いました。 

それ はこうす るので す。 まず、 一 ェ— 力 ー の 土地に、 

六 インチお きに、 八 インチの 深さに、 どんぐり、 なつ 

め、 やし、 栗、 そのほか、 豚の 好きそう な もの をた く 

さん 埋めて おきます。 それから、 六 百 頭 あまりの 豚 を、 

そこへ、 追い込む のです。 すると、 三日 も すれば、 豚 

ども は 食物 を 探して、 隅から隅まで 掘り返す し、 それ 

に、 豚の 糞が 肥料になる ので、 あと はもう 種 を 蒔けば 


い、 ばかりです。 もっとも、 これ は、 お金と 人手が か、 

るば かりで、 作物 は ほとんど、 取れなかった という こ 

とです。 

さて、 その 次の 部屋に 行く と、 壁から 天井から、 く 

もの 巣 だらけで、 やっと 人 ひとりが 出入りで きる 狭い 

路が ついていました。 私が 入って 行く と、 

「くもの 巣 を 破って は 駄目 だ ご 

と、 いきなり 大声で どなられました。 それから、 相 

手 は 私に 話して くれました。 

「そ も/ \く もという もの は、 蚕な どより ずっと 立派 

な 昆虫な の だ。 くも は 糸 を 紡ぐ だけでなく、 織 リ方ま 


で ちゃんと 心得て いる。 だから、 蚕の 代りにく も を 使 

えば、 絹 を 染める 手数が 省け る ことになる ご 

そう 言って、 彼 は、 非常に 美しい 蠅を たくさん 取り 

出して 見せて くれました。 つまり、 くもに この美し い 

蠅を 食べさせ ると、 くもの 糸に その 色が つくの だそう 

です。 それに 彼 は、 いろんな 色の 蠅を 飼って いました 

が、 この 蠅の 餌と して、 何 か 糸 を 強く さす もの を 研究 

している のでした。 

それから 私 は、 もう 一 人、 有名な 人 を 見ました。 こ 

の 人 は、 もう 三十 年間と いう もの は、 人類の 生活 を改 

良させる ことば かり、 考えつ、 V けて いるので す。 


彼の 部屋 は 奇妙な 品物で 一 ぱいで したが、 五十人の 

男た ちが、 彼の 指図で 働いて いました。 ある 者 は、 空 

気 を かわかして 塊り にす る こと を 研究して いました。 

また、 ある 者 は、 石 を ゴムの ように 柔 かくして、 枕 を 

ひづめ 

こしらえようと していました。 生きた 馬の 蹄のと こ 

ろ を 石に する こと を 考えて いる 者 もい ました。 

それから、 これ は 私に はどう もよ くわから ない ので 

もみ  ま 

すが、 この 有名な 学者 は、 畑に 靱 がら を 蒔く こと、、 

羊に 毛の 生えない 薬 を 塗る こと を、 目下し きりに 研究 

している の だそう です。 

私 は 道 を 横切って、 向う 则の 建物に 入りました。 


こゝの 学士院に は、 学問の 発明家が いるので した。 

私が 最初に 会った 教授 は、 広い 教室に いました。 そ 

こに は 四十 人ば かりの 学生が 集って いました。 教授 は 

一 つの 便利な 機械 を 考えて いました。 

その 機械 を 使えば、 どんな 無学な 人で も、 何でも 書 

ける のです。 哲学、 詩、 政治学、 数学、 神学、 そんな 

ものが 誰に でも、 らくに 書け る 機械でした。 教授 は、 

その 機械に ついてい ろく 私に 説明して くれました。 

私 は つ ゾ いて 国語学 校 を 訪ねました。 

こゝ では、 三人の 教授が 国語の 改良 をい ろくと 熱 

心に 考えて いました。 


一 つの 案 は、 言葉 を 全部 しゃべらない ことにしたら 

い、、 というの でした。 その 方が 簡単 だし、 健康に も 

よい、 もの を しゃべれば、 それだけ 肺 を 使う ことにな 

るから、 生命 を 縮める、 というの です。 

それで、 その代りに、 こんな ことが 発明され ました。 

言葉と いう もの は、 物の 名前 だから、 話 をしょう とす 

る ときには、 その物 を 持って行って、 見せつ こ を すれ 

ば、 しゃべらなくても 意味 は 通じる というの です。 

しかし、 これに も 一 つ 困る ことがあります。 それ は 

ちょっとした 話なら、 道具 を ポケットに 入れて 持って 

行けば ぃゝ のです が、 話が たくさん ある 場合 だと 大へ 


ん です。 そのと き は、 力の 強い 召使が、 大きな 袋に、 

いろんな 品物 を 入れて、 背負って 行かなければ なリま 

せん。 

私 は、 二人の 男が、 ちょうど あの 行商人の ような 恰 

好で、 大きな 荷物 を 背負って いるの を、 たびく 見た 

ことがあります。 二人の 男が 往来で 出会う と、 荷物 を 

おろして、 袋 を ほどき、 中から いろんな 品物 を 取り出 

します。 こうして、 かれこれ 一時間ぐ らい 話が つ、 V い 

たかと 思う と、 品物 を 袋に おさめて、 荷物 を 背負って 

立ち上ります。 

私 は その 次に 数学 教室 を 見物し ました。 


こ、 では、 ョ ー ロッパ などで は、 思いつく こと もで 

きない、 珍しい 方法で、 教えられて いました。 まず、 

数学の 問題と 答案 を、 薄い 煎餅の 上に、 特別 製の イン 

キで、 清書して おきます。 学生た ちに、 お腹 を 空つ ぼ 

にさせて おいて、 この 煎餅 を 食べさせます。 その後 三 

日間 は、 パンと 水し か 与えません。 そうすると、 煎餅 

が 消化され るに つれて、 それと 一し よに 問題 は 頭の 方 

へ 上つ て ゆく というの です。 

しかし、 これ は 実際に は 一度 も 成功して いません。 

というの は、 この 煎餅 を 食べる と、 ひどく 胸が 悪くな 

るので、 みんな こっそり 抜け出して、 吐き出して しま 


うからです。 

私 はつ、 V いて、 政治の 発明家た ち を 訪ね ましたが、 

この 教室で は、 あまり 愉快な 気持に はされ なかった の 

です。 

この 教室で、 一 人の 医者が こんな こと を 言って いま 

した。 一たい、 大臣な どと いう もの は、 どうも 物忘れ 

が ひどくて 困る と は、 誰もが 言う 苦情です が、 これ を 

防ぐ に は、 次のように すれば い、 というの です。 つま 

リ、 大臣に 面会した ときには、 できるだけ、 わか リゃ 

すい 言葉で 用件 を 伝えて おいて、 別れぎ わに、 一 つ、 

大臣の 鼻 をつ まむ とか、 腹 を 蹴る とか、 腕 をつ ねる と 


か、 なんとかして、 約束した こと は 忘れない ように さ 

せる のです。 そして その後 も、 面会す るた びに 同じ こ 

と を 繰り返し、 約束した こと は 実行しても らうよう に 

する K, 一です 

また、 この 医者 は、 政党の 争い をう まく 停める 方法 

を 発明して いました。 

それ は、 まず 両方の 政党から 百 人ず つ 議員 を 選んで 

きて、 これ を 二人ず つ、 頭の 大きさの 似た もの 同士の 

組に してお きます。 それから、 それぐ 両方の 頭 を 

のこぎ リ 

鋸 で ひいて、 二つに 分けます。 こうして 切り取った 

半分の 頭 を、 それぐ 取り換えつ こして、 反対派の 頭 


にくつ つける のです。 

私 は、 二人の 教授が しきりに 議論して いるの を 聞き 

ました。 どうしたら、 人民 を 苦しめないで、 税金 を 集 

める ことができ るかと いう 議論でした。 

一 人の 教授の 意見で は、 悪徳 や 愚行に 税金 を かける 

がい、、 というの でした。 ところが、 もう 一人の 教授 

の 意見で は、 人が その 自惚れて いる 長所に 税金 を かけ 

たらい、、 というの です。 


3 幽霊 の 島 


私 は 学士院 を 見物す ると、 もうこれ 以上、 この 国に 

いても 仕方がな いと 思い、 また、 イギリスへ 帰りた く 

なりました。 私 はョ— 口 ツバへの 帰リ途 に、 ひとつ ラ 

グナグ 島へ 寄って みょうと 考えて いました。 それから 

さらに 日本へ も 寄って みたい と 思いました。 

私 は 荷物 を 運ばせる ために、 騾馬 を 二 頭、 それに 案 

内 人 を 一人 やといました。 あの 貴族に は、 いろ/ \ 世 

話に なった のです が、 私が いよく 出発す る ことにな 

ると、 大 へんな 土産 物まで くれました。 


ところで、 マル ドナ— ダ という 港に 着いて みると、 

あいにく、 ラグ ナグ島 行きの 船 は 当分 出そう もない と 

いう ことが わかりました。 そこで、 私 は その 港町に、 

しばらく 滞在す る ことにな りました。 そのうち 一 ニニの 

知合い も 出来、 みんな 私に 親切に して くれました。 ラ 

グナグ 島 行きが 出る までに は、 まだ 一 月 は あると 聞い 

て、 私 は、 そこから 五リ ー グ ばかりの ところに ある、 

グ ラブ ダブ ドリ ブ と い う 島 を 訪ねる ことにしました。 

この 町の 一流の 紳士が、 小 帆船 を 一隻 仕立て、、 私と 

一 しょに 行って くれました。 

ところで、 この 『グラブ ダブ ド リブ』 という 名前 は 


『魔法 使の 島』 という 意味な のでした。 この 島 は 酋長 

がいて 治めて いました が、 住民 は 一 人 残らず 魔法 使で 

した。 島で 一番 年長者が 酋長になる ことにな つていて、 

酋長 は 立派な 宮殿に 住んで います。 その 庭園の 中には、 

家畜、 穀物、 園芸な どのた めに、 小さな 区切りが 作つ 

てあります。 

酋長と その 家族が 使って いる、 召使と いうの が、 実 

に 奇妙な のでした。 酋長 は、 魔法 を 使って、 死人の 中 

から、 誰でも 好きな 者 を 呼び出す ことができます。 そ 

して、 二十 四時 間 限り、 (それ 以上 は 駄目で したが) 呼 

び 出した 死人 を、 召使と して 使います。 だが、 一 度 呼 


び 出して 使ったら、 まず その 召使 は、 三 力 月間 は 呼び 

出せない ことにな つ て いました。 

私たちが、 この 島へ 着いた の は、 朝の 十一 時 頃で し 

たが、 連れの 紳士 はさつ そく、 酋長のと ころへ 行って、 

「実は 外国人が 一人、 閣下に お 目に かゝ りたくて、 わ 

ざく やって来 たのです が、 ひとつ 会って やってく だ 

さいません かご 

と 頼みました。 

さっそく それ は 許された ので、 私たち は宫 殿の 門 を 

よろい かぶと 

く、 V つて 行きました。 門の 両側に は、 鎧、 兜 を 着た 

兵士が ズラリ と 並んで います。 そして、 その 兵士た ち 


はなん ともい えない 恐ろしい 顔つき をして いるので、 

私 は 思わず ゾッと 寒気が しました。 私たち は 部屋 を 二 

つ 三つ 通り抜け ましたが、 どの 部屋に も、 同じような 

無気味な 恰好の 兵士が 並んで いました。 

やがて、 酋長の 室に 来る と、 私たち は 三度 頭 を 下げ 

て、 おじぎ をし ました。 それから、 挨拶が すむ と、 酋 

長の 席から 一 番 下の 段のと ころに ある 椅子に、 私たち 

は 腰をおろしました。 

この 酋長 は、 飛 島の 言葉 をよ く 知っていました。 そ 

れで 私に、 旅行の 話 を 少し 聞かせて ほしい、 と 言い ま 

す。 そして、 彼 は、 


「うん、 召使た ちはいない 方が い、 なご 

と 言いながら、 ヒョィ と 指 を 動かしました。 

すると、 今まで、 酋長の まわりに いた 召使た ちが、 

一 べんに、 す— つと 消えて しまいました。 私 はび つく 

りして、 しばらく は 口 もき けませんでした。 

「いや、 何でもな いのです よ。 怖がる こと はあり ませ 

んご 

と 酋長 は 言つ て くれます。 

見る と、 私の 連れの 紳士 は、 たびく こんな ことに 

は 馴れて いるら しく、 まるで 平気な 顔 をして いました 

それで、 私 もやつ と 安心して、 旅行の 話 を 手 短に 話し 


ました。 

それでも、 私 は 話しながら 、とき，^ どうも 気にな つ 

て、 あの 召使た ちが 消えて しまった あたり を 振り返つ 

て 見て いました。 

それから 私たち は、 酋長と 一 しょに 食事 をし ました _ 

すると、 今度 はまた 別の 幽霊 どもが、 食事 を 運んで 来 

て、 給仕して くれる のでした。 それ を 見ても、 私 はも 

う 最初 ほど、 ビク/ \し なくなって いました。 夕方 ま 

で 私たち は 酋長のと ころに いました。 彼 は 泊って ゆけ 

とす、 めました が、 私たち は 無理に 帰りました。 私た 

ち は、 島の 民家に 泊り、 翌朝に なると、 また 酋長のと 


ころへ 訪ねて 行きました。 

こんな ふうに して、 私たち は 十日 間、 この 島に いま 

した。 毎日、 大 がい 酋長のと ころへ 行って、 夜 は、 民 

家の 宿へ 戻る のです。 私 は 幽霊に も 馴れて しまったの 

で、 もう 三 四 回目から 平気に なりました。 いや、 怖い 

の はま だ 少し 怖かった のです が、 それよりも、 とに か 

く、 これが 珍しくて たまらなくな つていた のです。 

酋長 は 私に こんな こと を 言いだ しました。 

「私 は 誰でも 死人の 中から、 あなたの 好きな 人間 を 呼 

び 出して あげます。 そして、 何でも、 あなたが 聞きた 

いと 思う こと を 聞けば、 死人に 返事させます。 世界 は 


じ まって 以来、 今日まで、 どんな 死人で も、 呼び出す 

ことができます ご 

私 は 酋長の 厚意 を大 へん 有り難く 思いました。 ちょ 

うど、 私たちの いた 部屋から は、 庭園が すっかり 見 わ 

たせる ようにな つ ていました。 

私 はまず 最初に、 何 か 雄大な ものが 見たい と 思い ま 

した。 

「それで は ひとつ、 ァレキ サン ダ— 大王が 戦場に 立つ 

ている 姿 を 見せて ください ご 

と 私 は 言いました。 

酋長 は 指先 を ちょっと 動かして 合図し ました。 する 


と、 私たちの いる 窓の 下の 庭園に、 戦場の 光景が 現れ 

ました。 それから、 ァレキ サン ダ— 大王 は、 私たちの 

部屋へ 呼ばれて やって来ました。 しかし、 彼の 話す ギ 

リシ ャ語 は、 私に はどう もよ く 通じませんでした。 

次に は、 ハンニバルが アルプスの 山 を 越す ところ を 

見せても らいました。 

その 次に は、 シ ー ザ ー と ポンペイが、 それぐ、 陣 

地に 立って、 戦争 を はじめようと している ところ を 見 

せても らいました。 そして、 シ ー ザ ー が 大勝 利 をす る 

ところ も 見ました。 

私 は 次に、 ひとつ 最も 偉い 学者た ち を 見たい もの だ、 


と 思いました。 そこで、 酋長に こう 頼みました。 

「どうか、 ホ ー マ— とァ リスト テレスと、 それから、 

その 註釈 家た ち を、 全部 見せて ください ご 

すると、 これ はまた 大 へんな 人数で、 何百 人と いう 

人間が、 ぞ ろくと 現れて 来ました。 私 は 一 目 見て、 

ホ ー マ ー とァ リスト テレスの 顔 はすぐ わかりました。 

ホ— マ ー の 方が 背 も 高く、 好男子でした。 歩き 方 も、 

しゃんとして いるし、 それに、 目 はまる で 人 を 突き刺 

すよう な、 鋭い 眼光でした。 ァ リスト テレスの 方 は、 

だいぶん 腰が 曲って、 杖 をつ いていました。 それに 髪 

も 薄くな つてい るし、 声に も 力がない のでした。 しか 


し、 この 二人の 学者と、 まわりの 群衆と は、 まるで 何 

の 縁故 もない の だとい うこと は、 私に もよ くわ かりま 

した。 

私 はまる 五日 間、 まだ/^、 いろんな 人間 や 学者た 

ちと 会いました。 口  — マの 皇帝た ちに も、 大 てい 会い 

ました。 

いよく 出発の 日が 来たので、 私 は グラブ ダブ ドリ 

ブの 酋長と 別れて、 連れの 紳士と 一 しょに、 マル ドナ— 

ダ— へ 帰りました。 そして、 この 港で 二週間ば かり 

待って いると、 いよ/、、 ラグ ナグ島 行きの 船が 出る 


ことにな りました。 この 町の 人た ち は、 大 へん 親切に 

して くれて、 私 を、 わざ/ \ 船まで 見送って くれ まし 

た。 

航海 は 一 力 月 か 、 りました。 一 度 は 暴風雨に 会 つ た 

りし ましたが、 一七 一 一年 四月 二十 一日に 私たちの 船 

は クル メグ ニグ 河に 入り ま そした。 

こ、 は、 ラグ ナグ 国の 東南に ある 港です。 船 は、 こ 

の 町から 一 リ ー グ ばかり 手前で、 „ 錨 をお ろし、 水先 案 

内に 合図 をし ました。 半時 間 もしない うちに、 水先 案 

内 は 二人連れで やって来ました。 

ところが、 船員の 二三の 者が、 私の こと を、 外国人 


で、 大 旅行家 だと、 水先案内に 話して しまった のです。 

すると また、 水先案内 は、 税関吏に、 私の こと を 話し 

ました。 そのために、 私 は 上陸す ると、 さっそく 厳し 

い 検査 を 受けました。 

この 税関吏 は、 バル ニバ— ビ 語で、 私に 話しかけ ま 

した。 この 国と バル ニバ ー ビとは 互に 往来して いるの 

で、 港町で は、 大 てい 言葉が 通じる のでした。 

私 は できるだけ 簡単に、 わかりやすく 話して ゃリま 

したが、 私の 国 は オランダ だと、 一 っ噓 をつ きました。 

これ は、 私が 日本へ 寄って みょうと 思って いたからで 

す。 その 日本で は、 オランダ 人の ほか は、 一 さい ョ ー 


口 ツバ 人 を 上陸 させない、 という こと を、 私 は 知って 

いました。 

「私 は バル ニバ— ビの 海岸で 船が 難破して 岩に 打ち 上 

げられ たのです。 すると、 ラピ ユタ (飛 島) に 見つかつ 

て、 救われました。 今 はこれ から、 日本へ 行こうと し 

ている ところです。 日本へ 行き さえ すれば、 船が ある 

ので、 故国へ 帰れます ご 

と 私 は 役人に 向って 言って やりました。 すると、 役 

人 ま、 

「では さっそく、 宮廷へ 手紙 を 書いて あげる。 二週間 

も すれば 返事が 聞け るだろう から。 しかし、 それまで 


は、 一応 あなた を こちらで 捕えて おく ことにする。」 

と 言います。 

そこで、 私 は 宿へ 引っ張って ゆかれ ましたが、 門口 

に は、 番人が ちゃんと 一人 立って います。 しかし、 庭 

の 中 を 歩き まわる こと だけ は 許されました。 それに、 

私 は 国王の 費用で、 ずいぶん よく、 もてなされました _ 

また 方々 から、 私 を 珍しがって、 招いて くれました。 

私の ことが、 まだ 話に も 聞いた ことのない、 遠い く 

国から やって来た 男 だと、 人々 の 噂に なって いたから 

です。 

私 は 同じ 船で 来た 一 人の 青年 を、 通訳に やとい まし 


た。 この 通訳 を 使って、 私 は 訪ねて 来る 人た ちと、 話 

をす る ことができました。 

宮廷からの 返事 を 待って いた 頃、 使者が やって来 ま 

した。 それ は、 私と 私の 連れ を、 十 頭の 馬で、 この 通 

訳 を 使って、 私 は 訪ねて 来る 人た ちと トラ ルド ラグ ダ 

力まで 案内して くれる というの です。 私 は 通訳の 青年 

の ほかに 連れはなかった ので、 彼に 一し よに 行って く 

れ るよう に 頼み、 二人の 乗り物と して、 騾馬 を 一頭ず 

つもらい ました。 いよ/^ 出発す る 前に、 まず、 使者 

を 一 人 さきに 発た せる ことにしました。 

「陛下の 御 足の 前の 塵 をな めさせて いた 、いきたいので 


すが、 いつお 伺いした らい、 か、 御 都合 をお 知らせく 

ださい ませ ご 

と、 私の 使者 は 王に こう 申し上げました。 

はじめ 私 は、 『麈 をな める』 というの は、 た V、 この 

国の 宮廷の 言い まわしで、 『お 目に か、 る』 という 意味 

だろう、 と 思って いました。 ところが、 その後、 これ 

はほんと に 塵 をな める の だとい うこと がわ かりました。 

宮廷に 着いて 二日 目に、 私 はいよ く 陛下の 前に 呼 

び 出されました。 すると、 私 は 腹這いに なれ、 と 命じ 

られ ました。 そして、 陛下の 前まで 進んで 行き、 床の 

塵をぺ 口/ \ なめろ、 と言われました。 もっとも 私 は 


外国人な ので、 特別の 扱い をされ て、 床 は 綺麗に して 

ありまし たので、 塵 も 大した ことはなかった のです。 

しかし、 これ は 全く 特別扱いで、 この 国の 一番 偉い人 

と同じように 扱つ て くれた わけです。 

ひどい のになる と、 宮廷で 気に入らない 人が やって 

来る と、 わざ/ \麈 を まき 散らして おくのです。 

私 はこの 宮廷で、 ある 大官が 口の 中 を 塵 だらけに し 

て、 もの も 言えず 困って いると ころ を 見ました。 もし 

こんな 場合、 相手が 陛下の 前で、 唾 を 吐いたり、 口 を 

拭いたり したら、 すぐ 死刑に されて しまいます。 

それから この 宫廷 では、 もう 一 つ、 面白くない 慣習 


があります。 それ は、 もし 王が 誰か 家来 を そっと 死刑 

にして やろうと 思われる と、 この 床の 上に、 毒の 粉 を 

まき 散らす ように、 お命じになります。 それ を 家来が 

なめれば、 二十 四時 間で 死んで しまう というの です。 

しかし、 こうして 死刑が すむ と、 あと は 必ず 床に つい 

ている 毒 を 綺麗に 洗い 落して おくよう、 お命じに なり 
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あるとき、 私 は 一 人の 侍 童が ひどく 叱られて いるの 

を 見ました。 それ は、 床に まいた 毒 を、 あとで 綺麗に 

掃除して おかなかった からです。 そのため、 一人の 立 

派な 青年が、 陛下の 前で、 毒 をな めて 死んで しまい ま 


した。 そのと き、 陛下 は、 彼 を 殺そうと はちよ つと も 

お考えに ならなかった ので、 ひどく 残念 がられました。 

王 は 私との 会見が 大 へんお 気に 召されました。 

私と 通訳に 宮中の 部屋 を 貸して くださって、 毎日、 

食事と お 小 遣 を 与えて くれました。 私 は 王に す、 めら 

れて、 この 国に 三 力 月間 滞在し ました。 ラグ ナグ人 は、 

礼儀正しい 国民でした。 私 は 上流 貴族と、 おもに 附き 

合いました。 通訳つ きで 話 をした のです が、 気まず い 

ものではなかった のです。 


4 死な ゝぃ 人間 

ある 日の ことでした。 一人の 紳士が ふと 私に こんな 

こと を 尋ねました。 

「あなた はこの 国の スト ラル ドブ ラグと いう もの を 見 

ました か。 これ は 『死な、 い 人間』 という 意味な ので 

す 力 」 

「あいにく まだ 見て いません。 しかし、 死な、 い 人間 

なんて、 一 たい、 どうして、 そんな 名前 をつ ける ので 

すか。 その わけ を 教えて ください ご 


と 私 は 尋ねて みました。 すると、 彼 は 次の ような こ 

と を 教えて くれました。 

まれ 

それ はごく 稀な ことです が、 この 国に は、 額の 左の 

眉毛の 上に、 赤い 円い あざの ついた 子供が 生れる ので 

す。 この あざが あると、 この 子供 はいつ までた つても 

死な、 い、 という しるしな のです。 

この あざ は 年と ともに、 大きくな り、 色が 変って ゆ 

きます。 十二 歳になる と、 緑色に なり、 二十 五 歳に な 

ると、 紺色に 変り、 それから 四十 五 歳になる と、 真黒 

になり ますが、 それから はもう 変り ません。 こんな 子 

供が 生れる の は、 非常に 稀で、 全国 を 探しても、 男女 


合せて 千 百 人ぐ らいし かいません。 そして そのうち、 

五十人ぐ らいが、 この 首府に 住んで いますが、 そのな 

かに は、 三年 前に 生れた 女の子 も 一人い ます。 この 死 

な、 い 人間が 生れる の は、 全く 偶然で、 血統の ためで 

はない のです。 だから、 スト ラル ドブ ラグ を 親に 持つ 

ていても、 その子 供 は 普通の 子供な のです。 

私 は 紳士から この 話 を 聞いて、 何ともい えない ほど 

うれしかった ので、 思わず、 こう 口走りました。 

「あ、、 そんな 人た ち は、 どんなに 幸いでしょう。 み 

んな 人間 は、 死ぬ ことが 恐ろしい から、 いつも 苦しん 

でい るのに、 その 心配がない 人なら、 ほんと に 幸いな 


ことでしょう。」 

しかし、 一 つ 不思議に 思った の は、 スト ラル ドプラ 

グが 宮廷に 一人 も 見あたらなかった ことです。 とに か 

く 私 は、 ひとつ スト ラル ドブ ラグた ちに 会って 話して 

みたい と 思いました。 そこで 私 は、 紳士 を 通訳に 頼ん 

で、 一度 彼等と 引き合 せても らいました。 

まず 紳士 は、 私が スト ラル ドブ ラグ を、 大 へん うら 

やましが つてい る こと を、 彼等に 話しました。 すると 

スト ラル ドブ ラグた ち は、 しばらく 自分た ちの 言葉で 

ガヤく 話し合って いました。 それから 通訳の 紳士 は、 

私に こう 言いました。 


「もし、 仮に、 あなたが スト ラル ドブ ラグに 生れて き 

たら、 どんな ふうに して 暮す つもり か、 それ を、 あの 

人た ち は 聞かせて くれと 言って います ご 

そこで、 私 は 喜んで 次のように 答えました。 

「もし 私が 幸いに スト ラル ドブ ラグに 生れた とすれば、 

私 はまず 第一に、 大いに 努力して 金もうけ をしょう と 

思います。 そして、 節約と 整理 をよ くして ゆけば、 二 

百年ぐ らいで、 私 は 国内 第一 の 金 持に なれます。 

第二に、 私 は 子供のと きから 学問 を はげみます。 そ 

うすれば、 やがて 国中 第一 の 学者に なれます。 それ か 

ら 最後に、 私 は 社会の いろんな 出来事 を 何でもく わし 


く 書いて おきます。 風習 や、 言語 や、 流行 や、 服装 や、 

娯楽な どが 移リ 変る たびに、 それら を、 一 つく 書き 

いきじびき 

とめて おきます。 こうして おけば、 私 はやが て 活字 引 

として 皆から 重宝がられます。 

六十 を 過ぎたら、 私 は 規則正しい 安楽な 生活 をした 

いと 思います。 そして、 有望な 青年 を 導く こと を、 私 

の 楽しみにします。 私の 記憶 や 経験から、 いろんな こ 

と を 彼等に 教えて やりたい と 思います。 

しかし、 絶えず 交わる 友人に は、 やはり 私と 同じよ 

うな、 死な、 い 仲間 を 十二 人 ほど 選びます。 そして、 

もし 彼等のう ちに 生活に 困って いるよう な ものが あれ 


ば、 私の 土地の まわりに 便利な 住居 を 作って やります。 

それから 食事の ときには、 彼等のう ちから 数人 招き ま 

す。 もっとも その ときには、 普通の 人間 も、 二三 人ず 

つ 立派な 人 を 招く ことにします。 なにしろ あまり 長く 

生きて いると、 普通の 人間が、 どんく 死んで ゆく こ 

とな ど、 別に 惜しく もなん ともなくなる でしよう。 孫 

が 出来れば、 私 は その 孫 を 招いたり する でしよう。 こ 

うなる と、 ちょうど あの 庭の チュ— リップが、 毎年 人 

の 目 を 楽しませて、 前の 年に 枯れた 花 を 悲しまさない 

のと 同じ ことです。 

それから 私 は 死な、 いのです から、 まだく、 いろ 


んな もの を 見る ことができます。 昔、 栄えた 都が 廃墟 

となったり、 名もない 村落が 都と なったり、 大きな 河 

が 涸れて 小川と なって しまつたり、 文明国 民が 野蛮人 

になったり、 昨日の 野蛮人が、 今日の 文明 人に なって 

いたり、 そんな ふうな 移 リ変リ を 見る ことができ るの 

です。 そして、 まだ 人間の 知識で は 解けない、 いろん 

な 問題 も 解ける 日が 来る の を、 それ も 見る ことができ 

るでしょう。」 

私が こんな ふうに 答える と、 紳士 は、 私の 言った こ 

と を、 スト ラル ドブ ラグた ちに、 通訳して 聞かせ まし 

た。 すると、 彼等 はにわ かに ガヤく と 話し はじめ ま 


した。 なかには、 失礼に も 何 かお かしそう に 笑い出し 

たもの もい ました。 しばらくして 通訳の 紳士 は、 私に 

こう 言いました。 

「どうも、 あなた は スト ラル ドブ ラグと いう もの を、 

考え違いして おられる よう だと、 彼等 はそう 言つ て い 
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なにしろ、 この スト ラル ドブ ラグなる もの は、 この 

国に しかいな いもので、 バル ニバ— ビ にも 日本に も 見 

る こと はでき ません。 前に 私 も 使節と して、 バル 二 

バ ー ビゃ 日本へ 行った ことがあり ますが、 その 国の 人 

たち は、 てんで、 そんな ものが あると は 考えられない 


と 言って いました。 私 は、 バル ニバ— ビゃ 日本の 人た 

ちと、 いろ/ \ 話し合って みて、 長生と いう ことが、 

すべての 人間の 願いで ある こと を 発見し ました。 片足 

を 墓穴に 突っ込んだ ような 人間で さえ、 もう 一 方の 足 

では できるだけ 入るまい と あがきます。 たとえ、 どん 

なに 年 をと つていても、 まだ 一日で も 長生す るつ もり 

らしい のです。 

ところが、 この ラグ ナグの 国で は、 絶えず 眼の 前に 

スト ラル ドブ ラグの 例 を 見せ つけられて いるた めか、 

この 国の 人た ち は、 やたらに 長生 を 望まない のです。 

あなた は 人間の 若さと か 健康と か 元気と かいう もの 


が、 いつまでも いつまでもつ y くと、 とんでもない 考 

え 違い をして いられ ますが、 スト ラル ドブ ラグの つら 

いところ は、 年 をと つて 衰えながら、 いろんな 不便 を 

耐えて、 まだ 生きつ y けて いると いう ことなので すご 

そう 言つ て、 彼 はこの 国の スト ラル ドブ ラグの 有様 

を 次のように くわしく 話して くれました。 

彼等 は 三十 歳 頃まで は 普通の 人間と 同じ ことなので 

すが、 それから あと は 次第に 元気が 衰えて ゆく 一  方で、 

そうして 八十 歳になります。 この 国で は 八十 歳が 普通、 

寿命の 終りと されて いますが、 この 八十 歳になる と、 

彼等 は 老人の 愚痴と 弱点 をす つかり 身に つけて しまい 


ます。 おまけに 決して 死な、 いという 見込みから、 ま 

だく たくさんの 欠点が ふえてき ます。 頑固、 欲張り、 

気 むずかし 屋、 自惚れ、 おしや ベリになる ばかりで な 

く、 友人と 親しむ こと もで きなければ、 自然の 愛情と 

いうよう な ものに も 感じなくなります。 

た > 嫉妬と 無理な 欲望ば かりが 強くな ります。 彼等 

は 青年が 愉快そう にして いるの を 見て は、 嫉妬します。 

それ は 彼等が、 もうあん なに 愉快に はなれな いからで 

す。 それから 彼等 は、 老人が 死んで 葬式が 出る の を 見 

ると、 やはり 嫉妬し ます。 ほかの 人た ち は 安らかに 休 

息の 港に 入る のに、 自分た ち は 死ねない からです。 


彼等 は 自分た ちが 若 か つ た 頃に 見た ことのほか は、 

何 一 つ おぼえて いません。 しかも、 その おぼえて いる 

という こと も、 ひどく でたらめ なのです。 だから、 ほ 

ん とのこと をく わしく 知ろうと する に は、 彼等に 聞く 

ょリ、 世間の 言い伝えに 従う 方が、 まだ ましな のです。 

すっかり 記憶が なくなって しまって いるの は、 まだ 

い、 方です。 これ は ほかの 連中と は 違って、 もう 多く 

の 欠点 も なくなって いるので、 多少、 人から 憐ん でも 

ら えます。 

彼等 は満 八十 歳になる と、 この 国の 法律で はもう 死 

ん だものと 同じように 扱われ、 財産 はすぐ 子供が 相続 


する ことにな つてい ます。 そして 国から、 ごく 僅かの 

手当が 出され、 困る 者 は 国の 費用で 養われる ことに 

なって います。 

九十 歳になる と、 歯と 髪の毛が 抜けて しまいます。 

この 年になる と、 もう 何 を 食べても、 味なん かわから 

ない のです が、 そのく せ、 た、 V 手 あたり 次第に、 食べ 

たく もない のに 食べます。 しかし 彼等 はや はり 病気に 

はか、 るので す。 か、 る 病気の 方 は、 ふえ もしな けれ 

ば 減る こと もありません。 話 一 つしても、 普通 使う あ 

り ふれた 物の 名まで 忘れて います。 人の 名前な どお ぼ 

えて はいません。 どんな 親しい友達 や 親類の 人と 会つ 


て も 顔が わからな いのです。 本 を 読んでも、 ぼんやり 

一 っぺ ー ジを 眺めて います。 文章の はじめから 終り ま 

で 読んで 意味 をた どる 力が なくなって いるので す。 で 

すから、 何もかも 一向 面白く はない のです。 

それに、 この 国の 言葉 は 絶えず 変って います。 だか 

ら 甲の 時代の スト ラル ドブ ラグと、 乙の 時代の ス トラ 

ルド プラグが 出会 つたので は、 少しも 言葉が 通じ ませ 

ん。 そのうえ、 二百 年 もた てば、 友人と 会っても 話 一 

つで きない 有様です から、 彼等 は 自分の 国に 住みな が 

ら、 まるで 外国人の ように 不便な 生活 をして いるので 


私が 紳士から 聞いた 話 は、 大 たい、 こんな ふうな も 

のでした。 

その後、 私 はいろ/ \ の 時代の スト ラル ドブ ラグ を 

たびく、 家に つれて 来て 会って みました。 中で 一番 

若 いのは、 まだ 二百 歳に なった かならない くらいで し 

た。 彼等 は、 私が 大 旅行家で、 世界中 を 見て きた 人間 

だと 聞いても、 別に 珍しがり もせず、 何の 質問 もし ま 

せん。 た >、 何 か 記念品 を くれと 手 を 差し出しました _ 

スト ラル ドブ ラグ は、 みんなから 厭 がられて います _ 

もし スト ラル ドブ ラグが この 国に 生れて 来る と、 これ 

は 不吉な こと、 して、 その 誕生が くわしく 書き残され 


る ことにな つてい ます。 だから、 その 記録 を 見れば、 

彼等の 年齢 はわ かる わけです が、 しかし この 記録 も 千 

年く らい 前の ものし か 残って いません。 

実際、 スト ラル ドブ ラグ ほど 不快な もの を 私 は 見た 

ことがない のです。 ことに 女の 方が 男よりも つと ひど 

いのでした。 形が みにくい ばかりでなく、 その 年齢に 

比例して、 なんとも いえない もの 凄 さが あるので す。 

私 は 彼等が 六 人ば かり 集って いるの を 見て、 年 は 百 か 

二百ぐ らいし か 違わない のに、 誰が 一番、 年上 か、 す 

ぐ わかりました。 

私 は スト ラル ドブ ラグの こと を 知った ために、 やた 


らに 長生した いという 烈しい 欲望 もす つかり さめて し 

まいました。 以前、 心に 描いて いたた のしい 夢が、 今 

は 恥 かしくな つたので す。 たとえ どのような 恐ろしい 

死で も、 あのよう に、 厭ら しい 生より は、 まだ まし だ 

と 思うよう になり ました。 

こんな こと を 私が 王に 話した ところ、 王は大 へん 面 

白 がられました。 そして、 私 をおから かいに なって、 

「ひと つ スト ラル ドブ ラグ を 一 一人ば かり、 イギリス へ 

つれて 行つ て 見せて やって はどう かご 

とおつ しゃいます。 だが、 実際 はこの 国の 法律で、 

彼等 を 国外に つれて 行く こと は 厳しく 禁止され ている 


ようでした。 

スト ラル ドブ ラグの この 話 は、 諸君に も いくらか 興 

味が ある だろうと 思います。 というの は、 少し 普通と 

は 変った 話です し、 私の これまで 読んだ どの 旅行記に 

も、 まだ、 これ は 出て いなかつ たと 思います。 

この ラグ ナグ 国と 曰 本国と は、 絶えず 行き来し てい 

るので すから、 この スト ラル ドブ ラグの 話 も、 もし か 

すると、 日本の 人が 本に 書いて いるか もしれ ません。 

しかし、 なにしろ 私が 日本に 立ち寄つ たの は、 ほんの 

短い 間でした し、 そのうえ、 私 は 日本語 を まるで 話せ 

なかった ので、 そのこと を 確め てみ る こと もで きな 


かった のです。 

ラグ ナグ 国王 は、 私 を 宮廷で 何 かの 職に つけようと 

されました。 けれども、 私が どうしても 本国へ 帰りた 

がって いるの を 見て、 快く 出発 をお 許しに なりました。 

そして、 わざわざ、 日本 皇帝に あて、 推薦状 を 書いて 

くださいました。 そのうえ、 四百 四十 枚の 大きな 金貨 

と、 赤い ダイヤモンド を 私に くださいました。 この ダ 

ィャ モンドの 方 は、 私 は イギリスに 帰って から、 売つ 

てし まいました。 

一 七 〇 九 年 五月 六日、 私 は 陛下 や 知人 一 同に、 う 

やくしく 別れ を 告げました。 王 はわ ざく 私に 近衛 


兵 をつ けて、 グ ラング エンス タルドと いう 港まで 送つ 

てくだ さいました。 そこで、 六日 ほど 待って いると、 

ちょうど、 日本 行きの 船に 乗れました。 それから 日本 

までの 航海が 十五 曰か、 りました。 

私たち は、 日本の 東南に ある ザ モス キ という 小さな 

港町に 上陸し ました。 

私 は 上陸す ると、 まず 税関吏に、 ラグ ナグ 王から、 

この 国の 皇帝に あてた 手紙 を 出して 見せました。 する 

と、 その 役人 は、 ラグ ナグ 王の 判 を ちゃんと よく 知つ 

ていました。 その 判 は、 私の 掌 ほどの 大きさで、 王が 


びっこの 乞食の 手 を 取って 立た せて いると ころが、 図 

案に なって いるので す。 町奉行 は、 この 手紙の こと を 

聞いて、 すっかり、 私 を 大切に して くれました。 馬車 

やお 附 きをつけて、 私 を エド (江戸) まで 送りと ゾけ 

て くれました。 

私 は エドで、 皇帝に お 目に か、 ると、 手紙 を 渡し ま 

した。 すると、 この 手紙 は ひどく おごそかな 作法で 開 

封され、 それ を 通訳が 皇帝に 説明し ました。 やがて、 

通訳が 私に 向って、 こう 言いました。 

「陛下 は、 何でもい、 から、 その 方に 願いの 筋が あつ 

たら 申し上げ よと 言って おられる。 陛下の 兄 君に あた 


る ラグ ナグ 国王の ために、 聞きと、 > 'けて つかわそうと 

のこと だ ご 

この 通訳 は 私の 顔 を 見る と、 すぐ ョ ー 口 ツバ 人 だと 

思って、 オランダ 語で 話しました。 そこで、 私 は、 

「私 は 遠い く 世界の 果で 難船した オランダの 商人で 

すが、 それから とにかく、 どうにか ラグ ナグ 国まで やつ 

て 来ました。 それから さらに 船に 乗って、 今 この 日本 

にやって 来たと ころです。 つまり、 日本と オランダと 

は 貿易 をして いる こと を 知ってい たので、 その 便 を か 

りて 私 はョ— 口 ツバ へ 帰りたい と 思つ ている のです。 

そんな 次第です から、 どうか、 ナン ガサ ク (長 崎) ま 


で 無事に 送りと y けて いた y きたいので すご 

と 答えて やりました。 それから 私 はっけ 加えて、 

「それから、 もう 一 つお 願いが ございます。 どうか、 

あの 十字架 踏みの 儀式 だけ は、 私に はかん べんして い 

た、 V きたいの です。 私 は 貿易の ため 日本へ 来たので は 

なく、 たゾ、 たまたま 災難から この 国へ たどりついた 

のです から ご 

と、 お願いし ました。 

ところが、 これ を 陛下に 通訳が 申し上げ ると、 陛下 

はちよ つと 驚いた 様子でした。 それから、 こう 言われ 

ました。 


「オランダ 人で 踏 絵 をした がらな いのは、 その 方が は 

じめ てな の だ。 してみ ると、 その 方 はほんと うに オラ 

ンダ人 かどう か 怪しくな つてく る。 これ はどう もほん 

とうの クリスト 信者で はない かと 思える の だが な あご 

しかし、 とにかく、 私の 願い は 許される ことにな り 

ました。 役人た ち は、 私が 踏 絵 をし なくても、 黙って 

知らない 顔 をして いるよう に 命令され ました。 

ちょうど そのと き、 ナン ガサ ク まで 行く 一  隊が あつ 

たので、 その 指揮官に、 私 を 無事に ナン ガサ ク までつ 

れて 行く よう、 命令され ました。 

一 七 〇 九 年 六月 九日、 長い 旅の あげく、 ようやく ナ 


ン ガサ クに 着きました。 私 はすぐ そこで、 『アン ポニ 

ァ号』 という 船の、 オランダ 人の 水夫た ちと 知り合い 

になり ました。 前に 私 は オランダに 長らくいた ことが 

あるので、 オランダ 語 はらく に 話せます。 私 は 船長に、 

船賃 はいくら でも 出す から、 オランダまで 乗せて 行つ 

て ほしいと 頼みました。 船長 は、 私が 医者の 心得が あ 

るの を 知る と、 では 途中、 船医の 仕事 をして くれるな 

ら、 船賃 は 半分で い、 と 言いました。 

船に 乗る 前に は、 踏 絵の 儀式 をし なければ ならない 

のでした が、 役人た ち は、 私 だけ 見の がして くれ まし 

た。 


さて、 今度の 航海で は 別に 変った こと も 起り ません 

でした。 四月 十日に 船 は 無事 アムステルダムに 着き ま 

した。 私 はこ、 から、 さらに 小さい 船に 乗って、 ィギ 

リスに 向いました。 

一 七 一 〇 年 四月 十六 日、 船 は ダウンズに 入港し まし 

た。 私 は 翌朝 上陸して、 久し振りに 祖国の 姿 を 見た わ 

けです。 それから すぐ レド リックに 向って 出発し、 そ 

の 日の 午後、 家に 着き、 妻子た ちの 元気な 顔 を 見る こ 

とがで きました。 


第 四、 馬の 国 (フ ウイ ヌム) 


1 馬の 主人 


私 は 家に 戻る と 五 力 月間 は、 妻 や 子供た ちと 一 しょ 

に 楽しく 暮 していました。 が、 再び 航海に 出る ことに 

なりました。 今度 は 私に 『アド ベンチ ユア 号』 の 船長 

になって くれと いうので、 すぐ 私 は 承知し ました。 

一 七 一 〇 年 九月 七日に 私の 船 は プリマス を 出帆し ま 

した。 ところが、 熱い 海 を 渡って ゆく うちに、 船員た 

ちが 熱病に か、 つてた くさん 死んで しまいました。 そ 

こで、 私 は ある 島へ 寄って、 新しく 代りの 船員 を やと 

い 入れました。 ところが、 今度 やとい 入れた 船員た ち 

は、 みんな 海賊だった のです。 この 悪漢 ども は、 ほか 


の 船員た ち を 引き入れ、 みんなして 船 を 横取りして、 

船長の 私 をと じこめ てし まおうと、 こっそり 計画して 

いたのです。 

ある 朝の ことでした。 いきなり 彼等 は、 なだれ を 

うって、 私の 船室に 飛び込んで 来る と、 私の 手足 をし 

ばり あげて、 騒ぐ と 海へ ほうりこむ ぞ、 と 脅しつけ ま 

す。 私 は、 もうこう なって は、 お前た ちの 言う とおり 

になる、 と 降参し ました。 

そこで、 彼等 は 私の 手足の 綱 を 解いて くれました。 

それでも、 まだ 片足 だけ は 鎖で ベッドに しばりつけて、 

しかも、 戸口に は 弾丸 を こめた 鉄砲 を 持って、 ちゃん 


と 番兵が 立って いました。 食物 だけ は 上から 持って来 

て くれ ましたが、 もう 私 は 船長で はなく、 今では この 

船 は 海賊の ものでした。 船 は どこ を どう 進んで いるの 

か、 私に はまる で わかりませんでした。 

一七 一一 年 五月 九日、 一人の 男が 私の 船室へ やって 

来て、 船長の 命令に より、 お前 を 上陸させる、 と 言つ 

て 私 を つれ 出しました。 それから 彼等 は むりやりに 私 

をボ— トに 乗せて しまいました。 一 リ— グ ばか リ 漕い 

で 行く と、 私 を 浅瀬に おろしました。 

「一たい こ、 は どこの 国な のか、 それだけ は 教えて く 

ださい ご 


と 私 は 頼みました。 しかし、 彼等 も そこが どこな の 

か 全然 知らない のでした。 

「満潮に さらわれる といけ ないから 早く 行け ご 

と 言いながら、 彼等 はボ— トを 漕いで 行きました。 

こうして、 私 はたった 一人で 取り残されました。 仕 

方な しに、 歩いて 行く と、 間もなく 陸に 着きました。 

そこで、 しばらく 堤に 腰をおろして 休みながら、 どう 

したら い、 もの か 考えました。 少し 元気 を 取り戻した 

ので、 また 奥の 方へ 歩き だしました。 私 は 誰か 蛮人に 

でも 出会ったら、 さ つ そく、 腕 環 や ガラス 環な ど を やつ 

て、 生命 だけ は 助けて もらおうと 思って いました。 


あたり を 見 わたす と、 並木が いくす じ もあって、 草 

がぼう- (^と 生え、 ところ- ^にからす 麦の 畑が あり 

ます。 私 はもし か 蛮人に 不意打ちに 毒矢で も 射 かけら 

れ たら 大 へんだ と 思った ので、 あたりに 充分 眼 をく ば 

りながら 歩きました。 やがて、 道ら しいと ころに 出て 

みると、 人の 足跡 や 牛の 足跡 や、 それから たくさんの 

馬の足 跡が ついていました。 

ふと、 私 は 畑の 中に、 何 か 五六 匹の 動物が いるの を 

見つけました。 気がつく と、 木の 上に も  一 二 匹い るの 

です。 それ はなん ともい えない、 いやらしい 恰好な の 

くさむら 

で、 私 はちよ つと 驚きました。 そこで、 私 は 叢 の 方 


へ 身 を か、 > 'めて、 しばらく 様子 をう か y つてい ました。 

そのうちに、 彼等の 二三 匹が 近くへ やって来 たので、 

私 ははつ きり、 その 姿 を 見る ことができました。 この 

猿の ような 動物 は、 頭と 胸に 濃い 毛が モジャ く 生え 

ています。 背中から 足の 方 も 毛が 生えて いますが、 そ 

の ほか は 毛がない ので、 黄褐色の 肌が むき 出しに なつ 

ています。 それに、 この 動物 は 尻尾 を 持って いません。 

それから、 前足に も 後足に も、 長い 丈夫な 爪が 生えて 

かきが た 

いて、 爪の 先 は 鈎 形に 尖って います。 彼等 は 高い 木に 

も、 まるでり すの ように 身軽に よじのぼります。 それ 

からと きん \、 軽く 跳んだり、 はねたり します。 


私 もずい ぶん 旅行 はし ましたが、 まだ、 これほど 不 

快な、 いやらしい 動物 は、 見た ことがありません。 見 

ている と、 なんだか 胸が ム 力/ \し てきました。 

私 は 叢から 立ち上って、 路を 歩いて 行きました。 こ 

の路を 行けば、 いずれ どこか インド 人の 小屋へ でも 来 

るかと 思って いました。 だが、 しばらく 行く と、 私 は 

さ つ きの 動物が 真正面から、 こちらへ 向って やって来 

るのに 出くわしました。 このみに くい 動物 は、 私の 姿 

を 見る と、 顔 を さまん \ に ゆがめて いました。 と 思う 

と、 今度 はまる ではじめての 物 を 見る ように、 目 を 見 

張ります。 そして、 いきなり 近づいて 来る と、 何のつ 


もり か、 片方の 前足 を 振り上げました。 

私 は 短 剣を抜く と、 一 つなぐり つけて やりました。 

が、 実は 刃の 方で は 打たなかった のです。 というの は、 

私が この 家畜 を 傷つけ たという ことが、 あとで 住民た 

ちに わかる と、 うるさい からです。 

私に なぐりつけられて、 相手 は 思わず 尻込みし まし 

たが、 同時に 途方もない 唸り 声 を あげました。 すると、 

たちまち 隣り の 畑から、 四十 匹ば かりの 仲間が、 もの 

凄い 顔 をして 吠えつ y けながら 集って 来ました。 私 は、 

一 本の 木の 幹に 龃け 寄り、 幹 を後楣 にして、 短剣 を 振 

り まわしながら 彼等 を 防ぎました。 すると、 二三 匹の 


奴等が ヒラリ と 木の 上に 躍り 上る と、 そこから 私の 頭 

の 上に、 ジャ 1- ^と 汚い もの を やりだします。 私 は 

幹に ピッ タリ 身 を 寄せて、 うまく 除け てい ましたが、 

あたり 一 めんに 落ちて 来る 汚い もの、 ために、 まるで 

息が ふ さがりそう でした。 

こんな ふうに 困って いる 最中、 私 は 急に 彼等が ち 

り，^ になって 逃げて 行く の を 見ました。 どうして あ 

ん なに 驚いて 逃げ出す のか、 不思議に 思いながら、 私 

も 木から 離れ、 もとの 道 を 歩き だしました。 

そのと き、 ふと 左の 方 を 見る と、 馬が 一 匹、 畑の 中 

を ゆっくり 歩いて 来る のです。 さっきの 動物 ども は、 


この 馬の 姿 を 見て 逃げ出した のでした。 

馬 は 私 を 見る と、 はじめ ちょっと 驚いた 様子でした 

が、 すぐ 落ち着いた 顔つきに 返って、 いかにも 不思議 

そうに 私の 顔 を 眺め だしました。 それから 私の まわり 

を 五六 回ぐ る/^ 廻って、 私の 手 や 足 をし きりに 見て 

レます 

私が 歩き だそうと すると、 馬 は 私の 前に 立ち ふさが 

リ ました。 しかし、 馬 はおとな しい 顔つきで、 ちょつ 

とも 手荒な こと をし そうな 様子はありません。 しばら 

く 私たち は、 お 互に 相手 を じっと見 合って いました。 

とう/ \ 私 は 思いきって 片手 を 伸しました。 そして、 


この 馬 を 馴らす つもりで、 口笛 を 吹きながら 首の あた 

リを なでて やりました。 

ところが、 この 馬 は、 そんな こと はしても らいたく 

ない というよ うな 顔つきで、 首 を 振り 眉 をし かめ、 静 

かに 右の 前足 を 上げて、 私の 手 を 払いの けました。 そ 

れ から、 馬 は 二三 度い なゝ きました が、 なんだか それ 

は 独 言で も 言って いるよう な、 変った いな、 き 方で し 

た。 

すると、 そこへ もう 一匹、 馬が やって来ました。 こ 

の 馬 はなに かひ どく 偉そう な 様子で、 前の 馬に 話し か 

ひづめ 

けました。 それから、 二 匹と も、 静かに 右足の 蹄 を 打 


ち 合せる と、 代る，^ 五六 度い な、 きました。 だが、 

そのいな、 き 方 は、 これ はどう も、 普通の 馬の 声で は 

ないようです。 それから、 彼等 は 私から 五六 歩 離れた 

ところ を、 二 匹が 並んで 行ったり来たり します。 それ 

は、 ちょうど、 人間が 何 か 大切な 相談 を するとき の 様 

子と よく 似て います。 そして、 彼等 はとき，^ 私の 方 

を 振り向いて、 私が 逃げ出し はしない かと、 見張って 

いるよう でした。 

私 は 動物が こんな 賢い 様子 をして いるの を 見て、 大 

へん 驚きました。 馬で さえこん なに 賢い のなら この 国 

の 人間 は どんなでしょう。 たぶん こ、 に は、 世界中で 


一 番 賢い 人た ちが 住んで いるので しょう。 そう 思う と、 

私 は 早く 家 か 村で も 見つけて、 誰か この 国の 人間に 

会って みたくな りました。 それで、 私 は 勝手に 歩いて 

行こうと しました。 

そのと き、 はじめの 馬が、 私の 後から、 「ちょっと 待 

て」 というよう にいな、 きました。 なんだか 私 は 呼び 

とめられ たような 気がした ので、 思わず 引き返し まし 

た。 そして、 彼の そばへの こ/ \ 近づいて 行きました。 

一 たい、 これ はどうなる のか、 実は そろく 心配で し 

たが、 私 は 平気そう な 顔つきで いました。 

二 匹の 馬 は、 一匹 は 青 毛で、 もう 一匹 は 栗毛でした 


が、 彼等 は 私の 顔と 両手 をし きりに 見て いました。 そ 

のうちに、 青 毛の 馬が 前足の 蹄で、 私の 帽子 を ダルく 

なでまわしました。 帽子が すっかり ゆがんだ ので、 私 

は 一度 脱いで、 かむ りなお しました。 これ を 見て、 彼 

等 は ひどく びっくりした ようでした。 今度 は 栗毛の 馬 

が 私の 上衣に 触って みました。 そして 何 か 不思議そう 

に 驚いて います。 それから 彼 は 私の 右手 をな で、 ひど 

ひづめ はさ 

く 感心して いる 様子で したが、 蹄に 挟まれて 手が 痛 

くな つたので、 私 は 思わず 大声 をた てました。 そうす 

ると、 彼等 は 用心しながら、 そっと、 触って くれる よ 

うにな りました。 彼等 は、 私の 靴と 靴下が、 いかにも 


不思議で ならない らしく、 何度も 触って は 互にい な、 

き 合いました。 そして、 しきりに 何 か 考え込む ような 

顔つき をして いました。 

こんな 利口な 馬 は 魔法 使に ちがいな いと 私 は 考え ま 

した。 そこで 次のように 話しかけて みました。 

「諸君、 どうも あなたた ち は 魔法 使の ように 思える の 

です が、 魔法 使なら、 どこの 国の 言葉で も わかる ので 

しょう。 だから 一 つ 申し上げます。 実は 私 は イギリス 

人です が、 運悪く この 島へ 流れ着いて、 困って いると 

ころな のです。 それで、 どこか 私 を 救って もらえる 家 

か 村まで つれて 行って くださいません か。 ほんとの 馬 


のように 私 を 乗せて 行って ほしいの です。 そのお 礼に 

は、 この 小刀と 腕 環 を 差し上げます よご 

こんな ふうに 私が しゃべつ ている 間、 二 匹の 馬 は 

黙って じっと 聞いて いました が、 私の 話が すむ と、 今 

度 は 互に 何 か 相談す るよう にいな、 き 合いました。 

私 は 馬の 声 を 注意して 聞いて いました が、 何度も 

「^ -— フ」 という 言葉が 聞え るので す。 二 匹と も その 

^ -— フ」 という 言葉 をし きりに 繰り返して いますが、 

私に は 何の 意味な のか、 さっぱり わかりません。 けれ 

ども、 彼等の 話が 終る と、 私 は 大声で、 はっきり、 

「，^ i フ」 


と 言つ て やりました。 

すると 彼等 は大 へん 驚いた ようです。 それから 青 毛 

が 近寄って 来る と、 

「，^ -1 フ -1 フ」 

と 教える ように 二度 繰リ 返しました。 私 もで きる だ 

け、 その 馬の 声 を まねして みました。 すると 今度 は 栗 

毛が、 別の 言葉 を 教えて くれました。 これ は、 「フ ウイ 

ヌム」 という、 むずかしい 言い方でした。 とにかく 私 

が 馬の 言葉が まねで きる ので、 彼等 はとても 感心した 

ようです。 それから、 彼等 はま だ 何 かしば らく 相談し 

てい ましたが、 それが すむ と、 また 前と 同じように、 


蹄 を 打ち合せて 一 一匹 は 別れました。 

青 毛の 方が 私 を 振り返って、 手 まねで 歩け と 言い ま 

した。 私 は 黙って ついて 行く ことにしました。 私が 

ゆっくり 歩く と、 彼 はき まって、 「フ ゥン、 フ ゥン」 と 

叫びます。 これ はた ぶん、 ついて 来い という 意味な の 

でしよう。 

三 マイル ほど 行く と、 一 つの 建物が ありました。 材 

木 を 地に 打ち込んで、 横に 木の 枝 を 渡した もので、 屋 

わらぶき 

根 は 低く、 藁葺 でした。 馬 は 私に 先に 入れと 合図し ま 

した。 

中に 入って みると、 下の 床 は 滑らかな 粘土で 出来て 


まぐ さ だな 

いて、 壁に は 大きな 秣草棚 ゃ秣草 桶が いくつ も 並んで 

います。 子馬が 三 匹と 牝馬が 二 匹い ました。 別に 物 を 

食べて いるので もな く、 ちゃんと、 お尻 を 床の 上に つ 

けて、 坐って いるので す。 私 はび つくりし ました。 

もっと 驚いた の は、 ほかの 馬た ちが、 みんなせ つせ 

と 家の 仕事 をして いる ことでした。 なにしろ、 馬 を こ 

んな ふうに 数え、 仕込む ことので きる 人間なら、 よ ほ 

ど偉い 主人に ちがいな いと、 私 は 感心し ました。 

この 部屋の 向う に は、 まだ 三つ 部屋が ありました。 

私たち は 二つ目の 部屋 を 通って、 三つ 目の 部屋へ 近づ 

いて 行きました。 青 毛 は、 そこで 私に 待って おれと 合 


図し ました。 私 は 戸口で 待ちながら、 この 家の 主人と 

奥さんに 贈る つもりで、 小刀 を 二つ、 真珠の 腕 環 を 三 

つ、 小さな 鏡、 それから 真珠の 首 飾な ど を 用意して お 

きました。 

青 毛 は、 その 部屋に 入って、 三 四 度い な、 きました。 

すると、 彼の 声より もっとかん 高い 声で、 誰か  >  いな、 

きました。 人間の 声 はま だ 聞え ません。 しかし、 私 は 

向う の 部屋に、 どんな 貴い 人が 住んで いるの だろう か、 

と 考えました。 面会 を 許しても らうのに、 こんな 手数 

がか、 るので は、 この 国で も、 よほど 位の い、 人な の 

でしよう。 だが、 それにして は、 そんな 貴い 人が、 馬 


だけ を 家来に 使って いるの は、 少し 変です。 

これ は 私の 頭の 方が、 どうかし たので はない かしら 

と 思いました。 私 は 今、 立って いる 部屋の 中 をよ 

く/^ 見 まわして みました。 何度、 目 を こすって みて 

も、 そこ は 前と 変らない のです。 夢で はない かしらと 

目が さめる ように、 脇腹 をつ ねって みました。 が、 夢 

でもない のです。 それで は、 これ は みんな 魔法 使の 

しわざ 

仕業に ちがいない、 と 私 は 決めました。 

ちょうど、 そのと き、 青 毛が 戸口から 顔 を 出して、 

私に 入れと 合図し ました。 中に 入って みて、 私 は 驚き 

ました。 上品な 牝馬が 一 匹、 それに 子馬が 一 匹、 小 ざつ 


ぱリ した 筵 の 上に きちんと 坐って いるので す。 

牝馬 は延 から 立ち上る と、 私の そばへ 来て、 私の 手 

や 顔をジ 口く 眺めました。 それから、 いかにも 私 を 

軽蔑す るよう な 顔つきで、 

「，^ i フ」 

とつぶ やきました。 そして、 青 毛の 方 を かえりみて 

は、 お 互に 何回と なく、 この 「J? -l フ」 という 言葉 を 

繰り返して いるので す。 

青 毛 は 私の 方へ 首 を 向けて、 「フ ゥン、 フ ゥン」 とし 

きりに 繰り返しました。 これ は、 ついて 来い、 という 

合図な のでした。 そこで 私 は 彼に ついて、 中庭のと こ 


ろへ 出ました。 家から 少し 離れた ところに、 また 一棟、 

建物が ありました。 そこへ 入って みて、 私 は あ ッと思 

いました。 

私が 上陸して すぐ 出くわした、 あのい やったら しい 

動物が いたのです。 その 三 匹の 動物が いま、 木の 根つ 

こや、 何 か 生肉 をし きりに 食って いました。 三 匹 は 首 

のと ころ を 丈夫な 紐で く、 られ、 柱に つながれ たま、、 

食物 を 左右の 前足で つかんで は、 歯で 引き裂いて いま 

主人の 馬 は、 召使の 馬に 命じて、 この 動物の 中から 

一番 大きい 奴 を、 取り はずして、 庭の 中へ つれて 来さ 


せました。 私と この 動物と は、 一 ところに 並んで 立た 

されました。 それから 主人と 召使の 二人 は、 私たちの 

顔 を じっとよ く 見 くらべて いました が、 そのと きも ま 

たしき りに 「^ -— フ」 という 言葉が 繰り返され たので 

私 は そばに いる いやらしい 動物が、 そっくり 人間の 

恰好 をして いるのに 気がついて、 びっくりし ました。 

この 動物 は 顔が 人間より 少し 平たく、 鼻 は 落ち込んで 

いて、 唇が 厚く、  口 は 広く 割れて います。 だが、 これ 

くらいの 違いなら、 野蛮人に だって ある はずです。 

お -— フの 前足 は、 私の 前足より、 爪が 長くて 掌が ゴ 


ッ/^ していて、 色が 違って います。 とにかく、 この 

動物 は 人間よ リ 毛深くて、 皮膚の 色が 少し 変って いる 

だけで、 あと は 身体 中す つかり 人間と 同じ ことです。 

だが、 二 匹の 馬に は、 私が 洋服 を 着て いるので、 ャ— 

フとは 違って いるよう に 思えた のです。 この 洋服と い 

う もの を、 馬 はまる で 知っていな いので、 彼等に は ど 

う も 合点が ゆかな い のでした。 

ふと 栗毛の 子馬が、 木の 根っこ を 一本、 私の 方へ 差 

し 出して くれました。 私 は 手に 取って、 ちょっと 臭 を 

嗅いで みました が、 すぐて いねいに 返して やりました。 

すると、 彼 は 今度 は^ -— フの 小屋から、 驢馬の 肉 を 一 


きれ 持って来て くれました。 これ は 臭くて たまらない 

ので、 私 は 顔 を そむけて しまいました。 しかし 彼が そ 

れを J? -I フに 投げて やる と、 „•— フ はおい しそうに 食 

ベ てし まいました。 

その 次に は 乾草 を 一 束と からす麦 を 私に 見せて くれ 

ました。 しかし、 私 は どちらも 自分の 食物で はない と 

首 を 振って みせました。 私 はもし これで 同じ 人間に 出 

会わなかったら、 いずれ 餓死す るので はない かと 心配 

になり ました。 

すると、 このと き、 主人の 馬 は 蹄 を 口許へ 持って行つ 

て、 私に、 どんな ものが 食べたい かとい うような 身 振 


り をし ました。 だが、 なにしろ 私 は 相手に わかる よう 

に 返事が できませんでした。 

ところが、 ちょうどい、 ことに、 いま 表 を 一匹の 牝 

牛が 通り か、 りました。 そこで、 私 は それ を 指さし な 

がら、 ひとつ 牛乳 をし ぼらせ て くれと いう 身振り をし 

ました。 これが 相手に も わかった のです。 彼 は 私 を 家 

の 中へ つれて 帰る と、 たくさんの 牛乳が 器に 入れて、 

きちんと 綺麗に 並べ て ある 部屋へ つれて 行きました。 

そして、 大きな 茶碗に 牛乳 を 一 ぱい 注いで くれました。 

私 は グッと 一息に 飲み ほす と、 はじめて 生き返つ たよ 

うな 気持が しました。 


正午 頃、 一台の 車が 四 人の ャ— フに 引かれて、 家の 

前に 着きました。 車の 上に は 身分の い、 老 馬が 乗って 

いました。 彼 は 非常にて いねいに 迎えられて、 一番 

い、 部屋で 食事す る ことにな りました。 部屋の 真中に 

まる 

秣草桶 を 円く 並べ、 みんな は その まわりに、 藁 蒲団 を 

敷き、 尻餅 をつ いたよう に、 その上に 坐る のでした。 

そして、 馬 ども は、 それ，^、 自分の 乾草 やからす 麦 

と 牛乳の 煮込みな ど を、 行儀よ くき ちんと 食べる ので 

した。 

子馬で も 非常に 行儀が ぃゝ のです。 特に、 お 客 を も 

てな す 主人 夫妻の やり方 は、 気持の ぃゝ ものでした。 


ふと そのと き、 青 毛が 私 を 招いて、 こちらへ 来て 立て 

と 命じました。 

客た ち は、 しきりに 私の 方 を 見て は、 『^ -— フ』 とい 

う 言葉 を 言って います。 これ は、 私の こと を 今い 

ろ/^ 話し合って いるので しょう。 

彼等 は 私に、 知っている 言葉 を 言って みよと 言い ま 

した。 そして、 主人 は 食卓の まわりに ある からす麦、 

牛乳、 火、 水な どの 名前 を 教えて くれました。 私 はす 

ぐ 彼の あとに つ いて 言える ようにな りました。 

食事が すむ と、 主人の 馬 は 私 を 脇へ 呼びました。 そ 

して 言葉 やら 身振りで、 私の 食物がない のが、 とても 


心配 だと 言います。 私 は そこで、 

「フル ゥン、 フル ゥン」 

と 呼んで みました。 『フル ゥン』 というの は、 『から 

す 麦』 のこと です。 はじめ 私 はからす 麦な ど、 とても 

食べられそう になかった のです が、 これで なんとか、 

パ ン のよう な もの を こさえ ようと 考え つ いたのです。 

すると 主人 は、 木の 盆に からす麦 を どつ さり 載せて 

持って来ました。 私 はこれ を、 はじめ 火で よく 暖めて、 

もんで 殻 を 取リ、 それから 石で 擂り つぶし、 水 を 混ぜ 

て、 お菓子の ようにして 火で 焼いて、 牛乳と 一し よに 

食べました。 


これ は はじめは、 とても、 まずくて 食べに くかった 

のです が、 そのうちに、 どうにか 我慢で きました。 私 

は、 たまに は、 兎 や 鳥 を 獲って 食べたり、 薬草 を 集め 

て サラダに して 食べました。 はじめ 頃 は 塩がない ので、 

私は大 へん 困りました。 が、 それ も 慣れて しまう と、 

あまり 不自由ではなかった のです。 


2 不思議な ャ— フ 


私が 言葉 を おぼえる というので、 主人 も、 子供た ち 

も、 召使まで、 みんなが 私に 言葉 を 教えて くれます。 

私 は 手 あたり 次第、 物 を 指さして は 名前 を 聞きます _ 

そして、 その 名前 を 手帳に 書き込んで おいて、 発音の 

悪い ところ は、 家の 者に 何度もな おしても らいます。 

それに は、 下男の 栗毛の 子馬が、 いつも 私 を 助けてく 

れ ました。 

この 家の 主人 は、 閑な ときには 何時間で も、 私に 教 

えて くれました。 彼 はは じめ、 私を，^ -— フに ちがいな 

い、 と 考えて いたのです。 しかし、 ^ -— フの 私が 物 を 

おぼえたり、 礼儀正しかったり、 綺麗 好きな ので、 彼 


はとても 驚いたら しいので す。 ^ -— フ なら 決して、 そ 

んな 性質 は 持って いません。 彼に 一番 わからなかった 

の は、 私の 着て いる 洋服の ことです。 あれ は 一たい 何 

だろう、 やはり 身体の 一 部分な のだろう かと、 彼 は 何 

度 も 考えて みたそう です。 

ところで、 私 はこの 洋服 を、 みんなが 寝静まつ てし 

まう まで は 決して 脱がなかった し、 朝 は みんなが 起き 

ない うちに、 ちゃんと 身に 着けて いたのです。 

馬の ように ものが 言えて、 上品で 利口そう な、 不思 

議なャ —フが 現れた と、 私の ことが 評判に なると、 近 

くの 馬た ちが、 たび/ \、 この 家 を 訪ねて 来ます。 私 


に 会いに 来る 馬た ち は、 私の 身体が、 顔と 両手の 外 は、 

普通の 皮膚が まるで 見えない ので 驚いて いました。 い 

つも 私 は 用心して、 裸のと ころ を 見せない ようにして 

いました。 

ある 朝の ことでした。 主人 は 召使に 言いつけて、 私 

を 呼びに 来ました。 そのと き、 私 はま だ ぐっすり 眠つ 

ていたので、 服 は 片方に ずり 落ち、 シャツ は 腰の 上に 

載って いました。 これ を 見て 召使 はすつ かり 驚き、 

さっそく、 この こと を 主人に しゃ ベリました。 私が 服 

を 着て、 主人の 前に 行く と、 主人 は 不審そう に 尋ね ま 

した。 


「お前 は 寝た ときと 起きて いると きとで は、 まるで 姿 

が 変る という こと だが、 それ は 一 たいどう いう わけな 

のか ご 

私 はこれ まで、 あの 厭な J? -l フ 族から 区別して もら 

うため に、 洋服の こと は 秘密に してお いたのです。 し 

かし 今 はもう 隠せ なくなりました。 そこで 主人に 打ち 

明けて しまいました。 

「私の 国で は、 仲間た ち は みんな、 動物の 毛で 作った 

もの を 身体に 着けて います。 これ は 寒さ や 暑さ を 防ぐ 

ためと、 礼儀の ために そうする のです。 それで、 もし 

それ を 見せよ、 とおつ しゃるなら、 私 はさつ そく 裸に 


なって、 お 目に かけても よろしい のです ご 

そう 言って、 私 はまず、 ボタン を はずして 上衣 を 脱 

ぎました。 次に は、 チョッキ、 それから 順々 に、 靴、 

靴下、 ズボンと 脱いで ゆきました。 

主人 はさ も 不思議 そうに 眺めて いました が、 やが て 

私の 洋服 を 一枚ず つ 拾い上げて、 よく 検査して いまし 

た。 それから、 今度 は 私の 身体 を やさしく なでたり、 

私の まわ リを ぐるぐ る 歩き まわ つ て 眺めて いました。 

そしてこう 言いました。 

「やはり ャ— フだ。 ャ— フ にちがいない。 だが、 それ 

にしても 皮膚の 軟 かさ、 白 さ、 それから 身： K: にあ まり 


毛の ない こと、 四 足の 爪の 形が 短い こと、 いつも 二 本 

足 だけで 歩く ことなん か、 他の^ -— フ どもと は、 だい 

ぶ 変って いるよう だな ご 

そこで、 私 も 彼に こう 言って やりました。 

「一 つどう も 面白くない ことがあ るので すが、 それ は 

しきりに 私 を^ -— フ、 -1 フと 呼ばれて いる ことなの 

です。 なにしろ、 あんな 厭な 動物たら ない のです から、 

私 だって^ .— フは 大嫌いな のです。 どうか、 これから 

は，^ .>— フと 呼ばれる の だけ はよ してく ださい。 それ か 

ら、 この 洋服の こと は、 あなたに だけ 打ち明けました 

が、 まだ ほかの 人に は、 どうか 秘密に してお いてく だ 


さいご 

すると、 主人 は 私の 願い を、 快く 承知して くれ まし 

た。 それで、 この 洋服の 秘密 はう まく 守られました。 

ある 日、 私 は 主人に 身の上 話 をして 聞かせました。 

「私 は 遠い く 国から やって来 たのです。 はじめ 私の 

ほかに 五十人ば かりの 仲間が 一し よでした。 この 家よ 

り も、 もっと 大きい、 木で 作った 容れ ものに 乗って、 

海 を 渡って 来たので すご 

私 は 船の こと をう まく 口で 説明し、 それが 風で 動く 

こと も、 ハンカチ を 出して 説明し ました。 すると、 主 

人 はこう 尋ねました。 


「そうすると、 誰が 一たい その 船 を 作る の だ。 また、 

フ ウイ ヌムた ち は、 よく その 船 を； ^ -1 フ なんかに まか 

せて おける だろう かご 

フ ウイ ヌムと いうの はこの 国の 言葉で、 馬の ことで 

した。 私 は 彼に こう 言いました。 

「実は これ 以上、 お話しす るに は、 ぜひ その 前に、 決 

して 怒らない という こと を 約束して ください ご 

彼 は 承知し ました。 そこで 私 は 話しました。 

「実は 船 を 作る の は、 みんな 私と 同じような 動物が す 

るので す。 それ は 私の 国 だけでなく、 今まで 私 はずい 

ぶん 旅行し ましたが、 どこの 国へ 行って みても、 私と 


同じ 動物が 一番 偉い のです。 ところが、 私 はこの 国へ 

来て みて、 フ ウイ ヌムが 一番 偉い ので、 非常に 驚き ま 

した ご 

私が こう 言う と、 彼 はび つくりして、 こう 尋ねます _ 

「お前の 国で は、 ャ— フが 一番 偉い のか。 そんな 馬鹿 

な ことがあって たまる か。 それで は、 お前の 国に はフ 

ウイ ヌム はいない のか。 いると すれば、 何 をして いる 

のか、 それ を 言って み 給え ご 

私 は 答えました。 

「フ ウイ ヌムなら ずいぶん たくさん います。 夏 は 野原 

で 草 を 食べて いるし、 冬になる と 家の 中で 飼われて、 


乾草 やからす 麦 を もらって います。 そして、 召使の 

^ -1 フが、 身体 を 磨いた リ、 たてがみ をと いて やった 

リ、 食物 を やったり、 寝床 を こしらえて やったり する 

のです ご 

「なるほど、 それで は、 お前の 国で は、 やつば しフゥ 

ィ ヌムが 主人で、 ^ -— フは 召使な の だな ご 

と 主人 はうな ずき ます。 

「いや、 実は フ ウイ ヌムの 話 を これ 以上お 聞かせす る 

と、 きっと、 あなた は 怒られる でしよう。 だからもう 

この 話 はよ しまし ようご 

と 私 は 言いました。 しかし、 彼 はとに かく、 ほんと 


のこと が 聞きたい の だ、 と 承知し ません。 そこで また 

私 は 話しました。 

「私の 国で はフ ウイ ヌムの こと を 馬と 呼んで いますが 

それ は 立派な 美しい 動物です。 力 も あり、 速く 走り ま 

す。 だから 貴人に 飼われて、 旅行 や 競馬 や 馬車 を 引く 

仕事 をして いると き は、 ずいぶん 大切に されます。 し 

かし、 病気に か、 つたり、 びっこに なると、 今度 は 

他所へ 売られて、 いろんな 苦しい 仕事に 追い 使われ ま 

す。 それに 死ねば 死ぬ で、 皮をはがれて、 ぃゝ 値段で 

売られ、 肉 は 犬なん かの 餌に されます。 そのほか、 百 

姓 や 馬 車屋に 飼われて、 一 生 ひどく こき使われ、 ろく 


な 食物 ももら えない 馬 もい ます ご 

それから、 私 は 馬の 乗り 方 や、 手綱 や、 鞍、 拍車、 

鞭な どの こと を、 できるだけ わかる ように 説明して や 

りました。 主人 はちよ つと、 腹 を 立てた ような 顔 を 見 

せました が、 また、 こう 言いだ しました。 

「それにしても、 お前ら がよく もフ ウイ ヌムの 背中へ 

乗れる もの だ。 この 家の どんな 弱い 召使 だって、 一番 

強い ャ ー フを 振り落す くらい わけない し、 ャ— フー 匹 

押しつ ぶす ことな ど 誰に もで きる の だ ご 

「私の 国の 馬 はもう 三つ 四つの 頃から、 訓練されます。 

どうしても いけない 奴 は、 荷馬車 引きに K われます。 


もし 悪い 癖で も あれば、 子馬のう ちに ひどく ひっぱた 

かれる のです ご 

こう 言っても、 主人 はま だ 私の 話が よく わからない 

ようでした。 そしてこう 言います。 

「この 国で は、 動物と いう 動物 は、 みんな^ -— フを毛 

嫌いして いる。 弱い者 はよ けて 通り、 強い 者 は 追つ 

払って しまう 有様 だ。 してみ ると、 仮にお 前た ち 人間 

が 理性 を 持って いると しても、 あらゆる 動物から 嫌わ 

れ ている の を どうす るの だろう か。 どうして 彼等 を馴 

らして 使う ことな どで きる のか、 そこのと ころが わか 

らな いご 


しかし、 彼 はもう その 話 は それで 打ち切りました。 

それから、 今度 は、 私の 経歴 や 生国の こと や、 この 国 

へ 来る までに 出会った、 いろんな こと を 話して 聞かせ 

て くれ と言うの です。 そこで 私 は 言いました。 

「それ はもう、 何なりと お話しいた しましょう。 た y 

心配な の は、 とても 説明で きないよ うな、 あなたな ど 

は 考えた こと もない ような ことが、 多少 あるので はな 

いかと 思います。 

まず、 私の 生れ は イギリス という 島国です。 この 島 

はこ、 からず いぶん 離れて います。 あなたの 召使の 一 

番強 いものが 歩いて 行っても、 太陽が 一年 かゝ つて 一 


周す る だけ か、 るでしょう。 私 は 一 つ 金もうけ をして、 

それで 帰ったら 家族 を 養おうと 思って 国 を 出た のです。 

今度の この 航海で は、 私が 船長に なって、 五十人ば 

かりの -1 フを 使って いました。 ところが、 これが 海 

で だいぶ 死んで しまったので、 別の^ .>— フを やとい 入 

れ ました。 ところが、 新しく やとい 入れた^ -1 フは、 

海賊だった のです ご 

こんな ふうに 私 は 話して ゆき ましたが、 主人 は 海賊 

などと いう ものが、 てんで わからない のでした。 そし 

てこう 尋ねます。 

「一たい、 何のた めに、 何の 必要が あって、 人間 は そ 


んな 悪い こと をす るの かご 

そこで、 私 はいろ/ \ 骨折って、 人間の 悪徳 を 説明 

してやり ましたが、 彼 はまる で、 一 度 も 見 も 聞き もし 

なかった こと を 聞かされ たように、 驚いて 憤る のでし 

た。 

私と 主人と は、 それから 後 も 何度も 会って、 いろん 

な 話 をし ました。 私はョ ー 口 ツバの ことにつ いて、 商 

業の こと、 工業の こと、 学術の ことな ど、 知っている 

こと を 全部 話して やりました。 しかし、 この 国に は 権 

力、 政府、 戦争、 法律、 刑罰な どと いう 言葉が まるで 

ない のです。 ですから、 こんな こと を 説明す るに は、 


私は大 へん 弱りました。 あるとき、 私 はこん な こと を 

主人に 話しました。 

「今、 イギリスと フランス は 戦争 をして いるので す。 

これ はとても 長い 戦争で、 この 戦争が 終る までに は、 

百万人の^ -— フが 殺される でしよう ご 

すると 主人 は、 一 たい 国と 国と が 戦争 をす るの は、 

どういう 原因に よるの か、 と 尋ねました。 そこで、 私 

は 次のように 説明して やりました。 

「戦争の 原因なら たくさん あります が、 主な もの だけ 

を 言って みましょう。 まず、 王様の 野心です。 王様 は、 

自分の 持って いる 領地 や、 人民 だけで 満足し ません。 


いつも 他人の もの を 欲しがる のです。 第二 番目の 原因 

は 政府の 人た ちが 腐って いる ことです。 彼等 は 自分で 

政治に 失敗して おいて、 それ を ごまかす ために、 わざ 

と 戦争 を 起す のです。 

そうかと おもえば、 ほんの ちょっとした 意見の 食い 

違いから 戦争になります。 たとえば 肉が パンで あるの 

か、 パンが 肉で あるの かとい つた 問題、 口笛 を 吹く の 

が、 ぃゝ ことか 悪い ことか、 手紙 は 大切に する のがよ 

いか、 それとも 火に くべ てし まった 方が よい かと か、 

上衣の 色に は 何 色が 一 番ょ いか、 黒 か 白 か 赤 か、 或は 

また、 上衣の 仕立て は、 長いの がよ いか 短い のがよ い 


か、 汚い のがい ゝか、 清潔な のがい ゝか、 そのほか、 

まあ、 こんな 馬鹿馬鹿しい 争いから、 何百 万と いう 人 

間が 殺される のです。 しかも、 この 意見の 違いから 起 

る 戦争 ほど 気 狂 じみて むごたら しい ものはありません。 

ときには、 一 一人の 王様が、 よその 国の 領土 を 欲しが つ 

て、 戦争 を はじめる 場合 もあります。 また ときには、 

ある 王様が、 よその 国の 王から 攻められ はすまい かと、 

取 越 苦労 をして、 かえって こちらから 戦争 を はじめる 

こと もあります。 相手が 強す ぎて 戦争に なること も あ 

れば、 相手が 弱す ぎて なること もあります。 また、 人 

民が 餓えたり 病気して 国が 衰えて 乱れて いる 場合に は、 


その 国 を 攻めて 行って 戦争して もい、 ことにな つてい 

ま ^9 

そこで、 軍人と いう 商売が 一 番 立派な 商売 だとされ 

ています。 つまり、 これ は 何の 罪 もない 連中 を、 でき 

る だけた くさん、 平気で 殺す ために、 やとわれ ている 

^ -1 フ なのです ご 

すると 主人 は、 私の 話 を 開いて、 こう 言いました。 

「なるほど、 戦争に ついて、 お前の 言う こと を 聞いて 

みると、 お前が いう、 その 理性の 働きと いう もの もよ 

くわ かる。 だが、 それにしても、 お前た ちの その 恥 か 

しい 行い は、 実際に は 危険が 少ぃ 方だろう。 お前た ち 


の 口 は 顔に 平たく くっついて いるから、 いくら 両方が 

嚙み 合って みても、 大した 傷に はなら ないし、 足の 爪 

も 短くて 軟 かいから、 まあ この 国の^ -— フー 匹で、 お 

前の 国の^ -— フ十 匹ぐ らい は 追っ払う ことができる だ 

ろう。 だから、 戦場で 仆れ たという 死者の 数 だって、 

お前 は 大げさな こと を 言つ ている だけだろう ご 

主人が こ んな 無智な こと を 言う の で 、 私 は 思わず 首 

を 振って 笑いました。 私 は 軍事に ついて 少し は 知って 

いました ので、 大砲と か、 小銃と か、 弾丸、 火薬、 剣、 

軍艦、 それから、 攻撃、 砲撃、 追撃、 破壊な ど、 そう 

いう 事柄 をい ろく 説明して やりました。 


「私 はわが 国の 軍隊が、 百 人からの 敵 を 囲んで、 これ 

を 一 べんに 木つ 葉み じんに 吹き飛ばして しまう ところ 

も、 見た ことがあります。 また、 数百 人の 人が、 船と 

一 しょに 吹き上げられ るの も 見ました。 雲の 間から 死 

体が バラ/ \ 降って 来る の を 見て、 多くの 人 は 万歳と 

叫んで いました ご 

こんな ふうに 私 はも つ と/ \ しゃべ ろうとし ている 

と、 主人が いきなり、 

「黙れ ご 

と 言いました。 

「なるほど、 ^ -— フ のこと なら、 今お 前が 言った よう 


な、 そんな 忌まわし いこと もやり そうだ。 ^ -— フの智 

恵と 力が、 その 悪心と 一 しょに なれば、 できる こと だ 

ろう。」 

主人 は 私の 話 を 聞いて、 非常に 心が 乱され、 そして、 

私の 種族 を 前より もっとく 嫌う のでした。 

私 は 今度 は 金銭の 話 をして やりました。 これ も、 主 

人に は 私の 言う 意味が なかく、 のみこめな いようで 

した。 私 は 言いました。 

「，^ -— フ という もの は、 このお 金 をた くさん 貯めて い 

さえ すれば、 綺麗な 着物、 立派な 家、 おいしい 肉 や 飲 

物、 そのほか、 何でも 欲しい ものが 買える のです。 そ 


して、 お -1 フの 国で は、 何もかも、 お金 次第な のです 

から、 Js. -t- フ ども は、 いくら 使っても 使い 足った とか、 

いくら 貯めても もうこれ でい 、 と 思う こと はあり ませ 

ん。 お金の ために は、 ^ -1 フ ども は 絶えず 互に 相手 を 

傷つけ 合う こと を 繰り返します。 お金 持 は 貧乏人 を 働 

かせて、 らくな 暮し をして いますが、 その 数 は 貧乏人 

の 千分の 一 ぐらいし かいません。 多くの ャ— フは毎 

日々々、 安い 賃銀で 働いて、 みじめな 暮し をつ、 V けて 

います ご 

と、 こんな ふうに 私 は 話して やりました。 それから、 

お -1 フの 国の 政治と か 法律の こと も、 主人に いろく 


説明して 聞かせました。 

3 楽しい 家庭 

ある 朝、 迎えの 使いが、 私のと ころへ やって来 まし 

た。 行って みると、 主人が、 

「まあ、 そこに 坐れ ご 

と 言います。 

「これまで、 お前から 聞いた 話 は、 その後、 まじめに 


考えて みたが、 どうも、 お前た ち は、 どういう 風の 吹 

きま わし か、 たまく 爪の あか ほどの 理性 を 持って い 

る 一種の 動物ら しい。 ところが、 お前た ち はせ つかく、 

自然が 与えて くれた 立派な 力 は、 捨て、 見向き もしよ 

うとし ないで、 もとから 持って いる 欠点ば かり を ふや 

そうとし ている。 わざ/^ 骨 を 折って は、 欠点 を ふや 

す 工夫 や 発明 をして いるみ たいな もの だ。 

ところで、 お前 は、 ぉ前の国の，^ -1 フ どもの 有様 を 

いろく 話して くれたが、 お前た ちと、 この国の^ -— 

フと は、 身体の 恰好が よく 似て いる だけでなく、 心の 

方 もよ く 似て いると 思える の だ。 -— フ どもが お 互に 


憎み 合う の は、 ほかの 動物に は 見られない ほど 猛烈な 

もので、 それ は 誰でも 知っている ことなの だが、 この 

国の^ -— フ どもの 争い も、 お前が 言った お前た ちの そ 

の 争い も、 どちらも、 どうもよ く 似て いるの だ。 

もし、 こ、 に； ^ -1 フが五 匹い ると して、 そこへ 五十 

人 分ぐ らいの 肉 を 投げて やる とする。 すると、 彼等 は 

おとなしく 食べる どころ か、 一人で 全部 を 取ろうと し 

て、 たちまち、 ひどい つかみ 合いが はじまる。 だから 

彼等が 外で 物 を 食べる ときには、 召使 を 一 人 そばに 立 

たせて おく ことにす るし、 家に いると き は、 お 互に 遠 

くへ 離して つないで おく。 


また、 牛が 死んだり した 場合、 それ をフ ウイ ヌムが 

家の^ -— フ のために 買って 戻る と、 間もなく 近所の 

^ -1 フ どもが 群 をな して 盗みに 来る。 そして、 お前が 

言った と 同じような 戦争が はじまる。 爪で 引つ 搔き 

合って 大 怪我 をす る。 た、 V 幸いな ことに、 お前た ちの 

発明した ような、 人殺し 器械 はない ので、 めったに 死 

ぬよう な こと はない。 また、 あるとき は、 何の 理由 も 

ない のに、 近所同士の^ -1 フ どもが、 同じような 戦争 

を はじめる。 つまり 近所 同士で、 折 も あらば 不意 をお 

そって やろうと、 隙 を ねらって いるの だ ご 

それから、 主人 はさら に 次の ような 珍しい 話 をして 


くれました。 

この 国の、 ある 地方の 野原に は、 さまぐ の 色に 光 

る 石が あって、 これが^ -— フ どもの 大好物な のです。 

もし、 この 石が 地面から 半分 ほど、 のぞいて いたりす 

ると、 „•— フは 何日で も、 朝から 晚 まで 爪で 掘り返し 

ています。 そして 家に 持って 帰る と、 それ を 小屋の 中 

に そっと 隠して おきます が、 まだ それでも、 もし か 仲 

間に 嗅ぎ出され はしない かと、 ギヨ 口- と 目 を 見 

張って います。 

主人 は、 どうして また こんな 石 を^ -1 フ どもが 大切 

がるの か、 さっぱり わからなかった のです が、 一度 試 


しに、 ^ -1 フが 埋めて いる 場所から、 そっと この 石 を 

取リ のけて おきました。 すると、 この さもしい 動物 は、 

宝が なくな つ ている のに 気づいて、 大声で 泣き わめき、 

仲間 をす つかり そこへ 呼び集めました。 そして、 さも 

哀れげ に 悲しんで いるかと おもうと、 たちまち 誰彼の 

区別 もな く嚙 みついたり、 引つ 搔 いたり 大騒ぎ をし ま 

す。 それから だんく 元気が なくなって、 物 も 食べな 

ければ、 眠り もしません。 そこで 主人 は、 その 石 を ま 

たもとの ところへ 返して やりました。 それ を 見る と、 

^ -1 フ はすぐ 機嫌 もよ くな り、 元気に なった という こ 

とです。 


この 光る 石が たくさん 出る 土地に かぎって、 お -— フ 

ども は 絶えず、 その 土地 を 争い 合って、 お 互に 戦争し 

ます。 二 匹の^ -— フが 野原で、 この 石 を 見つける と、 

互に にらみ 合って 争います。 そこへ もう 一匹の^ -1 フ 

が 現れて、 横取りす る こと も あるそう です。 

それから、 ^ .>— フ という 奴 は、 ときん \、 気が 変に 

なる らしく、 た y 隅つ こに 引っ込ん でしまい、 寝ころ 

がって、 吠えたり 唸った リ、 誰か そばへ 寄る と、 たち 

まち 蹴とば してし まいます。 まだ 年 も 若い し、 肉附き 

もい、 し、 別に 食物が 欲しい わけで もない のです。 一 

たいど こが 悪い のか、 さっぱり わかりません。 ところ 


が、 こんな 場合、 J? -1 フを 無理に どん/ \ 働かせる と、 

J の 病気 は ケロリ と 治る そうです。 

こんな ふうに、 私 は 主人から、 ^ -1 フの 性質 をい 

ろ/^ 聞かされました。 

それで は ひとつ ぜひ、 どこか 近所の ャ— フの 群を訪 

問 させて ください、 と 私 は 頼みました。 主人 は 快く 承 

知して、 召使の 月 毛の 子馬 を、 私の 附 添いに 命じ まし 

た。 この 附 添いが いなかったら、 とても私は^ -1 フの 

近くに 行く こと はでき なかった のです。 私が 最初 この 

国に 来たと き、 この 忌まわしい 動物に いじめられ たこ 

と は、 前に も 言った とおりで すが、 その後 も、 私 はう つ 


かり 短剣 を 忘れて 外に 出た ときな ど、 三 四 度 も 危く爪 

にか けられる ところでした。 

それに、 どうやら 彼等の 方で も、 私が 同種 族の もの 

である ことに、 うす/ \ 感づいて いたよう です。 私 は 

附 添いと 一 しょに いると きな ど、 よく 袖 を まくりあげ 

て、 腕 や 胸 を 見せて やりました。 すると 彼等 は、 いつ 

も 私の すぐ 傍まで 来て、 ちょうど あの 猿の 人 まねと 同 

じょうに、 しきりに 私の 恰好 を まねます が、 い つも 憎々 

しげな 顔つきで、 それ を やる のでした。 

彼等 は 子供のと きから、 とても 敏捷です。 あるとき 

私 は 三 歳の 子 を 一匹 捕えて、 手なずけようと しました 


が、 相手 は、 恐ろしい 勢いで、 喚いたり、 引つ 搔 いた 

リ、 嚙 みつくので、 とうく 放して やりました。 私の 

見たところ では、 J? -l フ ほど 教えに くい 動物 はい ませ 

ん。 できる こと、 いえば、 荷物 を 引いたり、 かついだ 

りする， J とぐら いです。 

フ ウイ ヌムた ち は、 家から 少し 離れた ところに、 小 

屋を 作って、 -— フを 飼って いますが、 その他の，^ -— 

フは、 すべて 野原に 放し飼いに されて いるので す。 彼 

等 は そこで、 木の 根 を 掘ったり、 草 を 食ったり、 肉 を 

あさったり、 ときには、 いたち を 捕えて 食べます。 そ 

して 丘な どの 側に、 爪で 深い 穴 を 掘って、 その 中に 寝 


ます。 彼等 は 子供のと きから、 水泳ぎ や、 水潜リ がで 

きます。 こうして よく 魚 を 捕えて は、 牝が 家に 持って 

帰って、 子供に 食べさせます。 

ところで、 なにしろ、 私 はこの 国に 三年 も 住んで い 

たのです から、 この 国の 住民た ちの 風俗 や 習慣 を、 こ、 

に 少し 述べ てお きます。 

この フ ウイ ヌム 族と いうの は、 生れつき、 非常に 徳 

の 高い 性質 を 持って います。 彼等の 格言 は、 『理性 を 

磨け。 理性に よって 行え。』 というの でした。 

友情と 厚意 は、 フ ウイ ヌムの 美徳です。 どんな 遠い 

国から 来た 知らない 人で も、 まるで 友達の ように もて 


なされます。 どこへ 行っても、 自分の 家と 同じように 

安心で きます。 みんな は、 非常に 上品で、 っゝ しみ 深 

いのです が、 ちょっと も、 わざとら しいと ころが あり 

ません。 自分の 子供 も 他所の 子供 も、 同じように 可愛 

がります。 子供の 教育の 仕方 は、 なか/ \ 立派な ので 

す。 十八 歳になる まで は、 ある 定まった 日で なければ、 

からす麦 など 一 粒 も 口にする こと を 許されません。 夏 

は 午前に 二 時間と、 午後に 二 時間ず つ、 草 を 食べさせ 

て もらい ますが、 この 規則 を 親た ち もき ちんと 守リま 

フ ウイ ヌム は、 その子 弟 を 強く する ために、 険しい 


山 や 石ころ 道 を 走らせます。 汗 だくに なると、 今度 は 

河の 中に ザ ンブリ 頭から 跳び 込ませる のです。 それ か 

ら、 一年に 四 回、 若い 男女が 集って、 龃け くら や、 跳 

込み、 そのほか、 いろくの 競技 をし ます。 勝った 者 

に は、 それ を ほめる 歌が 与えられます。 

フ ウイ ヌム は 文字と いう もの を、 まるで 持って いま 

せん。 知識 は 親から 子へ 口で 伝える のです。 彼等 は 詩 

を 作る ことが、 とても 上手です。 友情 や 善意 を 歌った 

ものと、 運動の 優勝者 を ほめた ものと、 なかく 美し 

い 詩が あります。 

フ ウイ ヌムた ち は、 病気に か、 ると いう ことがない 


ので、 医者 はいません。 しかし、 怪我 をした ときつけ 

る 薬 は、 ちゃんと 備えて あります。 彼等 は、 病気に か、 

つて 死ぬ ような こと はなく、 た、 V 年 をと つて 自然に 衰 

えて 死ぬ のです。 そして、 死人 は 人目に つかない 場所 

に そっと 葬られます。 臨終 だとい つて、 誰も 悲しんだ 

リ する ものはありません。 死んで ゆく 本人で さえ、 

ちょ つと も 悲しそう な 顔 はして いないの です。 

彼等 は大 てい、 七十 か 七十 五まで 生きます。 たまに 

は 八十まで 生きる もの もい ます。 死ぬ 二三 週間 前にな 

ると、 だん/ \ 身体が 弱って きます が、 別につ らく は 

ない のです。 そうなる と、 友達が 次々 に 訪ねて 来ます。 


つま リ、 気楽に ちょっと 外出す るよう な ことができな 

いからです。 いよく 死ぬ 十日 前 頃に は、 今度 は橇に 

乗って、 ，^ -— フ どもに 引かせて、 ごく 近所の 人 たちだ 

けに 答礼に 出かけて ゆきます。 彼 は 答礼 先へ 着く と、 

まず、 お別れの 挨拶 をのべ るので すが、 それ はまる で、 

どこか 遠い ところへ 旅行 するとき の 別れの ような 恰好 

なのです。 

私 は、 主人の 家から 六ャ— ド ばかり 離れた ところに、 

自分の 室 を 一 つ 作らせても らいました。 

壁 は 自分で 塗り、 床に は 自分で 作った 筵 を 敷き ま 

した。 この 国に は 麻が 多い ので、 それ を 打って、 蒲団 


のお、 い を 作り、 その 中に 鳥の 羽毛 を 詰めました。 骨 

の 折れる 仕事 は 子馬に 手伝って もらい、 小刀で 椅子 を 

二つ こしらえました。 服が 擦り切れ ると、 これ は 兎の 

皮で 代り を 作りました。 この 皮から は、 立派な 靴下 も 

できました。 私 はよ く 木のう ろから 蜜 を 取って来て、 

水に 混ぜて 飲んだり、 パンに つけて 食べました。 

私 は、 主人のと ころへ 訪ねて 来る、 フ ウイ ヌムのお 

客た ちと も、 知り合いに なりました。 

主人の 部屋に、 私の 方から 出かけて 行く こと も あり、 

ときには、 主人 やお 客が、 私の 部屋に 訪ねて 来る こと 

もあります。 それから、 また ときには、 主人のお 供 を 


して、 お 客の 家に 訪ねて 行く こと も ありました。 

私 は 質問に 答える ほか は、 こちらから 口を出して、 

しゃべ つたり する ような こと はしなかった のです。 

た、 V、 そばで 彼等の 話 を 聞いて いれば、 それだけで、 

私 は 気持よ かった のです。 

彼等の 話 は、 ちょっと も 無駄な ところが なく、 簡単 

で、 はっきりして いました。 ちゃんと 礼儀 は 守られて 

いて、 堅苦しい ところがな いのです。 しゃべる こと は、 

話す 方 も 楽しければ、 聞く 方 も 気持よ くなる ような こ 

とば かりです。 じゃま も 入らねば、 退屈 もな く、 のぼ 

せたり、 争ったり する ような こと はない のです。 


彼等 は大 てい、 友情と か、 慈善と か、 秩序と か、 経 

済な どの こと を 話し合います。 それから、 詩の 話 もよ 

く 出ます。 私はョ ー 口 ツバで 一番 偉い人た ちの 集まり 

に 出る よりも、 ここで、 フ ウイ ヌムの 話 を 開いて いる 

方が、 ずっと 誇らしく 思えました。 

私 はこの 国の 住民た ちの 力と 美と 速さ を 感心し まし 

た。 そして、 このような 穏やかな、 立派な 人格 を、 私 

はだん/^ 尊敬す るよう になり ました。 

そして 私 は、 自分の 家族 や 友人、 同胞な ど を 考えて 

みると、 とても ひどく 恥 かしくな りました。 -— フと 

私たちが 違う の は、 た ^ 人間の 方 は 言葉が 話せる とい 


うこと だけで、 理性 はかえ つて 悪い ことに 使われて い 

ます。 よく、 泉 や 湖に うつる 自分の 姿 を 見た ときな ど 

私 は 思わず 顔 を そむけた くな りました。 

4 お -1 フ君、 お 大事に 

私 はこの 国に いつまでも 住んで いたい、 と 思うよう 

になり ました。 ところが、 どうしても、 この 国 を 立ち 

去らねば ならぬ ことが もちあがりました。 


この 国で は、 四 年 ごとに 全国から、 代表者が 集って、 

会議 を 開く のです。 この 会議 は 野原で、 五六 日つ、 V け 

られ ます。 私の 主人 も、 今度 その 会議に、 代表者と し 

て、 出て 行った のです。 

ところで、 今度の 会議で 問題に なった の は、 ^ -1 フ 

を この 地上に 生かせて おいて、 い、 か 悪い かとい う 問 

題でした。 

一 人の 議員 は 次のように 演説し ました。 

「およそ、 世の中に^ -— フ ほど、 不潔で、 いやらしい 

もの はない。 彼等 はこつ そり、 牛の 乳 を 吸う やら、 猫 

を 殺して 食べる やら、 畑 を 荒す やら、 ろくな こと はし 


に、 o 

な レ 

この^ „•— フ という もの は、 もとから この 国に いた も 

ので はない。 伝説に よると、 あるとき、 突然、 山の 上 

に 二 匹の ャ— フが 現れた という。 これ は、 太陽の 熱で 

腐った 泥の 中から 生れた もの かどう か、 よく わからな 

いが、 一 度 生れて 来る と、 子供が ずん/ \ ふえて、 た 

ちまち 全国に ひろが つ てし ま つ た。 

そこで フ ウイ ヌムた ち は 大山 狩 をして、 ^ -— フ たち 

を 取り囲み、 年と つた もの を 殺して しまい、 若い の だ 

け、 フ ウイ ヌム 一人に ついて 二 匹ず つ、 小屋 を 作って 

飼う ことにした。 そこで、 あばれもの、 動物 も、 少し 


は 馴らされ、 とにかく 物 を 引かせたり、 運ばせた りす 

る くら い の 役に は 立 つ ようにな つ た。 

しかし、 住民た ち は、 ャ— フを 使って いるう ちに、 

ついう つかり 驢馬 を ふやす こと を 忘れて しまった。 驢 

馬 は ^ -— フ にくらべて、 すばしこく はない が、 その 代 

り 形 もい、 し、 おとなしくて、 臭く もない。 われく 

は、 あのい やらし い^ -— フは 殺して、 その代りに 驢馬 

を 使った 方が い、 と 思う ご 

これに は 賛成した もの も 大分 ありまし たが、 私の 主 

人 は 反対の 意見 をのべ ました。 

「二 匹の ャ— フが 山に 現れた という 伝説 は、 こんな ふ 


うに 考えられる。 あれ は、 確かに 海 を 越えて、 向う か 

ら やって来 たもので、 二 匹 は 上陸す ると、 その ま、 山 

の 中へ 逃げ込ん だものら しい。 それから 時の たっとと 

もに、 だんく 野蛮に なって、 とうく、 あんな ふう 

な 動物に なって しまったの だと 思われる。 その 証拠に 

は、 私 は 不思議な ャ— フを 一匹 持って いる ご 

こういって、 主人 は、 私 を 見つけた ときの こと、 洋 

服 を 着て いる こと、 この 国の 言葉 を おぼえて しまった 

こと、 この 国へ 来る までの こと を 自分で 話して 聞かせ 

たこと など、 いろいろ 説明し ました。 

「こんな ふうな、 おとなしい； ^ -1 フも いるの だから、 


^ -— フを みな 殺しに する の は可哀 そうだ。 それより、 

^ .>— フの 子供 を ふやさない ようにして、 驢馬の 子 をう 

んと ふやす ようにし たらい 、と 思う ご 

と 私の 主人 はこう 演説した のでした。 

私 はこの 会議の こと を 主人から 聞かされて、 なんだ 

か 心配に なりました。 ^ -l フを どうす る ことに 決まつ 

たの か、 それ はま だ、 はっきり 聞かせて もらえな かつ 

たのです。 

ある 朝、 主人から 迎えの 使が 来ました。 行って みる 

と、 主人 は、 どうも 何から 話し 出したら い、 のか、 困つ 

ている 様子でした。 が、 やっと 口 を 開いて 言いました 


それによ ると、 今度の 会議で、 私 はこの 国から 出て 

行って ほしい、 という ことに 決まった のです。 

^ i フを 家に 置いて、 フ ウイ ヌム 並みに 扱って いる 

と は 実にけ しからん、 と 主人 は 代表者た ちから 苦情 を 

言われました。 普通の^ -1 フ のように 働かす か、 それ 

とも、 泳いで 国へ 帰らす か、 どちら かにせ よ、 と 言わ 

れ るので す。 だが、 私 を 普通の ャ— フの 仲間に 入れた 

ら、 -1 フ たち を そ、 のかして、 夜になる と 家畜 をお 

そつたり、 どんな 危険な こと を やりだす かわからない 

というので、 やはり 泳いで 国へ 帰らせた 方が い ゝと決 

まりました。 主人 は 私に 同情して、 


「私 はむ ろん 一 生で も 喜んでお 前 を 置いて やりた かつ 

たの だが、 どうも 仕方がない。 泳いで 帰る といっても、 

まさかお 前の 国まで 泳げ もすまい。 だから、 いっかお 

前の 話した、 海 を 渡る 容れ もの を ひとつ 作って みて は 

どうか。 それなら 私の 召使 や 近所の 召使に も 手伝わせ 

て やる ご 

私 は 主人に こう 言い わたされ ると、 悲しくな つ て、 

彼の 足 許に ふらく と 倒れました。 主人 は 私が 死んで 

しまった のかと 思った ほどでした。 しかし、 とにかく 

気 を 取りな おして、 船 を 作る ことに 決めました。 船が 

できる まで、 二 力 月 待っても らう ことにな りました。 


そして、 私 は 召使の 月 毛 を 助手に 貸しても らいました。 

私 は 月 毛 を つれて、 あの 海賊 どもが 私 を むりやりに 

上陸 させた 海岸の 方へ 行って みました。 丘に のぼって、 

ずっと 四方 を 見 わたす と、 東北の 方向に 島影の ような 

ものが 見えて います。 望遠鏡 を 出しての ぞいて みると、 

確かに 島です。 距離 は 五リ— グ ぐらいです。 とにかく、 

この 島が 見つかった 以上 はもう 大丈夫 だ、 後 は 運 を 天 

に まかせて、 あの 島まで 流れて 行こう、 と 私 は 決心し 

ました。 

それから 家に 帰る と、 月 毛と 相談して、 今度 は 森へ 

出かけて 行きました。 私 は 小刀で、 彼はフ ウイ ヌムの 


かしわ 

斧 を 使って、 槲の枝 を 幾 本 も 切り落しました。 それ 

を 私 はいろ くに 細工し ました。 一番 骨の 折れる とこ 

ろ は 月 毛が 手伝って くれて、 六 週間 もす ると、 インド 

カヌ—  せき 

人の 使うよう な 独 木 舟が 一 隻 出来 上りました。 

船 はャ— フの 皮で 張って、 手製の 麻糸で 縫い 合せ ま 

した。 帆 もや はりお -— フの 皮で 作りました。 兎と 鳥の 

蒸 肉、 それに 牛乳、 水 を 入れた 壷 を 二つ、 それだけ を 

船に 積み込んで おきました。 私 はこの 船 を 家の 近くの 

大きな 池に 浮べて みて、 悪い ところ をな おし、 隙間に 

はャ— フの脂 を 詰めました。 いよいよ、 これで 大丈夫 

になり ました。 そこで、 今 S は 船 を 車に 積み、 ^ -1 フ 


たちに 引かせて、 静かに 海岸まで 運んだ のです。 

準備が 出来 上って、 出発の 日が やって来ました。 私 

は 主人 夫妻と 家族に 別れ を 告げました。 目 は 涙で 一 ぱ 

いに なり、 心 は 悲しみで、 搔き むしられる ばかりで し 

た。 だが、 主人 は、 私が 船に 乗る ところが 見たい と 言つ 

て、 近所の 人々 を 誘って 一し よに やって来ました。 私 

は 潮 合 を 一時間ば かり 待って いました。 風 工合 もよ く 

なった ので、 いよ/^ 向う の 島へ 渡ろうと 思い、 そこ 

で、 私 は 改めて また 主人に 別れ を 告げました。 私が ひ 

れ 伏して、 彼の 蹄に キスしょう とすると、 彼 は 静かに 

それ を 私の 口許まで 上げて くれました。 ほかの フ ウイ 


ヌムた ちに も、 ていねいに 挨拶して、 舟に 乗り込む と、 

私 はいよ いよ 岸 を 離れた のです。 

私が 岸 を 離れた の は、 一七 一四 年 二月 十五 日、 朝の 

九 時でした。 主人 や 友人た ち は、 私の 姿が 見えな くな 

るまで、 海岸に 立って、 見送って くれてい ました。 と 

きぐ、 召使の 月 毛が、 

「ャ— フ君、 お 大事に ね ご 

と、 どなって くれる のが 聞え ました。 

私 はでき る ことなら、 どこか 無人島 を 見つけたい、 

と 思いました。 そこで 働き さえ すれば、 生きて ゆけ る 

小さな 島が あったら、 私 は、 ひとりで 静かに 暮 したい 


のです。 私 はョ— 口 ツバの； ^ -— フ たちの 社会へ 帰る の 

は、 もう 考えた だけで も 厭でした。 

その 曰の 夕方、 向う に 小さな 島が 一 つ 見えて きて、 

私 は 間もなく、 そこへ 着きました。 だが 着いて みると 

それ は 大きな 岩だった のです。 しかし、 岩の 上に よじ 

のぼって みると、 東の 方に 陸地がず つと 伸びて いるの 

が、 はっきり 見えました。 その 晚は 舟の 中で 寝て、 翌 

朝早く 起きる と、 また 航海 をつ づけました。 七 時間ば 

かリ すると、 ニュ— ポランドの 東南 端に 着きました。 

私 は 武器 を 持って いないので、 奥へ 進む の は 心配で 

した。 海岸で 貝 を 拾い ましたが、 火 をたい て 土人に 見 


つかる といけ ない ので、 生の ま、 食べました。 三日間 

は 牡蠣と 貝ば かり 食べて いました が、 近くに 綺麗な 小 

川が あつたので、 水の 方 は 助かりました。 

四日 目の 朝、 私 は 少し 遠くへ 出かけて みました。 ふ 

と、 前方の 丘の 上に、 二三 十 人の 土人の 姿が 見え まし 

た。 男 も 女 も 子供 も、 真裸で、 火 を 囲んで いるので す _ 

一 人が ふと 私の 姿 を 見つけて、 すぐ ほかの 者に 知らせ 

たかと おもうと、 五 人の 男が こちらへ 近づいて 来 まし 

た。 私 はもう 一目散に 海岸へ 逃げて 帰る と、 舟に 跳び 

乗って 漕ぎ出しました。 

それから 私 は 舟 を 北の方へ 進めて みました。 しばら 


くす ると、 向う に 帆の 影が 一 つ 見えて きました。 しか 

も、 船 は どんく こちらへ 近づいて 来る のです。 私 は 

このま、 待って いよう かしらと 思い ましたが、 ^ -1 フ 

のこと を 考える と、 たまらなくな りました。 そこで 舟 

を 漕いで 一 目 散に 逃げ出しました。 そして 私が 朝 出た 

あの 島へ また 戻って 来ました。 私 は 小川の 傍の 岩 かげ 

に 隠れて いました。 

後から 追って 来た 舟 は、 ボ— トを おろして、 この 島 

へ 水汲みに やって来ました。 そして 水夫が 上陸す ると 

き、 私の 独 木 舟に 気づきました。 持主が どこかに いる 

にちがいないと、 彼等 は そこら じゅう を 探し まわり ま 


した。 武装した 四 人の 男が、 とうく、 岩 かげに すく 

んで いる 私 を 見つけだし たのです。 革の 服、 毛皮の 靴 

下、 私の 奇妙な 服装に、 彼等 は 驚いた ようです。 

「立て、 お前 は 何者 だ ご 

と、 水夫の 一 人が、 ポルトガル語で 尋ねました。 ポ 

ルト ガル 語なら、 私 もよ く 知ってい るので、 すぐ 立ち 

上 つ て 答えて やりました。 

「私はフゥィヌムの国から追ぃ出された哀れな^ -1 フ 

です。 だから、 どうか、 このま、、 そっとし ておいて 

ください ご 

ポルトガル語が できる ので 彼等 は 驚き ましたが、 私 


がまる で 馬の ようにい なゝ いても の を 言う のに 噴き出 

してし まいました。 私 はもう 怖くて ブル/ \ 震えて い 

ました。 逃がして ください、 と 言いながら、 独 木 舟の 

方へ 行こうと すると、 彼等 は 私 を 捕えて、 どこの 国の 

者で、 どこから 来た かな ど、 いろんな 質問 をし かけ ま 

彼等が もの を 言 いだした とき、 私 は 犬 や 牛が もの を 

言いだ したよう に、 全く 変な 気持に させられました。 

私が 何度も 逃げ出 そうとす るので、 とうく 彼等 は 私 

を しばりあげて、 ボ ） ^へ 引きずり こみ、 それから 本 

船へ つれて 行かれました。 そして 私 は 船長室へ 引つ 


張って 行かれました。 船長の 名前 は ペドロと い、、 大 

へん、 親切な 男でした。 

「どうか、 あなたの 身の上 話 を 聞かせて ください。 食 

事 は どんな もの を 召し 上ります か。 これから は 私と 同 

じ 待遇に して あげたい のです ご 

と、 こんな 親切な こと を 言って くれます。 しかし、 

私 は 相 変らず 黙り込んで いました。 

私 は 彼等の 臭が 厭で たまらなく、 今にも 倒れそう で 

した。 しかし、 彼等 は 私に 一 寝入せ よと 言って 綺麗な 

部屋へ 案内して くれました。 私 は 服の ま、 ベッドに 渡 

ころんで いました が、 三十 分ば かりして、 水夫た ちの 


食事 をして いる 隙に、 そっと 抜け出しました。 こんな 

^ -1 フ どもと 暮 すくら いなら、 いっそ 海へ 飛び込もう 

と 覚悟して いると ころ を、 船員の 一人に 見つけられ ま 

した。 そして、 今度 は 船長室に とじこめられました。 

「なぜ あんな 無謀な こと をしょう としたの だ。 自分 は、 

できるだけ のこと をして あげたい と 思 つてい るのに ご 

と 船長 はしみ- ^言つ て くれます。 

私 はごく 簡単に、 これまでの 身の上 話 をして ゃリま 

した。 すると、 船長 は 夢の 話で も 聞いて いるよう な 顔 

つきでした。 しかし、 彼 はな かく 賢い 男で、 やがて 

私の 話 を だんく わかって くれました。 私 も、 もう 二 


度と 逃げ出す ような こと はしない と 約束し ました。 

航海 は 順調に 進みました。 一 七 一 五 年 十 一 月 五日、 

船 は リスボンに 着きました。 十一月 二十四日に ィ ギリ 

ス 船で 私 は リスボン を 発ち、 十二月 五日に ダウン スに 

着きました。 

てっきり 私 を 死んだ ものと 思い込ん でいた 妻子た ち 

は、 大喜びで 迎えて くれました。 家に 入る と、 妻 は 私 

を 両腕に 抱いて キスし ました。 だが、 なにしろ この 数 

年間と いう もの は、 人間に 触られた ことがなかった の 

で、 一時間ば かり、 私 は 気絶して しまいました。 


著者から 読者へ に 代えて 


あとがき 


ガ リバ— は 十六 年と 七 力 月の 間、 不思議な 国々 を 旅 


行して 来ました。 私たち も、 彼の あとに ついて、 もう 

一度、 その 珍しい 国々 を 廻って みましょう。 

まず 一番 はじめに、 リリ パットの 国へ 来て みると、 

どうでしょう。 うっかり 歩けば、 足の 下に 踏みつ ぶし 

てし まいそうな 小人が うじょう じょして いるで はあり 

あなど 

ません か。 小人なん か 何でもな いと 侮る と 大間違い 

です。 ガ リバ— は あべ こべに 小人の 王様の 家来に され 

てし まいます。 それから、 ハンカチの 上で 騎兵 を 走ら 

また 

せたり、 軍隊 を 股の 下に 行進 させた リ します。 こんな 

話なら、 もう 誰でも 一 度 は 絵本で 見たり、 人から 聞か 

されて 知っている はずです。 私 も 子供のと きリ リパッ 


トの 国の 話 を 聞いて、 縁側で 蟻の 行列 を 眺めて いたら、 

自分が ガ リバ— になった ような 気がした ものです。 し 

かし、 小人の 国に も 戦争が あったり、 政争が あったり 

して、 ガ リバ ー はとうと うこの 国 を 逃げ出して しまい 

ま ^9 

それから、 その 次に ブ ロブ ディン ナグ 国へ 来て みる 

きも 

と、 ガ リバ— はまず 胆を つぶします。 今度 はガ リバ ー 

の 方が 小人に なって いるので す。 いくら、 ガ リバ ー が 

強そう な 振り をしても、 自分の 国の 自慢 をして みても、 

この 国の 人から 見れば、 まるで 虫 けらの ような もので 

す。 だから、 ガ リバ ー は 箱に 入れられて、 力 ナリヤの 


ように 可愛がられ ています。 すると、 その 箱 を 鷲が つ 

かんで 海へ 持って行きます。 こうして、 ガ リバ ー は大 

人 国と もお 別れになります。 

今度 はガ リバ— は 飛 島へ やって来ます。 どうも そこ 

に は 奇妙な 人間ば かり 住んで いるので、 ガ リバ ー はう 

んざ りして しまいます。 それから、 バル ニバ— ビ 国の 

学士院 を 見物したり、 幽霊の 国へ 行ったり、 死なない 

人間と 会って みたり します。 それから ガ リバ— ははる 

ばる 日本へまで やって来ます。 東京 はま だ 江戸と いわ 

れ ていた 頃の ことで、 長 崎で は 踏 絵が あったり します。 

最後に ガ リバ— は 馬の 国へ やって来ます。 そこに は 


人間 そっくりの； ^ -1 フ という いやらしい 家畜が いるの 

で、 まず ガリ バ— は それ を 見て ぞっとし ます。 それ か 

らフ ウイ ヌムた ちに 会い、 そこの 言葉 をお ぼえ、 そこ 

の 国に 馴れて くるに したがって、 ガ リバ— はこの 穏ゃ 

かな 理性の 国が すっかり 気に入って しまいます。 そし 

て 人間より 馬の 方がず つと 立派 だと 思うよう になり ま 

す。 だから、 この 国 を 彼が 追放され たと きの 嘆き は大 

へんな ものです。 それから 久し振りで 人間と 出会う と、 

ガ リバ ー はた まら なくなって 逃げ出そう とします。 し 

かし、 人間より 馬の 方が 立派 だな ど、 少し 情ない 話で 

はありません か。 ほんと にこれ は 情ない、 奇妙な 話に 


ちがいありません。 けれども、 この 話 は 奇妙で ありな 

がら、 何 か 人の 心に 残る ものが あります。 読んだら 忘 

れられ ない 話の ようです。 

では、 こんな 不思議な 話 を 書いた 人 は、 一たい どん 

な 人な のでし ようか。 

今から およそ 二百 年ば かり 前、 ジョナ サン . スィフ 

ト という 人が これ を 書いた のです。 彼 は 一 六 六 七 年、 

アイルランドの ダブリンに 生れました。 頭の 鋭い、 野 

望 家でした。 はじめは、 ロンドンに 出て しきりに 政治 

問題に 筆 を 向け、 政党に も 加わって いました。 生れつ 


き 諷刺の 才能に 恵まれて いたので、 『書物の 戦争』 とか 

『桶 物語』 とかいう 本 を 書いて、 当時の 社会 を 皮肉って 

いました。 しかし、 後に は アイルランドに 引っ込んで、 

そこで、 教会の 副 監督 をしながら、 淋しく 暮 していた 

のです。 

さて、 この 『ガ リバ— 旅行記』 は 一 七 二 六 年に 書き 

上げられました。 ちょうど、 彼が 五十 九の 年で、 アイ 

ル ランドに 引退して から 十四 年 目の ことでした。 

痛ましい ことに、 彼 は その後、 次第に 気が狂って ゆ 

きました。 一七 四 五 年、 七十 七 歳で、 この 世 を 去り ま 

した。 


この 『ガ リバ— 旅行記』 は、 これまで 広く 世界中の 

人々 に 親しまれ てきた 本です。 大人に も、 子供に も、 

まれ 

これく らい、 よく 読まれて きた 本 は 稀です。 これから 

もま だ 多くの 人々 に 読まれて ゆく ことでしょう。 


ガリ ヴァ 旅行記 

 K  .  C に！ 


この頃よ く 雨が 降リ ますが、 今日は 雨の あがった 空 

にむ くむく と 雲が ただよって います。 今日は 八月 六日、 

ヒロシ マの 惨劇から 五 年 目です。 僕 は 部屋に ひと リ寝 

転んで、 何ももう 考えたくない ほど、 ぼんやり してい 

ます。 子供のと き、 僕 は 姉から こんな 怪談 をき かされ 

たの を、 おもいだします。 ある 男が 暗い 夜道で、 怕ぃ 

怕ぃ お化けと 出逢う。 無我夢中で 逃げて 行く。 それ か 

ら 灯の ついた 一軒屋に 飛込む と、 そこに は 普通の 人間 

ま つ 

がいる。 吻と 安心して、 彼 はさき ほど 出逢った お化け 

のこと を 相手に 話し だす。 すると、 相手 は 「これ はこ 

んな 虱な お化けだろう」 という。 見る と、 相手 はさつ 


きのお 化けと そっくり なの だ。 男 は キヤ ッと 叫んで 気 

絶す る。 —— この 話 は 子供心に 私 を ぞっと さす ものが 

ありました。 一度 遇った お化けに 二度 も 遇わすな ど、 

怪談と いう もの も、 なかなか 手の こんだ 構成 法 をと つ 

て いるよう です。 

先日から 僕はス ウイ フトの ガリ ヴァ 旅行記 を かなり 

詳しく 読み返して みました。 小人 国の 話なら 子供の 頃 

から 聞かされ ています。 夏の 日もう つと りして、 よく 

僕 は 小人の 世界 を 想像した ものです。 子供心に は 想像 

する もの は、 実在す る ものと 殆ど 同じように 空間へ 溶 

けあって いたよう です。 そういえば、 少年の 僕 は、 船 


乗りに なりたかった のです。 膝 を かかえて、 老 水夫の 

話に きき 入って いる 少年 ゥ オタ ー • 口 レイの 絵 を御存 

知です か。 あの 少年の 顔 は、 少年の 僕に とても 気に 

入って いたのです。 

地図 を 愛し 版画 を 好む 少年に は 宇宙 は その 広大な 

る 食慾に 等し。 

ああ！ ランプの 光の もと 世界 はいかに 大 なるこ 

とよ！ 

され ど 追憶の 眼に 映せば いかばかり 小なる 世界 

ぞ ！ 


ボ— ドレ— ルは 「航海」 という 詩で こう 嘆 じてい ま 

すが、 僕 自身 は 今でも まだ 人生の 航海 を 卒業して いな 

い 人間の ようです。 

しかし、 近頃の 新聞記事 を 読む と、 何だか、 この 地 

球 はリリ パットの ように、 ちつ ぼけな 存在に 思えて 来 

るので す。 卵 を 割って 食べる のに、 小さい 方の 端 を 割 

るべき か、 大きい 方の 端 を 割るべき かと、 二つの 意見 

の 相違から 絶えず 戦争 をく りかえ さねば ならない ほど、 

小つ ぼけな 世界に …… 

だが、 小人 国から 大人 国、 ラピ ユタ、 馬の 国と、 つ 


ぎ つぎに 読んで 行く うちに、 僕 はも つ と さまざま のこ 

と を 考えさせられました。 この 四つの 世界 は 起承転結 

の 配列に よって、 みごとに 効果 を あげてい るよう です 

が、 僕 を 少し ぞっとさせる の は、 あの 怪談に 似た 手の 

こんだ 構成 法でした。 

小人 国からの 帰りに、 ガリ ヴァは 船長に むかって 体 

験談 をす ると、 てっきり 頭が どうかして いると 思われ 

ます。 そこで ポケットから 小さな 牛 や 羊 をと り 出して 

見せる のです。 そして、 その 豆粒 ほどの 家畜 をィ ギリ 

スに 持って 帰って 飼った などと いうと ころ は、 まだ 軽 

い 気分で 読めます。 しかし、 大人 国からの 帰りに は、 


ガリ ヴァは 箱の なかに いて、 鷲に さらわれて 海に 墜さ 

れて 船で 救われる のです が、 ここで も 船員た ちと ガリ 

ヴァ との 感覚が まるで 喰いち がって います。 最初 私 を 

発見した とき 何 か 大きな 鳥で も 飛んで いなかつ たかと、 

ガリ ヴァが 訊ねる と、 船員の 一 人 は 鷲が 三 羽 北 を 指し 

て 飛んで いるの を 見た、 が 大きさ は 別に 普通の 鷲と 

変った ところはなかった と 答えます。 もっとも 非常に 

高く 飛んで いたので 小さく 見えた のだろう と ガリ ヴァ 

は 考える のです が、 これ は 少し 念が 入りす ぎている よ 

うです。 そして、 こんな 手法 は 馬の 国からの 帰航で は 

更らに 陰欝の S を 加えて くりかえされ ています。 ここ 


では 人間社会から 逃げようと 試みる ガリ ヴァの 悲痛な 

姿が まざまざと 目に 見える ほど 真に迫って 訴えて 来 ま 

すが、 奇妙な の は 船長と ガリ ヴァ との 問答です。 はじ 

め 彼の 話 を 疑って いた 船長が、 そういえば ニュ ー ホラ 

ンドの 南の 島に 上陸して、 お -1 フ そっくりの 五六 匹の 

生物 を 一 匹の 馬が 追いた てて ゆく の を 見た という 人の 

話 をお もいだ した、 という 一節が あります。 実に 短 か 

い 一節ながら、 ここ を 読まされ ると、 何 か ぞっと 厭や 

な ものが ひびいて 来ます。 何のた めに、 こんな 念の 

入った フィクション をつ くらねば ならなかった のかと、 

に は、 问 だか 痛ましい 気持 さえして くるので す。 


身振りで 他国の 言葉 を 覚えて ゆく とか、 物の 大小の 

対比と か、 そういう 発想法 は ガリ ヴァ 全篇の なかで 繰 

返されて います。 この 複雑な 旅行記 も、 結局 は 五つ か 

六つの 回転す る 発想法に 分類で きそうです。 だが、 そ 

れ にしても、 一番、 人 を ハツと さすの は、 ^ -— フが光 

る 石 (黄金) を 熱狂 的に 好む というと ころでしょう。 

僕 は 戦時中、 この 馬の 国の 話 を 読んで いて、 この 一節 

にっき あたり、 ひどく 陰惨な 気持に された ものです。 

陰欝と いえば、 この 物語 を 書いた 作者が 発狂して、 死 

んで 行った という こと も、 ゴ ー ゴ リの 場合よりも、 も つ 

と 凄 渗な惑 じがし ます。 


また 僕 は 五 年 前の こと をお もい 出しました。 原爆 あ 

との 不思議な 眺めの なかに —— それ は 東 練兵場でした 

が —— 一匹の 馬が いたのです。 その 馬 は 負傷 もして い 

ない のに、 ひどく 愁然と 哲人の ごとく 首 をうな だれて 

いました。 


匹の 馬 


五 年 前の ことで ある。 

私 は 八月 六日と 七日の 二日、 土の 上に 横たわ リ空を 

ながめながら 寝た。 六日 は 河の 堤の クボ 地で、 七日 は 

東照宮の 石垣の 横で、 —— はじめの 晚は、 とにかく 疲 

れ ないように とお もって 絶対 安静の 気持で いた。 夜 あ 

けになる と 冷え冷えした 空が 明るくな つ てく るのに、 

かすかな のぞみが あるよう な 気 もした。 しかし 二日 目 

の晚は 土の 上に じかに 横たわ つ ている とさす がに もう 

足腰が 痛くて やりきれなかった。 いつまで このような 

状態が つづく のか わからない だけに 憂ゥッ であった。 

だが 周囲の 悲惨な 人々 にくらべ ると、 私 はま だ 幸福な 


方 かもしれ なかった。 私 は ほとんど 傷 も 受けなかった 

し、 ピンと 立って 歩く ことができ たの だ。 

ハョの 力  あける と 私 は 東 練兵場 を 横切つ て 広 島 駅 

をめ ざして 歩いて 行った、 朝日が キラ キラ 輝いて いた。 

見渡す かぎり、 何とも 異様な ながめであった。 

駅の 地点に たどりつ くと、 焼けた 建物の 脇で、 水兵 

の 一隊が シャベル を 振り回して、 破片のと りかた づけ 

をして いた。 非常に 敏 ショウで 発ラッ たる 動作な の だ。 

ザ ザ ザ ザと 破片 をす くう 音が 私の 耳に のこった。 そこ 

から 少し 離れた 路上に テ— ブルが 一 つぼ つんと 置いて 

ある。 それが 広 島 駅の 事務所ら しかった。 私 は その 受 


付に 行って 汽車が いま 開通して いるもの かどう か 尋ね 

てみ た。 

それから 私 は 東照宮の 方へ 引かえ したの だが、 ふと 

練兵場の 柳の 木の あたりに、 一 匹の 馬が ぼんやり たた 

ずんで いる 姿が 目に うつった。 これ は クラ もな にもし 

ていない 裸馬だった。 見たところ、 馬 は 別に 負傷 もし 

ていないよ うだが、 実に ショウ 然として 首 を 低く 下に 

さげて いる。 何 ごと か を 驚き 嘆いて いるよう な 不思議 

な 姿な の だ。 

私 は 東照宮の 境内に 引かえ すと 石垣の 横の 日陰に 横 

臥して いた。 昼 ごろ 罹災 証明が もらえて 戻って くると 


今度 は 間もなく 三原巿 から 救援の トラックが やつ て 来 

た。 

私 は 大きな 二 ギリ 飯 を 二 つての ひらに 受けと つて、 

石垣の 日陰に もどった。 ひも じかった ので 何気なく 私 

は 食べ はじめた。 しかし ふとお 前 はい まこ こで 平気で 

飯 を 食べて おられる のか、 という 意識が なぜか 切なく 

私の 頭に ひらめいた。 と、 それが いけなかった。 たち 

まち 私 は 「ォ ウド」 を 感じて ノドの 奥が ぎくり と 揺ら 

いでき た。 


ガリ ヴァの 歌 


必死で 逃げて ゆく ガリ ヴァ にと つ て 

巨大な 雲 は 真紅に 灼けた だれ 

その 雲の 裂け目より 

屍体 はパ ラバ ラと 転がり 墜 つ 

轟然と 憫然と 宇宙 は 沈黙す 

され ど 後より 後より 迫 まく つ てく る 

お - 1 フ どもの 哄笑 と 脅迫 の 爪 


いか なれば かく も 生の 恥辱に 耐えて 

生きな がらえん と 叫ばん とすれ ど 

その 声 は 馬の いななき となりて 悶絶す 
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ジョナ サン • スイフト を 著者、 原民 喜 を 訳者と しまし 

た。 混在して いる 「スイフト」 と 「ス ウイ フト」 の 内 

著者 名と して は 前者 をと りました。 

※底本の 末尾に は、 「 一 九 七 七 年 一 一 一 月刊、 晶文社 版 『原 


民 喜の ガリ バ— 旅行記』 の 「あとがき」 以下 四篇 を、 

「著者から 読者へ に 代えて」 として 収録した ご と あり 
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校正 ： 浅 原庸子 
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青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


